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大 学 院 長  三 浦  総 一 郎  
 

本 学 大 学 院 で は 過 去 十 数 年 に わ た り 、 文 部 科 学 省 事 業 の 第 Ｉ 期 お よ び 第 Ⅱ 期

が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 医 療 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム に 積 極 的 に 取 り 組 ん で 参 り ま

し た 。 現 在 は 年 度 か ら 、 そ の 第 Ⅲ 期 事 業 と し て 東 京 医 科 歯 科 大 学 を 主 管

校 と す る 連 携 ８ 大 学 が 共 同 で 実 施 す る 「 未 来 が ん 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成

プ ラ ン 」 に 参 加 し 、 全 国 的 な 「 多 様 な 新 ニ ー ズ に 対 応 す る 「 が ん 専 門 医 療 人 材

（ が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 」 養 成 事 業 に 採 択 さ れ 進 行 中 で す 。

年 度 は 前 年 度 に 引 き 続 き 充 実 し た 活 動 を 実 施 し 、 実 り 多 い 年 と な り ま し

た が 、 残 念 な こ と は 本 学 副 理 事 長 で 名 誉 学 長 の 北 島 政 樹 先 生 が ５ 月 に 急 逝 さ れ

た こ と で あ り ま す 。 先 生 は 、 日 本 外 科 学 会 会 長 や 日 本 が ん 治 療 学 会 理 事 長 を 歴

任 さ れ た が ん 治 療 学 の 泰 斗 で あ り 、 長 年 に わ た り が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 医 療

人 材 育 成 事 業 推 進 の 原 動 力 と し て ご 活 躍 さ れ 、 本 事 業 に お い て も 多 大 な る ご 支

援 を い た だ い て お り ま し た 。 先 生 の ご 冥 福 を 心 か ら お 祈 り 申 し 上 げ ま す と と も

に 、 今 後 も そ の 遺 志 を し っ か り 受 け 継 い で が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 に 取 り

組 ん で ゆ く 覚 悟 で ご ざ い ま す 。

本 年 度 も 、 大 学 院 課 程 に 開 設 し た 「 ラ イ フ ス テ ー ジ に 対 応 し た が ん プ ロ フ ェ ッ

シ ョ ナ ル 多 職 種 協 働 人 材 育 成 」 お よ び 「 ゲ ノ ム 解 析 医 療 ・ 希 少 が ん 診 療 に 精 通 し

た 医 療 者 育 成 」 の ２ つ の コ ー ス に 多 く の 入 学 生 を 迎 え て 、 が ん の 専 門 的 医 療 者 の

育 成 に 取 り 組 ん で お り ま す 。 本 年 度 は 、 遺 伝 子 検 査 パ ネ ル の 保 険 適 応 を 機 に ゲ ノ

ム 医 療 や プ レ シ ジ ョ ン メ デ ィ シ ン に つ い て シ ン ポ ジ ウ ム 等 を 企 画 開 催 い た し ま

し た 。 ま た 、 緩 和 ケ ア ・ 人 生 会 議 や サ イ コ オ ン コ ロ ジ ー な ど 多 職 種 連 携 を 通 じ た

心 の ケ ア に も 積 極 的 に 取 り 組 み ま し た 。 こ の １ 年 間 、 学 内 事 業 推 進 委 員 会 の 主 導

の も と に 、 今 ま で 以 上 に 連 携 各 大 学 間 で の 情 報 交 換 を 深 め 、 コ ー ス の 充 実 を 図 っ

て 参 り ま し た 。 こ の 場 を お 借 り し て 充 実 し た 学 生 実 習 に 大 変 ご 協 力 い た だ き ま

し た 国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 や 国 際 医 療 福 祉 大 学 病 院 の 皆 様 に 深 く 感 謝 申 し

上 げ ま す 。

今 般 、 本 年 度 の 活 動 記 録 を ひ と つ の 成 果 物 と し て 冊 子 に ま と め さ せ て い た だ

き ま し た の で 是 非 ご 高 覧 の 上 、 忌 憚 の な い ご 意 見 を 賜 り た く 存 じ ま す 。
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Ⅰ .教 育 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ス

の 概 要  

 
1.  ラ イ フ ス テ ー ジ に 対 応 し た  

が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 多 職 種 協 働 人 材 育 成 コ ー ス  

2.  ゲ ノ ム 解 析 医 療 ・ 希 少 が ん 診 療 に 精 通 し た  

医 療 者 育 成 コ ー ス (イ ン テ ン シ ブ コ ー ス ) 

 

・ 申 請 書  

・ コ ー ス 概 略 図  
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大 学 名 等

教 育 プ ロ グ ラ ム ・
コ ー ス 名

対 象 者

修 業 年 限 （ 期 間 ）

養 成 す べ き 人 材 像

修 了 要 件 ・ 履 修 方
法

履 修 科 目 等

1 0 単 位 以 上 を 履 修 し た 上 で 、 履 修 内 容 審 査 に 合 格 す る こ と 。

< 必 修 科 目 >
が ん 治 療 の 先 端 知 識 の 基 礎 ( 2 単 位 ) 、 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム ・ 医 療 安 全 ( 2
単 位 ) 、 が ん の カ ウ ン セ リ ン グ 概 論 ( 2 単 位 ) 、 が ん 多 職 種 協 働 ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ
ン グ 実 習 ( 1 単 位 )

< 選 択 科 目 >
が ん 治 療 薬 学 ( 2 単 位 ) 、 が ん 看 護 学 ( 2 単 位 ) 、 が ん 治 療 放 射 線 医 科 学 ( 2 単 位 ) 、 医
療 統 計 ( 2 単 位 ) 、 診 療 情 報 管 理 学 ( 2 単 位 ) 、 が ん 診 療 の 基 礎 知 識 ( 2 単 位 ) 、 臨 床 心
理 学 概 論 ( 2 単 位 ) 、 が ん 理 学 療 法 学 ( 1 単 位 ) 、 が ん 作 業 療 法 学 ( 1 単 位 ) 、 が ん 臨 床
検 査 学 ( 1 単 位 )

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院
　 医 療 福 祉 学 研 究 科 修 士 課 程 ・ 博 士 課 程 / 薬 科 学 研 究 科 修 士 課 程
　 / 薬 学 研 究 科 博 士 課 程 / 医 学 研 究 科 修 士 課 程 ・ 博 士 課 程

ラ イ フ ス テ ー ジ に 対 応 し た が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 多 職 種 協 働 人 材 育 成 コ ー ス

医 療 福 祉 学 研 究 科 修 士 課 程 ・ 博 士 課 程
　 保 健 医 療 学 専 攻 、 医 療 福 祉 経 営 専 攻 、 臨 床 心 理 学 専 攻 の 大 学 院 生
薬 科 学 研 究 科 修 士 課 程
　 生 命 薬 科 学 専 攻 の 大 学 院 生
薬 学 研 究 科 博 士 課 程
　 医 療 ・ 生 命 薬 学 専 攻 の 大 学 院 生
医 学 研 究 科 修 士 課 程 ・ 博 士 課 程
　 公 衆 衛 生 学 専 攻 、 医 学 専 攻 の 大 学 院 生

2 年

多 職 種 協 働 に よ る 機 能 的 な チ ー ム を 作 り 、 ラ イ フ ス テ ー ジ に 対 応 し た が ん 治 療
に あ た り 、 患 者 支 援 、 家 族 ・ 支 援 者 支 援 、 グ リ ー フ ・ ケ ア 、 タ ー ミ ナ ル ・ ケ ア
ま で の 広 範 な 対 応 が で き る 専 門 医 療 職 。

平 成 2 9 年 度 　 文 部 科 学 省 「 多 様 な 新 ニ ー ズ に 対 応 す る
「 が ん 専 門 医 療 人 材 （ が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ） 養 成 プ ラ ン 」 採 択

（ 連 携 8 大 学 ） 東 京 医 科 歯 科 大 学 、 慶 應 義 塾 大 学 、 国 際 医 療 福 祉 大 学 、

‐ 未 来 が ん 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 プ ラ ン ‐

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 【 教 育 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ス の 概 要 ① 】

聖 マ リ ア ン ナ 医 科 大 学 、 東 京 医 科 大 学 、 東 京 薬 科 大 学 、 秋 田 大 学 、 弘 前 大 学
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教 育 内 容 の 特 色 等
（ 新 規 性 ・ 独 創 性
等 ）

指 導 体 制

教 育 プ ロ グ ラ ム ・
コ ー ス 修 了 者 の
キ ャ リ ア パ ス 構 想

受 入 開 始 時 期

対 象 者 H 2 9 年 度 H 3 0 年 度 H 3 1 年 度 H 3 2 年 度 H 3 3 年 度 計

本 学 大 学 院 生

計

受 入 目 標 人 数

本 コ ー ス で は 従 来 の 専 門 性 に も と づ い た 縦 割 り の 教 育 を 廃 し 、 本 学 大 学 院 に 学
ぶ 異 な る 専 門 領 域 の 学 生 が ク ロ ス オ ー バ ー し て 、 共 に が ん 医 療 の 現 状 を 学 び 、
そ れ ぞ れ の 専 門 分 野 で の が ん 患 者 支 援 お よ び 支 援 者 支 援 計 画 と そ の 実 施 に 係 わ
る 専 門 医 療 職 の 養 成 を 目 指 す 。 タ ー ミ ナ ル ケ ア に 加 え て 、 従 来 十 分 な 対 応 が な
さ れ て き た と い え な い グ リ ー フ ケ ア 、 患 者 就 労 両 立 支 援 、 家 族 ・ 患 者 支 援 者 支
援 な ど を 通 じ て 患 者 を 取 り ま く 環 境 に ト ー タ ル に 臨 床 心 理 に 配 慮 し て 対 応 で き
る 人 材 育 成 を 目 指 す 。 な お 、 事 例 を 用 い て ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ を 積 極 的 に 採
用 す る 教 育 を 行 う 。

本 コ ー ス を 受 講 す る 各 院 生 の 出 身 母 体 の 分 野 専 攻 の 責 任 者 も し く は 指 導 教 員 が
責 任 を も っ て 指 導 を 行 う 。 加 え て 、 共 通 項 目 の 学 修 に 関 し て は 、 本 が ん プ ロ を
構 成 す る 運 営 委 員 が 対 応 す る 。

患 者 を 中 心 に 様 々 な 医 療 ス タ ッ フ が そ れ ぞ れ の 専 門 分 野 を 活 か し な が ら 、 ラ イ
フ ス テ ー ジ に 応 じ て が ん 患 者 お よ び が ん 患 者 支 援 者 に と り 最 善 と 思 わ れ る 支 援
を 提 供 す る 専 門 家 と な り 、 が ん 診 療 病 院 お よ び 様 々 な 支 援 を 行 う 機 関 に お い て
指 導 的 役 割 を 担 う こ と を 期 待 す る 。 こ の こ と は が ん 患 者 、 支 援 者 だ け で な く 、
そ れ を 受 け 入 れ る 社 会 や 地 域 に と り 多 大 な 利 益 を も た ら す と 考 え る 。

平 成 3 0 年 4 月
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大 学 名 等

教 育 プ ロ グ ラ ム ・
コ ー ス 名

対 象 者

修 業 年 限 （ 期 間 ）

養 成 す べ き 人 材 像

修 了 要 件 ・ 履 修 方
法

履 修 科 目 等

教 育 内 容 の 特 色 等
（ 新 規 性 ・ 独 創 性
等 ）

本 教 育 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ス で 定 め る 科 目 を 履 修 し 、 試 験 に 合 格 す る こ と

< 必 修 科 目 >
が ん ゲ ノ ム 解 析 学 ( 1 単 位 ) 、 臨 床 腫 瘍 学 各 論 ( １ 単 位 ) 、 が ん ゲ ノ ム 解 析 実 習 ( 1 単
位 )

< 選 択 科 目 >
が ん 治 療 の 先 端 知 識 の 基 礎 ( 2 単 位 ) 、 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム ・ 医 療 安 全 ( 2
単 位 ) 、 が ん の カ ウ ン セ リ ン グ 概 論 ( 2 単 位 ) 、 が ん 治 療 薬 学 ( 2 単 位 ) 、 が ん 看 護 学
( 2 単 位 ) 、 が ん 治 療 放 射 線 医 科 学 ( 2 単 位 ) 、 医 療 統 計 ( 2 単 位 ) 、 診 療 情 報 管 理 学 ( 2
単 位 ) 、 が ん 診 療 の 基 礎 知 識 ( 2 単 位 ) 、 臨 床 心 理 学 概 論 ( 2 単 位 ) 、 が ん 理 学 療 法 学
( 1 単 位 ) 、 が ん 作 業 療 法 学 ( 1 単 位 ) 、 が ん 臨 床 検 査 学 ( 1 単 位 ) 、 が ん ゲ ノ ム 解 析 実
習 ( 1 単 位 以 上 ) 、 臨 床 腫 瘍 学 診 療 実 習 ( 2 単 位 以 上 )

標 準 治 療 が 限 ら れ て い る 希 少 が ん や 標 準 治 療 に 対 し て 不 応 ・ 不 耐 と な っ た が ん
症 例 に 対 し て は 、 ゲ ノ ム 解 析 を ベ ー ス と し た 遺 伝 子 異 常 に 基 づ く 治 療 が 極 め て
大 き な ウ エ イ ト を 占 め る 。 2 0 1 5 年 の 米 国 大 統 領 に よ る 一 般 演 説 に お い て
「 P r e c i s i o n  M e d i c i n e 」 と い う 用 語 が 用 い ら れ て か ら 、 が ん ゲ ノ ム の 異 常 に 焦
点 を 絞 っ た 治 療 ・ 研 究 が 脚 光 を 浴 び て お り 、 日 本 国 内 に お い て も 全 国 的 規 模 で
の 多 施 設 共 同 臨 床 研 究 が 行 わ れ 、 成 果 が 得 ら れ つ つ あ る 。 東 京 都 が ん 診 療 連 携
拠 点 病 院 で あ る 国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 で は 希 少 が ん 診 療 を 含 め 、 数 多 く の
先 進 的 が ん 診 療 を 実 践 し て い る 。 本 コ ー ス で は 、 数 多 く の 肉 腫 患 者 の 参 加 同 意
を 得 て 、 全 ゲ ノ ム 解 析 研 究 を 積 極 的 に 行 っ て い る 国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 肉
腫 セ ン タ ー に お い て 、 次 世 代 の が ん 診 療 に 不 可 欠 な が ん ゲ ノ ム 解 析 学 の 基 礎 及
び 実 際 を 学 ぶ 。 本 コ ー ス は 、 臨 床 腫 瘍 学 の 基 礎 と 実 践 を 系 統 的 講 義 、 臨 床 実
習 、 各 種 セ ミ ナ ー ・ 講 演 会 を 通 し て 学 ぶ こ と が 出 来 、 特 に 、 全 国 的 に も 類 を 見
な い 集 約 化 さ れ た 豊 富 な 症 例 数 と ゲ ノ ム 解 析 の 実 績 を 持 つ 希 少 が ん 診 療 に 重 点
を 置 い た 教 育 プ ロ グ ラ ム と な っ て お り 、 独 創 性 が あ る 。

ゲ ノ ム 解 析 技 術 に 精 通 し 、 遺 伝 子 異 常 に 基 づ く 希 少 が ん 診 療 ・ ケ ア に あ た る こ
と が 出 来 る 専 門 的 医 療 者

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 【 教 育 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ス の 概 要 ② 】

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院
　 医 療 福 祉 学 研 究 科 博 士 課 程  保 健 医 療 学 専 攻
　 薬 学 研 究 科 博 士 課 程  医 療 ･ 生 命 薬 学 専 攻
　 医 学 研 究 科 博 士 課 程  医 学 専 攻

ゲ ノ ム 解 析 医 療 ・ 希 少 が ん 診 療 に 精 通 し た 医 療 者 育 成 コ ー ス （ イ ン テ ン シ ブ
コ ー ス ）

薬 剤 師 、 看 護 師 、 診 療 放 射 線 技 師 、 医 師 、 臨 床 検 査 技 師 等 （ 一 部 修 士 課 程 を 含
む ）

1 年
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指 導 体 制

教 育 プ ロ グ ラ ム ・
コ ー ス 修 了 者 の
キ ャ リ ア パ ス 構 想

受 入 開 始 時 期

対 象 者 H 2 9 年 度 H 3 0 年 度 H 3 1 年 度 H 3 2 年 度 H 3 3 年 度 計

本 学 大 学 院 生

計

受 入 目 標 人 数

国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 肉 腫 セ ン タ ー に は 、 が ん ゲ ノ ム 解 析 並 び に 臨 床 試 験
を 含 め た が ん 診 療 に 精 通 し た 医 師 、 技 術 者 が 常 勤 し て お り 、 ま た 病 院 に は 、 が
ん 治 療 認 定 医 、 が ん 薬 物 療 法 専 門 医 ・ 指 導 医 、 が ん 化 学 療 法 認 定 看 護 師 、 が ん
性 疼 痛 看 護 認 定 看 護 師 、 が ん 専 門 薬 剤 師 、 が ん 薬 物 療 法 認 定 薬 剤 師 が 常 勤 し て
い る 。 が ん ゲ ノ ム 解 析 実 習 な ら び に 、 臨 床 腫 瘍 医 養 成 の た め の 病 院 実 習 に お い
て は 、 こ れ ら の エ ク ス パ ー ト に よ る 直 接 指 導 を 行 う 。 さ ら に 、 が ん ゲ ノ ム 解 析
学 総 論 、 な ら び に 臨 床 腫 瘍 学 各 論 （ 希 少 が ん を 中 心 と し た ） の 集 中 講 義 に お い
て は 、 学 内 外 に 講 師 を 要 請 し 、 各 分 野 の エ ク ス パ ー ト に よ る 最 新 の 講 義 を 行 う
計 画 で あ る 。 ま た 、 連 携 大 学 と の ネ ッ ト ワ ー ク 等 を 介 し た 教 材 等 の 共 有 に よ
り 、 効 率 的 に 教 育 を 行 う シ ス テ ム を 構 築 す る 予 定 で あ る 。

患 者 を 中 心 に 医 師 や 看 護 師 、 薬 剤 師 を は じ め と す る 医 療 ス タ ッ フ が そ れ ぞ れ の
専 門 分 野 を 活 か し な が ら 、 患 者 と 家 族 に と っ て 最 善 と 思 わ れ る 治 療 を 提 供 す る
こ と が チ ー ム 医 療 に 求 め ら れ て い る 。 特 に 、 が ん 先 端 治 療 と い う 極 め て 専 門 的
な 知 識 が 必 要 と さ れ る 領 域 に お い て 、 そ の 専 門 性 を 活 か し 、 機 能 的 に チ ー ム 医
療 が で き る 人 材 を 育 成 す る こ と は 、 患 者 に と っ て 多 大 な 利 益 と な る 。 ま た 、 そ
れ ぞ れ の 職 種 に お け る 専 門 資 格 （ が ん 専 門 薬 剤 師 、 が ん 看 護 専 門 看 護 師 、 が ん
薬 物 療 法 専 門 医 、 が ん 治 療 認 定 医 、 な ど ） を 取 得 す る こ と を 目 標 と し 、 コ ー ス
終 了 者 の キ ャ リ ア 並 び に そ の 後 の 研 修 に と っ て 大 き な ア ド バ ン テ ー ジ を 得 る こ
と に な る 。

平 成 3 0 年 4 月
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Ⅱ .開 講 コ ー ス  
 

 

１ ． 開 講 科 目 一 覧  

２ ． シ ラ バ ス  

３ ． 履 修 者 ・ 修 了 者 一 覧   
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開 講 科 目 一 覧

ラ イ フ ス テ ー ジ に 対 応 し た が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 多 職 種 協 働 人 材 育 成 コ ー ス

ゲ ノ ム 解 析 医 療 ・ 希 少 が ん 診 療 に 精 通 し た 医 療 者 育 成 コ ー ス

科 目 名 担 当 教 員 ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー
ラ イ フ

ス テ ー ジ
コ ー ス

ゲ ノ ム
コ ー ス

単 位 数
標 準
年 次

曜 日 ・ 時 限

1 が ん 治 療 の 先 端 知 識 の 基 礎 大 東 　 貴 志 必 修 選 択 2 1 年 目 前 期 ― 土 ・ １ 限 9: 0 0 - 1 0: 3 0

2 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム ・ 医 療 安 全 三 浦 　 総 一 郎 、 荒 木 田 　 美 香 子 、 他 必 修 選 択 2 1 年 目 前 期 ― 土 ・ ２ 限 1 0: 4 0 - 1 2: 1 0

3 が ん の カ ウ ン セ リ ン グ 概 論 亀 口 　 憲 治 、 中 里 　 道 子 必 修 選 択 2 1 年 目 前 期 ― 土 ・ ４ 限 1 4: 4 0 - 1 6: 1 0

4 が ん 多 職 種 協 働 ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ 実 習

三 浦 総 一 郎 、 大 東 　 貴 志 、 板 野 　 理 、
樋 口 　 肇 、 荒 木 田 　 美 香 子 、 新 藤 　 悦
子 、 佐 藤 　 真 由 美 、 矢 野 　 和 美 、 橋 本
光 康

必 修 ― 1 2 年 目 ― 後 期
8 月 下 旬
（ 国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 、
国 際 医 療 福 祉 大 学 病 院 ）

5 が ん ゲ ノ ム 解 析 学 樋 口 　 肇 、 高 橋 　 克 仁 ― 必 修 1 1 年 目
前 期

（ 前 半 ）
― 土 ・ ３ 限 1 3 ： 0 0 ～ 1 4 ： 3 0

6 臨 床 腫 瘍 学 各 論 樋 口 　 肇 、 高 橋 　 克 仁 ― 必 修 1 1 年 目
前 期

（ 後 半 ）
― 土 ・ ３ 限 1 3 ： 0 0 ～ 1 4 ： 3 0

7 が ん ゲ ノ ム 解 析 実 習 （ ベ ー シ ッ ク ） 樋 口 　 肇 、 高 橋 　 克 仁 ― 必 修 1 1 年 目 ― 後 期
8 月 上 旬
（ 国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 ）

8
が ん 治 療 薬 学
（ 読 替 え ： 薬 学 研 究 科 「 臨 床 腫 瘍 学 特 論 」 ）

白 石 　 昌 彦 、 鈴 木 　 裕 選 択 選 択 2 1 年 目 ― 後 期 Ｖ Ｏ Ｄ 授 業

9 が ん 看 護 学 荒 木 田 　 美 香 子 、 新 藤 　 悦 子 、 他 選 択 選 択 2 1 年 目 ― 後 期 土 ・ １ 限 9: 0 0 - 1 0: 3 0

1 0 が ん 治 療 放 射 線 医 科 学 橋 本 　 光 康 選 択 選 択 2 1 年 目 ― 後 期 土 ・ ２ 限 1 0: 4 0 - 1 2 ： 1 0

1 1 医 療 統 計 稲 垣 　 誠 一 選 択 選 択 2 1 年 目 ― 後 期 月 ・ ７ 限 1 9: 4 5 - 2 1: 1 5

1 2 診 療 情 報 管 理 学
山 本 　 康 弘 、 坂 本 　 千 枝 子 、 伊 藤 　 由
美

選 択 選 択 2 1 年 目 ― 後 期 水 ・ ６ 限 1 8: 0 0 - 1 9: 3 0

1 3
が ん 診 療 の 基 礎 知 識
（ 読 替 え ： 診 療 情 報 ｱ ﾅ ﾘ ｽ ﾄ 養 成 分 野 「 が ん 登 録 概 論 」 ）

坂 本 　 千 枝 子 、 武 藤 　 正 樹 選 択 選 択 2 1 年 目 前 期 ― Ｖ Ｏ Ｄ 授 業

1 4
臨 床 心 理 学 概 論
（ 共 通 科 目 ）

亀 口 　 憲 治 選 択 選 択 2 1 年 目 ― 後 期 火 ・ ６ 限 　 1 8: 0 0 - 1 9: 3 0

1 5 が ん 理 学 療 法 学 丸 山 　 仁 司 選 択 選 択 1 1 年 目 ― 後 期 Ｖ Ｏ Ｄ 授 業

1 6 が ん 作 業 療 法 学 谷 口 　 敬 道 選 択 選 択 1 1 年 目 ― 後 期 Ｖ Ｏ Ｄ 授 業

1 7 が ん 臨 床 検 査 学 大 澤 　 進 選 択 選 択 1 1 年 目 ― 後 期 Ｖ Ｏ Ｄ 授 業

期
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イ
ン

テ
ン

シ
ブ
）

履
修

者

教
科

書
な

し

泌
尿

器
科

が
ん

治
療

の
最

前
線

※e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い
）

大
東

　
貴

志

成
績

評
価

の
方

法
レ

ポ
ー

ト

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト1
00

％

乳
が

ん
治

療
の

最
前

線
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い
）

山
下

　
浩

二

 6
/1

5：
 

肺
が

ん
治

療
の

最
前

線

6/
25

：
最

新
が

ん
化

学
療

法
レ

ジ
メ

ン
※

第9
回

を
事

前
に

学
習

す
る

こ
と

佐
藤

　
慶

三

先
端

が
ん

薬
物

治
療

学
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い
）

中
村

　
裕

義

 5
/1

8 
：

体
腔

鏡・
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
の

最
前

線
中

島
　

淳

 6
/1

：
デ

ジ
タ

ル
画

像
を

用
い

た
遠

隔
病

理
診

断
森

　
一

郎

片
岡

　
幹

統
　

 4
/2

7 
： 

内
視

鏡
診

断・
治

療
の

最
前

線
　

　

林
　

和

肝
臓

が
ん

治
療

の
最

前
線

※e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い
）

首
村

　
智

久

下
部

消
化

管
治

療
の

最
前

線
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い
）

Ｐ
Ｅ

Ｔ
、

核
医

学
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い
）

似
鳥

　
修

弘
　

棚
田

　
修

二
　

縄
野

　
繁

　
C
T
・

M
RＩ

※e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い
）

7/
20

：
婦

人
科

が
ん

治
療

の
最

前
線

片
瀬

　
功

芳

授
業

の
形

態
講

義
　

土
曜

日
１

限
こ

の
科

目
の

単
位

の
修

得
に

はe
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
の

学
修

が
必

要
で

す
。

教
室

で
の

授
業

に
出

席
し

た
場

合
に

も
、

必
ずe

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
に

て
確

認
問

題
に

回
答

し
て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
概

要
（

主
題）

現
在

の
が

ん
治

療
に

お
け

る
先

端
治

療
に

つ
い

て
学

び
、

多
職

種
連

携
の

た
め

に
は

何
が

重
要

か
を

学
習

す
る

授
業

の
到

達
目

標

1.
　

が
ん

診
断

の
た

め
の

最
先

端
の

画
像・

内
視

鏡・
病

理
学

的
検

査
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。

2.
  

が
ん

治
療

の
先

端
放

射
線

治
療

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

3.
　

が
ん

治
療

の
た

め
の

先
端

治
療

薬
の

開
発

や
効

果・
副

作
用

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

4.
  

各
領

域
の

が
ん

の
先

端
外

科
治

療
お

よ
び

薬
物

治
療

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

授
業

計
画

内
容

上
部

消
化

管
治

療
の

最
前

線
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い
）

池
田

　
佳

史

 
放

射
線

治
療

最
前

線
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い
）

戸
矢

　
和

仁
　

時
間

数

科
目

担
当

責
任

者
大

東
　

貴
志

科
目

担
当

者

学
科

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
コ

ー
ス

／
ゲ

ノ
ム

コ
ー

ス
修

士
課

程1
年

博
士

課
程1

年
期

前
期

曜
日

時
限

集
中

講
義

必
修

／
選

択
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

必
修

／
ゲ

ノ
ム

選
択

2

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス

科
目

名
が

ん
治

療
の

先
端

知
識

の
基

礎
授

業
開

始
年

度

大
学

院

2
0
1
9

学
年

単
位

数
3
0

時
間

回
数

担
当

第1
回

第
２

回

第3
回

第4
回

第5
回

第6
回

第7
回

第8
回

第9
～1

0
回

第1
1

回

第1
2

回

第1
3

回

第1
4

回

第1
5

回

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス

科
目

名
医

療
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
リ

ズ
ム
・

医
療

安
全

授
業

開
始

年
度

時
間

数

科
目

担
当

責
任

者
三

浦
　

総
一

郎
科

目
担

当
者

荒
木

田 
 

美
香

子

学
科

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
コ

ー
ス

／
ゲ

ノ
ム

コ
ー

ス
修

士
課

程1
年

博
士

課
程1

年
期

前
期

曜
日

時
限

集
中

講
義

必
修

／
選

択
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

必
修

／
 

ゲ
ノ

ム
選

択
2

授
業

の
形

態
講

義
　

土
曜

日
２

限
こ

の
科

目
の

単
位

の
修

得
に

はe
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
の

学
修

が
必

要
で

す
。

教
室

で
の

授
業

に
出

席
し

た
場

合
に

も
、

必
ず
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
に

て
確

認
問

題
に

回
答

し
て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
概

要
（

主
題）

本
科

目
は

、
が

ん
医

療
に

お
け

る
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
必

要
な

理
論

と
方

法
を

学
修

す
る

。

授
業

の
到

達
目

標

1.
　

が
ん

医
療

に
お

け
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。（
講

義1
・
3
・
4
・
5
・
6
・
7
・
8
）

2.
  

が
ん

患
者

の
支

援
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。（
講

義1
2
・
1
4
）

3.
　

が
ん

患
者

の
心

理
と

ケ
ア

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。（

講
義2

・
1
5
）

4.
  

が
ん

患
者

を
中

心
に

し
た

チ
ー

ム
医

療
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。（
講

義9
・
1
0
・
1
1
・
1
3
）

授
業

計
画

内
容

が
ん

プ
ロ

コ
ー

ス
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

　
医

療
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
リ

ズ
ム

①
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い
）

三
浦

　
総

一
郎

6
/
1
：

治
療

に
お

け
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
及

び
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
三

浦
　

総
一

郎
　

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い
）

池
田

　
俊

也

医
療

倫
理

※e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い
）

赤
居

　
正

美

5
/
1
8
：

医
療

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
②

三
浦

　
総

一
郎

4
/
2
7
：

が
ん

患
者

に
お

け
る

生
と

死（
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア
）

林
　

和

が
ん

と
医

療
制

度・
医

療
経

済
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い
）

石
川

ベ
ン

ジ
ャ

ミ
ン

光
一

生
命

倫
理

※e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い
）

金
澤

　
一

郎 
　

が
ん

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

と
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い
）

武
藤

　
正

樹
　

6
/
1
5
：

終
末

期
に

お
け

る
社

会
か

ら
期

待
さ

れ
る

医
療

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
の

在
り

方
戸

松
　

義
晴

6
/
2
9
：

が
ん

患
者

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
とI

C
F

モ
デ

ル
坂

本
　

千
枝

子

グ
リ

ー
フ

ケ
ア

※e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い
）

白
井

　
明

美

6
/
2
2
（
2
・
3

限)
：
「

が
ん

多
職

種
協

働
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
実

習」
に

向
け

た
演

習・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

①
②

※
教

室
で

の
授

業
に

参
加

す
る

こ
と

。
荒

木
田

　
美

香
子

7
/
1
3
：

が
ん

医
療

に
お

け
る

多
職

種
連

携
と

は
藤

咲
　

麻
美

　

そ
の

他

履
修

条
件

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

対
応

し
た

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
多

職
種

協
働

人
材

育
成

コ
ー

ス
履

修
者

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス（

イ
ン

テ
ン

シ
ブ
）

履
修

者

教
科

書
な

し

参
考

書
適

時
紹

介
　

準
備

学
修

学
修

へ
の

ｱﾄ゙
ﾊ゙

ｲ
ｽ

事
前・

事
後

、
関

連
す

る
先

行
研

究
を

当
た

る
等

、
学

習
を

主
体

的
に

進
め

る
こ

と
と

す
る

。

成
績

評
価

の
方

法
レ

ポ
ー

ト

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
授

業
前

後
も

し
く

は
メ

ー
ル

で
受

け
付

け
る

。

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト1
0
0

％

― 1 6 ―



大
学

院

2
0
1
9

学
年

単
位

数
3
0

時
間

回
数

担
当

第1
回

第2
回

第3
回

第4
回

第5
回

第6
回

第7
回

第8
回

第9
回

第1
0

回

第1
1

回

第1
2

回

第1
3

回

第1
4

回

第1
5

回

そ
の

他

履
修

条
件

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

対
応

し
た

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
多

職
種

協
働

人
材

育
成

コ
ー

ス
履

修
者

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス（

イ
ン

テ
ン

シ
ブ）

履
修

者

教
科

書
授

業
中

に
適

宜
紹

介
す

る

参
考

書
授

業
中

に
適

宜
紹

介
す

る

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト1
0
0

％

準
備

学
修

学
修

へ
の

ｱﾄ゙
ﾊ゙

ｲ
ｽ

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
に

関
す

る
基

礎
的

な
文

献
を

入
手

し
、

読
み

込
ん

で
お
く

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
メ

ー
ル

に
て

随
時

受
け

付
け

る
kk

e
nji

@i
u
h

w.
ac

.j
p

7
/
2
0

　
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

と
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

山
谷

　
佳

子

6
/
1
5

　
が

ん
告

知
か

ら
の

家
族

周
辺

と
の

関
わ

り
と

心
理

支
援

成
績

評
価

の
方

法
レ

ポ
ー

ト

山
川

　
誠

司

6
/
1

　
が

ん
告

知
期

、
治

療
期

、
終

結
期

の
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

　

金
崎

　
千

恵
・

小
畠

　
秀

吾

7
/
1
3

　
患

者
会

を
通

し
た

多
職

種
連

携
山

谷
　

佳
子

7
/
6

　
が

ん
患

者
家

族
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
、

親
の

が
ん

を
子

供
に

伝
え

る
　

田
中

　
あ

ず
見

・
鹿

島
　

晴
雄

5
/
1
1

　
臨

床
心

理
学

と
は

／
チ

ー
ム

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

基
礎

知
識

8
/
3

　
地

域
社

会
に

お
け

る
多

職
種

協
働

の
基

礎
知

識
中

村
　

友
一

5
/
2
5

　
医

療
従

事
者

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

林
　

容
子

・
小

畠
　

秀
吾

6
/
8

　
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ：
小

児
が

ん
、

が
ん

の
子

を
持

つ
親

の
サ

ポ
ー

ト
　

久
野

　
美

智
子

久
野

　
美

智
子

6
/
2
2

　
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ：
高

齢
が

ん
患

者（
緩

和
ケ

ア）
加

藤
　

元
美・

小
野

寺
　

敦
志

6
/
2
9

　
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ：
A
Y

A
世

代
が

ん
患

者
山

谷
　

佳
子

7
/
2
7

　
家

族
療

法
的

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

基
礎

知
識

梶
原

　
佳

子

矢
口

　
大

雄

5
/
1
8

　
多

職
種

チ
ー

ム
編

成
と

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
課

題
と

解
決

策

授
業

計
画

内
容

4
/
2
0

　
緩

和
ケ

ア
に

つ
い

て
林

　
和

・
亀

口
  
憲

治

4
/
2
7

　
精

神
腫

瘍
学（

サ
イ

コ
オ

ン
コ

ロ
ジ

ー）
に

つ
い

て
岡

本
　

英
輝

時
間

数

授
業

の
形

態
講

義
　

土
曜

日
４

限
こ

の
科

目
の

単
位

の
修

得
に

はe
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
の

学
修

が
必

要
で

す
。

教
室

で
の

授
業

に
出

席
し

た
場

合
に

も
、

必
ず
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
に

て
確

認
問

題
に

回
答

し
て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
概

要
（

主
題）

多
職

種
の

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
が

、
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

協
働

を
推

進
す

る
う

え
で

有
効

な
、

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

基
礎

知
識

を
学

ぶ
。

曜
日

時
限

集
中

講
義

必
修

／
選

択
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

必
修

／
ゲ

ノ
ム

選
択

2

授
業

の
到

達
目

標

小
児

期
、

A
Y

A
世

代
期

、
働

き
盛

り
世

代
成

人
期

、
高

齢
期

な
ど

、
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

応
じ

た
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
理

解
す

る
。

患
者

、
医

療
従

事
者

、
家

族
そ

れ
ぞ

れ
が

抱
え

る
悩

み
に

適
切

に
対

応
す

る
た

め
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
基

礎
知

識
を

得
る

。

告
知

期
、

治
療

期
、

終
末

期
な

ど
の

段
階

ご
と

に
、

患
者

、
家

族
、

医
療

従
事

者
へ

の
包

括
的

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。

多
職

種
チ

ー
ム

の
特

性
や

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

上
の

課
題

に
つ

い
て

、
基

礎
知

識
を

得
る

。

学
科

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
コ

ー
ス

／
ゲ

ノ
ム

コ
ー

ス
修

士
課

程1
年

博
士

課
程1

年
期

前
期

科
目

名

科
目

担
当

責
任

者
亀

口
　

憲
治

科
目

担
当

者
中

里
　

道
子

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス

授
業

開
始

年
度

が
ん

の
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

概
論

大
学

院

20
19

学
年

必
修

／
選

択
必

修
単

位
数

45
時

間

回
数

担
当

第1
回 

　

第2
回 

　

第3
回

　

第4
回

　

第5
回

　

第6
回 

　

第7
回

第8
回

第9
回

第1
0

回

準
備

学
修

学
修

へ
の

ｱﾄ゙
ﾊ゙

ｲ
ｽ

積
極

的
に

実
習

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

す
る

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
実

習
の

前
後

な
ど

で
適

宜
受

け
る

。

そ
の

他

履
修

条
件

本
科

目
は

コ
ー

ス
登

録
し

た2
年

目
に

、
そ

れ
以

外
の

コ
ー

ス
科

目
は

原
則

と
し

て1
年

目
に

修
得

す
る

。

教
科

書
が

ん
多

職
種

協
働

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

実
習

要
項（

履
修

者
に

配
布

す
る）

参
考

書
Ca

nc
er

 
Nu

rs
in

g:
 

Pr
in

ci
pl

es
 a

nd
 

Pr
ac

ti
ce

 (
Ca

nc
er

 
Nu

rs
in

g 
(
J
on

es
 
& 

Ba
rt
le

tt
))

　
J
o
ne

s 
＆

Ba
rt
le

tt
 p

ub
、

A
dv

an
ce

d 
Pr

ac
ti

ce
 

Nu
rs

in
g:
 

A
n 
I
nt

eg
ra

ti
ve

 
Ap

pr
oa

ch
, 

4e
 

Sa
un

d
er

s

成
績

評
価

の
方

法
レ

ポ
ー

ト
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト
内

容
お

よ
び

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

時
の

発
表

8
月2

9
日（

木）
 9

：0
0-

17
：0

0
　

臨
地

実
習（

国
際

医
療

福
祉

大
学

三
田

病
院）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
参

加
と

省
察（

国
際

医
療

福
祉

大
学

東
京

赤
坂

キ
ャ

ン
パ

ス）

１
実

習

授
業

計
画

内
容

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

参
加

と
省

察（
国

際
医

療
福

祉
大

学
東

京
赤

坂
キ

ャ
ン

パ
ス）

構
成8

大
学

合
同

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

参
加

と
省

察（
国

際
医

療
福

祉
大

学
東

京
赤

坂
キ

ャ
ン

パ
ス）

一
般

市
民

公
開

講
座

参
加

と
省

察（
国

際
医

療
福

祉
大

学
東

京
赤

坂
キ

ャ
ン

パ
ス）

　
　

8
月2

8
日（

水）
 9

：0
0-

17
：0

0
　

臨
地

実
習（

国
際

医
療

福
祉

大
学

三
田

病
院）

8
月3

0
日（

金）
 9

：0
0-

17
：0

0
　

臨
地

実
習（

国
際

医
療

福
祉

大
学

三
田

病
院）

8
月2

7
日（

火）
 9

：0
0-

17
：0

0
　

臨
地

実
習（

国
際

医
療

福
祉

大
学

三
田

病
院）

2
年

目
期

後
期

授
業

の
到

達
目

標

1）
　

が
ん

先
端

医
療

を
受

け
る

患
者・

家
族

の
ニ

ー
ズ

を
身

体・
精

神・
社

会
的

側
面

か
ら

理
解

で
き

る
。

5）
　

と
く

に
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

に
加

え
、

患
者

就
労

両
立

支
援

な
ど

、
臨

床
心

理
的

側
面

に
配

慮
し

て
対

応
で

き
る

。

2）
　

が
ん

先
端

医
療

に
か

か
わ

る
各

部
門

の
役

割
を

理
解

で
き

る
。

3）
　

各
職

種
の

立
場

か
ら

評
価

を
行

い
、

チ
ー

ム
全

体
で

サ
ー

ビ
ス

計
画

を
立

案
で

き
る

。

4）
　

が
ん

先
端

医
療

を
受

け
る

患
者・

家
族

に
対

す
る

チ
ー

ム
医

療・
チ

ー
ム

ケ
ア

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
学

ぶ
。

時
間

数

授
業

の
形

態
実

習（
８

月
下

旬
集

中
実

習）

授
業

の
概

要
（

主
題）

専
門

的
な

知
識

が
必

要
と

さ
れ

る
が

ん
先

端
医

療
に

お
い

て
、

種
々

の
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
対

応
し

た
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
べ
く

、
が

ん
患

者
や

家
族

等
支

援
者

を
支

援
す

る
多

職
種

の
大

学
院

生
が

、
同

一
の

臨
床

現
場

で
チ

ー
ム

医
療・

チ
ー

ム
ケ

ア
を

積
極

的
に

学
ぶ

。
具

体
的

に
は「

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

対
応

し
た

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
多

職
種

協
働

人
材

育
成

コ
ー

ス」
履

修
者（

看
護

師
、

臨
床

心
理

師
、

薬
剤

師
、

放
射

線
技

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

診
療

情
報

士
な

ど
）

が
チ

ー
ム

を
形

成
し

、
実

習
施

設
の

指
導

者
な

ど
の

協
力

の
も

と
、

患
者・

家
族

に
つ

い
て

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
お

よ
び

心
理

ケ
ア

を
含

む
サ

ー
ビ

ス
計

画
を

立
案

す
る

。
尚

、
事

例
を

用
い

て
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
積

極
的

に
採

用
す

る
。

曜
日

時
限

8
月2

6
日（

月）
 9

：0
0-

17
：0

0
　

臨
地

実
習（

国
際

医
療

福
祉

大
学

三
田

病
院）

8
月3

1
日（

土）
 1

3：
30

-1
7：

30
　

臨
地

実
習（

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

な
ど
）（

国
際

医
療

福
祉

大
学

病
院）

科
目

名

科
目

担
当

責
任

者
三

浦
　

総
一

郎
科

目
担

当
者

大
東

　
貴

志
、

板
野

　
理

、
樋

口
　

肇
、

渕
本

　
康

史
、

荒
木

田
　

美
香

子
、

新
藤

　
悦

子
、

佐
藤

　
真

由
美

、
矢

野
　

和
美

、
橋

本
　

光
康

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス

授
業

開
始

年
度

が
ん

多
職

種
協

働
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
実

習

学
科

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

対
応

し
た

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
多

職
種

協
働

人
材

育
成

コ
ー

ス

― 1 7 ―



大
学

院

20
19

学
年

必
修

／
選

択
必

修
単

位
数

15
時

間

回
数

担
当

第1
回

第2
回

第3
回

第4
回

第5
回

第6
回

第7
回

第8
回

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス

科
目

名
が

ん
ゲ

ノ
ム

解
析

学
授

業
開

始
年

度

授
業

計
画

時
間

数

科
目

担
当

責
任

者
樋

口
　

肇
科

目
担

当
者

高
橋

　
克

仁

学
科

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス

博
士

課
程1

年
修

士
課

程1
年

期
前

期（
前

半）

曜
日

時
限

１

授
業

の
形

態
講

義
、

土
曜

日3
限

こ
の

科
目

の
単

位
の

修
得

に
はe

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
で

の
学

修
が

必
要

で
す

。
教

室
で

の
授

業
に

出
席

し
た

場
合

に
も

、
必

ず
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
に

て
確

認
問

題
に

回
答

し
て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
概

要
（

主
題）

が
ん

に
お

け
る

遺
伝

子
異

常
に

つ
い

て
学

び
、

網
羅

的
遺

伝
子

解
析

の
意

義
、

重
要

性
、

問
題

点
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

ゲ
ノ

ム
解

析
に

基
づ

い
た

が
ん

診
療

に
関

す
る

現
状

と
将

来
展

望
を

学
ぶ

。

授
業

の
到

達
目

標

・
発

癌
、

細
胞

増
殖

、
細

胞
周

期
、

細
胞

死
、

転
移

、
浸

潤
、

血
管

新
生

に
お

け
る

遺
伝

子
調

整
異

常
に

つ
い

て
理

解
す

る（
第1

回）

・
遺

伝
性

腫
瘍

に
つ

い
て

正
し
く

理
解

し
、

主
な

遺
伝

性
腫

瘍
症

候
群

や
、

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
学

ぶ（
第3

回・
第6

回）

・
有

害
事

象
に

つ
い

て
学

ぶ（
第5

回）

・
網

羅
的

遺
伝

子
解

析
法

に
つ

い
て

正
し
く

理
解

し
、

Pr
ec

is
i
o
n 

me
di

ci
ne

の
意

義
に

つ
い

て
学

ぶ（
第4

回）

・
病

理
学

的
分

子
診

断
お

よ
び

遺
伝

子
診

断
、

お
よ

び
治

療
へ

の
応

用
に

つ
い

て
学

ぶ（
第7

回）

・
殺

細
胞

性
抗

が
ん

剤
、

分
子

標
的

薬
、

免
疫

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

阻
害

薬
に

よ
る

薬
物

療
法

の
現

状（
第2

回）

・
臨

床
試

験
の

種
類（

第1
相

、
第2

相
、

第3
相）

と
意

義
に

つ
い

て
理

解
し

、
遺

伝
子

異
常

に
基

づ
く

試
験

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

学
ぶ（

第8
回）

内
容

腫
瘍

生
物

学
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
授

業（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い
）

樋
口

　
肇

6/
29

：
遺

伝
性

腫
瘍

に
対

す
る

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
四

元
　

淳
子

5/
18

：
が

ん
薬

物
療

法
総

論
中

世
古

　
知

昭

が
ん

の
分

子
病

理
学

※e
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い
）

福
澤

　
龍

二

6/
8

　
【

時
間

注
意】

5
限 

16
:2

0
～

　
が

ん
遺

伝
子

の
解

析
学

高
橋

　
克

仁

臨
床

試
験

※e
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い
）

石
黒

　
洋

6/
15

：
有

害
事

象
と

支
持

療
法

石
黒

　
洋

7/
 
6：

遺
伝

性
腫

瘍
高

橋
　

克
仁

そ
の

他

準
備

学
修

学
修

へ
の

ｱﾄ
ﾞ

ﾊ゙
ｲ

ｽ

が
ん

を
遺

伝
子

の
疾

患
と

し
て

と
ら

え
る

こ
と

が
重

要
。

事
前・

事
後

の
学

習
及

び
関

連
す

る
先

行
研

究
を

あ
た

る
な

ど
、

主
体

的
に

学
習

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

履
修

条
件

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス
（

イ
ン

テ
ン

シ
ブ
）

履
修

者

教
科

書
新

臨
床

腫
瘍

学
　

改
訂

第
４

版
　
（

南
江

堂）
、

デ
ヴ

ィ
ー

タ
　

が
ん

の
分

子
生

物
学

　
第

２
版

　
（

メ
デ

ィ
カ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル）

集
中

講
義

参
考

書
ワ

イ
ン

バ
ー

グ
　

が
ん

の
生

物
学

　
原

書
第

２
版

　
（

南
江

堂）
、

が
ん

診
療

レ
ジ

デ
ン

ト
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
第

７
版

　
（

医
学

書
院）

ト
ン

プ
ソ

ン
&

ト
ン

プ
ソ

ン
遺

伝
医

学（
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル）

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
授

業
の

前
後

、
ま

た
は

メ
ー

ル
に

て
随

時
受

け
付

け
る

成
績

評
価

の
方

法
毎

週
の

確
認

問
題

評
価

の
基

準
毎

週
の

確
認

問
題

１
０

０
％

大
学

院

2
0
1
9

学
年

必
修

／
選

択
必

修
単

位
数

1
5

時
間

回
数

担
当

第1
回

第2
回

第3
回

第4
回

第5
回

第6
回

第7
回

第8
回

4
/
2
7
：

骨
軟

部
肉

腫
高

橋
　

克
仁

甲
状

腺
腫

瘍
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い）
池

田
　

佳
史

胚
細

胞
腫

瘍
お

よ
び

副
腎

癌
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い）
大

東
　

貴
志

科
目

名

科
目

担
当

責
任

者
樋

口
　

肇
科

目
担

当
者

高
橋

　
克

仁

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス

授
業

開
始

年
度

臨
床

腫
瘍

学
各

論

学
科

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス

博
士

課
程1

年
修

士
課

程1
年

期
前

期（
後

半）

授
業

の
到

達
目

標

①
骨

軟
部

肉
腫

、
甲

状
腺

腫
瘍

、
頭

頸
部

腫
瘍

、
神

経
内

分
泌

腫
瘍

、
原

発
不

明
が

ん
、

杯
細

胞
腫

瘍
、

副
腎

癌
、

骨
髄

腫
、

白
血

病
、

悪
性

リ
ン

パ
腫

に
お

け
る

、
疫

学
的

事
項

、
特

徴
的

病
態

生
理

、
特

異
的

遺
伝

子
異

常
、

診
断

法
、

治
療

法
、

予
後

、
に

つ
い

て
専

門
的

知
識

を
学

び
、

理
解

す
る

。

②
希

少
が

ん
に

対
す

る
診

療
の

現
状

と
問

題
点

を
学

び
、

各
疾

患
に

お
け

る
特

徴
を

理
解

す
る

。

③
希

少
が

ん
診

療（
診

断
、

治
療

法
開

発）
の

た
め

の
研

究
努

力
と

将
来

展
望

に
つ

い
て

学
ぶ

。

時
間

数

授
業

の
形

態
講

義
、

土
曜

日3
限

こ
の

科
目

の
単

位
の

修
得

に
はe

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
で

の
学

修
が

必
要

で
す

。
教

室
で

の
授

業
に

出
席

し
た

場
合

に
も

、
必

ず
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
に

て
確

認
問

題
に

回
答

し
て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
概

要
（

主
題）

希
少

が
ん

に
お

け
る

特
徴

的
病

態
生

理
や

遺
伝

子
異

常
の

特
徴

を
理

解
し

、
各

疾
患

の
疫

学
、

診
断

、
治

療
、

予
後

を
理

解
す

る
。

曜
日

時
限

１
集

中
講

義

授
業

計
画

内
容

脳
腫

瘍
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い）
河

島 
雅

到

6
/
1
：

骨
髄

腫
、

白
血

病
中

世
古

　
知

昭

7
/
1
3
：

悪
性

リ
ン

パ
腫

小
林

　
幸

夫

神
経

内
分

泌
腫

瘍
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い）
樋

口
　

肇

原
発

不
明

が
ん

※e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い）

樋
口

　
肇

成
績

評
価

の
方

法
毎

週
の

確
認

問
題

評
価

の
基

準
毎

週
の

確
認

問
題1

0
0
%

準
備

学
修

学
修

へ
の

ｱﾄ゙
ﾊ゙

ｲ
ｽ

希
少

が
ん

の
各

論
を

学
ぶ

中
で

、
各

疾
患

が
が

ん
と

し
て

共
通

特
徴

と
各

疾
患

に
特

徴
的

な
事

項
を

そ
れ

ぞ
れ

理
解

す
る

こ
と

が
重

要
。

事
前・

事
後

の
学

習
お

よ
び

関
連

す
る

先
行

研
究

を
あ

た
る

な
ど

、
主

体
的

に
学

習
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
授

業
の

前
後

、
ま

た
は

メ
ー

ル
に

て
随

時
受

け
付

け
る

そ
の

他
希

少
が

ん
以

外
の

が
ん

種
に

対
す

る
各

論
と

し
て「

が
ん

治
療

の
先

端
知

識
の

基
礎」

を
選

択
履

修
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

履
修

条
件

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス（

イ
ン

テ
ン

シ
ブ）

履
修

者

教
科

書
新

臨
床

腫
瘍

学
　

改
訂

第4
版（

南
江

堂）
、

デ
ヴ

ィ
ー

タ
　

が
ん

の
分

子
生

物
学

　
第2

版（
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル）

参
考

書
ワ

イ
ン

バ
ー

グ
　

が
ん

の
生

物
学

　
原

書
第

２
版

　（
南

江
堂）

、
が

ん
診

療
レ

ジ
デ

ン
ト

マ
ニ

ュ
ア

ル
　

第
７

版
　（

医
学

書
院）

ト
ン

プ
ソ

ン
&

ト
ン

プ
ソ

ン
遺

伝
医

学（
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル）

大
学

院

2
0
1
9

学
年

必
修

／
選

択
必

修
単

位
数

4
5

時
間

回
数

担
当

第1
回

第2
回

第3
回

第4
回

第5
回

第6
回

第7
回

第8
回

第9
回

そ
の

他

履
修

条
件

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス

履
修

者

教
科

書
新

臨
床

腫
瘍

学
　

改
訂

第4
版（

南
江

堂）
、

デ
ヴ

ィ
ー

タ
　

が
ん

の
分

子
生

物
学

　
第2

版
（

メ
デ

ィ
カ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル）

参
考

書
ワ

イ
ン

バ
ー

グ
　

が
ん

の
生

物
学

　
原

書
第2

版（
南

江
堂）

、
が

ん
診

療
レ

ジ
デ

ン
ト

マ
ニ

ュ
ア

ル
　

第7
版（

医
学

書
院）

ト
ン

プ
ソ

ン
&

ト
ン

プ
ソ

ン
遺

伝
医

学（
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル）

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト
内

容
お

よ
び

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

時
の

発
表

準
備

学
修

学
修

へ
の

ｱﾄ゙
ﾊ゙

ｲ
ｽ

積
極

的
に

実
習

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

す
る

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
授

業
の

前
後

、
ま

た
は

メ
ー

ル
に

て
随

時
受

け
付

け
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
参

加
と

省
察（

国
際

医
療

福
祉

大
学

東
京

赤
坂

キ
ャ

ン
パ

ス
）

成
績

評
価

の
方

法
レ

ポ
ー

ト
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

授
業

計
画

内
容

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

参
加

と
省

察（
国

際
医

療
福

祉
大

学
東

京
赤

坂
キ

ャ
ン

パ
ス
）

構
成8

大
学

合
同

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

参
加

と
省

察（
国

際
医

療
福

祉
大

学
東

京
赤

坂
キ

ャ
ン

パ
ス
）

一
般

市
民

公
開

講
座

参
加

と
省

察（
国

際
医

療
福

祉
大

学
東

京
赤

坂
キ

ャ
ン

パ
ス
）

　
　

病
棟

診
療

見
学

実
習（

国
際

料
福

祉
大

学
三

田
病

院）
樋

口
、

高
橋

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
見

学
実

習（
国

際
料

福
祉

大
学

三
田

病
院

肉
腫

セ
ン

タ
ー）

樋
口

、
高

橋

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
見

学
実

習（
国

際
料

福
祉

大
学

三
田

病
院

肉
腫

セ
ン

タ
ー）

樋
口

、
高

橋

ゲ
ノ

ム
解

析
体

験
実

習（
国

際
料

福
祉

大
学

三
田

病
院

肉
腫

セ
ン

タ
ー）

樋
口

、
高

橋

時
間

数

授
業

の
形

態
実

習

授
業

の
概

要
（

主
題）

国
際

医
療

福
祉

大
学

三
田

病
院

肉
腫

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

に
関

す
る

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
の

見
学

、
入

院
診

療
の

見
学

、
遺

伝
子

解
析

プ
ロ

セ
ス

の
体

験
実

習
を

行
う

。

曜
日

時
限

１
実

習

授
業

の
到

達
目

標

①
が

ん
ゲ

ノ
ム

解
析

を
含

め
た

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
診

療
の

流
れ

を
理

解
す

る

⑥
が

ん
ゲ

ノ
ム

解
析

に
基

づ
く

Pr
e
ci

si
on

 
Me

di
ci

n
e

の
意

義
に

つ
い

て
理

解
す

る

②
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

を
実

施
す

る
際

に
気

を
つ

け
る

べ
き

点
を

理
解

す
る

③
網

羅
的

ゲ
ノ

ム
解

析
に

よ
り

ア
ク

シ
デ

ン
タ

ル
に

遺
伝

性
腫

瘍
の

原
因

遺
伝

子
が

発
見

さ
れ

る
こ

と
の

リ
ス

ク
を

理
解

す
る

④
遺

伝
性

腫
瘍

に
対

す
る

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

実
際

を
研

修
し

、
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
必

要
事

項
を

理
解

す
る

⑤
が

ん
ゲ

ノ
ム

解
析

の
実

際
を

体
験

し
、

そ
の

方
法

論
を

理
解

す
る

学
科

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス

博
士

課
程1

年
修

士
課

程1
年

期
後

期

科
目

名

科
目

担
当

責
任

者
樋

口
　

肇
科

目
担

当
者

高
橋

　
克

仁

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス

授
業

開
始

年
度

が
ん

ゲ
ノ

ム
解

析
実

習（
ベ

ー
シ

ッ
ク
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
（

国
際

料
福

祉
大

学
三

田
病

院）
樋

口
、

高
橋

※
上

記
実

習
期

間：
 

８
月

５
日（

月）
～

８
月

９
日（

金）
（

計
５

日
間）

科
目

担
当

者

学
年

集
中

講
義

必
修

／
選

択
単

位
数

3
0

回
数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス
大

学
院

科
目

名
が

ん
治

療
薬

学
授

業
開

始
年

度
2
0
1
9

後
期

白
石

　
昌

彦
鈴

木
　

裕
、

山
田

　
治

美

曜
日

時
限

選
択

2
時

間
数

科
目

担
当

責
任

者

学
科

薬
学

研
究

科
　

 医
療

・
生

命
薬

学
専

攻
１・

２・
３・

４
年

次
期

授
業

の
形

態

講
義

こ
の

科
目

の
授

業
は

、
一

部
が

V
O

D
授

業
で

す
。

V
O

D
授

業
は

必
ず

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
学

習
し

て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
概

要
基

礎
腫

瘍
学

、
臨

床
腫

瘍
学

お
よ

び
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
、

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

な
ど

が
ん

医
療

を
取

り
巻
く

状
況

の
各

論
を

学
ぶ

。
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
、

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

な
ど

を
補

完
し

、
さ

ら
に

薬
物

療
法

が
重

要
な

各
臨

床
腫

瘍
学

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

、
現

在
の

最
新

の
知

見
で

あ
る

、
が

ん
に

お
け

る
分

子
生

物
学

を
配

置
し

、
刻

々
と

日
進

月
歩

す
る

が
ん

の
S
ci

e
nc

e
を

学
ぶ

。

（
主

題）

授
業

の
到

達
目

標

１
．

主
要

な
各

種
が

ん
に

つ
い

て
臨

床
と

治
療

を
理

解
す

る

２
．

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

や
治

療
レ

ジ
メ

ン
を

学
ぶ

３
．

が
ん

治
療

に
お

け
る

最
新

の
治

療
法

を
学

ぶ

授
業

計
画

内
容

担
当

抗
悪

性
腫

瘍
薬

の
適

正
使

用
、

レ
ジ

メ
ン

管
理

お
よ

び
服

薬
指

導（
旭

　
満

里
子）

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
が

ん
医

療
に

お
け

る
利

用
状

況（
旭

　
満

里
子）

肺
癌・

中
皮

腫
の

臨
床

と
集

学
的

治
療

お
よ

び
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン（
佐

藤
　

哲
夫）

肝
癌

の
臨

床
と

集
学

的
治

療
お

よ
び

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン（

野
呂

　
拓

史）

食
道

癌
の

臨
床

と
集

学
的

治
療

お
よ

び
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン（
鈴

木
　

裕）

胃
癌

の
臨

床
と

集
学

的
治

療
お

よ
び

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン（

大
平

　
寛

典）

大
腸

癌
の

臨
床

と
集

学
的

治
療

お
よ

び
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン（
似

鳥
 修

弘）

胆
道

癌
の

臨
床

と
集

学
的

治
療

お
よ

び
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン（
首

村
 智

久）

膵
癌

の
臨

床
と

集
学

的
治

療
お

よ
び

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン（

首
村

 智
久）

が
ん

医
療

に
お

け
る

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト（

旭
　

満
里

子）

成
績

評
価

の
方

法
レ

ポ
ー

ト
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

。

が
ん

薬
物

用
法

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割（

旭
　

満
里

子）

が
ん

医
療

に
お

け
る

遺
伝

子
解

析
の

果
た

す
役

割
や

治
療

開
発

に
お

け
る

重
要

性
 (

白
石

　
昌

彦
)

分
子

標
的

薬
の

開
発：

が
ん

の
分

子
生

物
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ（

白
石

　
昌

彦）

が
ん

専
門

薬
剤

師・
が

ん
指

導
薬

剤
師

制
度（

旭
　

満
里

子）

 総
括（

旭
　

満
里

子）

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

。
レ

ポ
ー

ト
の

成
績

は
、

優（
8
0
点

以
上）

、
良（

7
9
～

7
0
点）

、
可（

6
9
～

6
0
点）

、

不
可（

5
9
点

以
下）

と
し

、
優・

良・
可

を
合

格
と

す
る

。

準
備

学
修

各
講

義
で

は
、

レ
ポ

ー
ト

課
題

を
課

し
て

、
予

習・
復

習
を

促
す

。
学

修
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

履
修

条
件

薬
学

研
究

科
　

 医
療・

生
命

薬
学

専
攻

が
ん

プ
ロ

教
科

書
講

義
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

最
新

論
文

を
中

心
に

講
義

資
料

と
し

て
配

布
す

る
。

そ
の

他

参
考

書

が
ん

化
学

療
法

ワ
ー

ク
シ

ー
ト（

大
石

了
三

、
じ

ほ
う

2
0
0
8
）

、
が

ん
治

療
と

化
学

療
法（

有
森

和
彦

、
じ

ほ
う

2
0
0
8
）

、

実
践・

癌
化

学
療

法
別

副
作

用
対

策（
古

江
尚

、
メ

デ
ィ

カ
ル

レ
ビ

ュ
ー

2
0
0
0
）

、
が

ん
必

須
ポ

イ
ン

ト（
山

口
晃

弘
、

じ
ほ

う
2
0
0
7
）

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー

大
学

院
教

務
委

員
の

山
田

、
清

水
が

窓
口

と
な

り
対

応

水
曜

日・
６

限・
Ｎ

６
０

８（
山

田）
、

Ｎ
６

２
０（

清
水）

　（
他

の
曜

日・
時

限
で

も
、

在
室

時
で

あ
れ

ば
対

応
す

る
。

メ
ー

ル
で

の
問

合
せ

も
可）

― 1 8 ―



大
学

院

20
19

学
年

必
修

／
選

択
必

修
単

位
数

15
時

間

回
数

担
当

第1
回

第2
回

第3
回

第4
回

第5
回

第6
回

第7
回

第8
回

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス

科
目

名
が

ん
ゲ

ノ
ム

解
析

学
授

業
開

始
年

度

授
業

計
画

時
間

数

科
目

担
当

責
任

者
樋

口
　

肇
科

目
担

当
者

高
橋

　
克

仁

学
科

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス

博
士

課
程1

年
修

士
課

程1
年

期
前

期（
前

半）

曜
日

時
限

１

授
業

の
形

態
講

義
、

土
曜

日3
限

こ
の

科
目

の
単

位
の

修
得

に
はe

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
で

の
学

修
が

必
要

で
す

。
教

室
で

の
授

業
に

出
席

し
た

場
合

に
も

、
必

ず
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
に

て
確

認
問

題
に

回
答

し
て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
概

要
（

主
題）

が
ん

に
お

け
る

遺
伝

子
異

常
に

つ
い

て
学

び
、

網
羅

的
遺

伝
子

解
析

の
意

義
、

重
要

性
、

問
題

点
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

ゲ
ノ

ム
解

析
に

基
づ

い
た

が
ん

診
療

に
関

す
る

現
状

と
将

来
展

望
を

学
ぶ

。

授
業

の
到

達
目

標

・
発

癌
、

細
胞

増
殖

、
細

胞
周

期
、

細
胞

死
、

転
移

、
浸

潤
、

血
管

新
生

に
お

け
る

遺
伝

子
調

整
異

常
に

つ
い

て
理

解
す

る（
第1

回）

・
遺

伝
性

腫
瘍

に
つ

い
て

正
し
く

理
解

し
、

主
な

遺
伝

性
腫

瘍
症

候
群

や
、

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
学

ぶ（
第3

回・
第6

回）

・
有

害
事

象
に

つ
い

て
学

ぶ（
第5

回）

・
網

羅
的

遺
伝

子
解

析
法

に
つ

い
て

正
し
く

理
解

し
、

Pr
ec

is
i
o
n 

me
di

ci
ne

の
意

義
に

つ
い

て
学

ぶ（
第4

回）

・
病

理
学

的
分

子
診

断
お

よ
び

遺
伝

子
診

断
、

お
よ

び
治

療
へ

の
応

用
に

つ
い

て
学

ぶ（
第7

回）

・
殺

細
胞

性
抗

が
ん

剤
、

分
子

標
的

薬
、

免
疫

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

阻
害

薬
に

よ
る

薬
物

療
法

の
現

状（
第2

回）

・
臨

床
試

験
の

種
類（

第1
相

、
第2

相
、

第3
相）

と
意

義
に

つ
い

て
理

解
し

、
遺

伝
子

異
常

に
基

づ
く

試
験

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

学
ぶ（

第8
回）

内
容

腫
瘍

生
物

学
※e

ラ
ー

ニ
ン

グ
授

業（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い
）

樋
口

　
肇

6/
29

：
遺

伝
性

腫
瘍

に
対

す
る

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
四

元
　

淳
子

5/
18

：
が

ん
薬

物
療

法
総

論
中

世
古

　
知

昭

が
ん

の
分

子
病

理
学

※e
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い
）

福
澤

　
龍

二

6/
8

　
【

時
間

注
意】

5
限 

16
:2

0
～

　
が

ん
遺

伝
子

の
解

析
学

高
橋

　
克

仁

臨
床

試
験

※e
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い
）

石
黒

　
洋

6/
15

：
有

害
事

象
と

支
持

療
法

石
黒

　
洋

7/
 
6：

遺
伝

性
腫

瘍
高

橋
　

克
仁

そ
の

他

準
備

学
修

学
修

へ
の

ｱﾄ
ﾞ

ﾊ゙
ｲ

ｽ

が
ん

を
遺

伝
子

の
疾

患
と

し
て

と
ら

え
る

こ
と

が
重

要
。

事
前・

事
後

の
学

習
及

び
関

連
す

る
先

行
研

究
を

あ
た

る
な

ど
、

主
体

的
に

学
習

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

履
修

条
件

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス
（

イ
ン

テ
ン

シ
ブ
）

履
修

者

教
科

書
新

臨
床

腫
瘍

学
　

改
訂

第
４

版
　
（

南
江

堂）
、

デ
ヴ

ィ
ー

タ
　

が
ん

の
分

子
生

物
学

　
第

２
版

　
（

メ
デ

ィ
カ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル）

集
中

講
義

参
考

書
ワ

イ
ン

バ
ー

グ
　

が
ん

の
生

物
学

　
原

書
第

２
版

　
（

南
江

堂）
、

が
ん

診
療

レ
ジ

デ
ン

ト
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
第

７
版

　
（

医
学

書
院）

ト
ン

プ
ソ

ン
&

ト
ン

プ
ソ

ン
遺

伝
医

学（
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル）

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
授

業
の

前
後

、
ま

た
は

メ
ー

ル
に

て
随

時
受

け
付

け
る

成
績

評
価

の
方

法
毎

週
の

確
認

問
題

評
価

の
基

準
毎

週
の

確
認

問
題

１
０

０
％

大
学

院

2
0
1
9

学
年

必
修

／
選

択
必

修
単

位
数

4
5

時
間

回
数

担
当

第1
回

第2
回

第3
回

第4
回

第5
回

第6
回

第7
回

第8
回

第9
回

そ
の

他

履
修

条
件

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス

履
修

者

教
科

書
新

臨
床

腫
瘍

学
　

改
訂

第4
版（

南
江

堂）
、

デ
ヴ

ィ
ー

タ
　

が
ん

の
分

子
生

物
学

　
第2

版
（

メ
デ

ィ
カ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル）

参
考

書
ワ

イ
ン

バ
ー

グ
　

が
ん

の
生

物
学

　
原

書
第2

版（
南

江
堂）

、
が

ん
診

療
レ

ジ
デ

ン
ト

マ
ニ

ュ
ア

ル
　

第7
版（

医
学

書
院）

ト
ン

プ
ソ

ン
&

ト
ン

プ
ソ

ン
遺

伝
医

学（
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル）

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト
内

容
お

よ
び

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

時
の

発
表

準
備

学
修

学
修

へ
の

ｱﾄ゙
ﾊ゙

ｲ
ｽ

積
極

的
に

実
習

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

す
る

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
授

業
の

前
後

、
ま

た
は

メ
ー

ル
に

て
随

時
受

け
付

け
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
参

加
と

省
察（

国
際

医
療

福
祉

大
学

東
京

赤
坂

キ
ャ

ン
パ

ス
）

成
績

評
価

の
方

法
レ

ポ
ー

ト
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

授
業

計
画

内
容

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

参
加

と
省

察（
国

際
医

療
福

祉
大

学
東

京
赤

坂
キ

ャ
ン

パ
ス
）

構
成8

大
学

合
同

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

参
加

と
省

察（
国

際
医

療
福

祉
大

学
東

京
赤

坂
キ

ャ
ン

パ
ス
）

一
般

市
民

公
開

講
座

参
加

と
省

察（
国

際
医

療
福

祉
大

学
東

京
赤

坂
キ

ャ
ン

パ
ス
）

　
　

病
棟

診
療

見
学

実
習（

国
際

料
福

祉
大

学
三

田
病

院）
樋

口
、

高
橋

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
見

学
実

習（
国

際
料

福
祉

大
学

三
田

病
院

肉
腫

セ
ン

タ
ー）

樋
口

、
高

橋

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
見

学
実

習（
国

際
料

福
祉

大
学

三
田

病
院

肉
腫

セ
ン

タ
ー）

樋
口

、
高

橋

ゲ
ノ

ム
解

析
体

験
実

習（
国

際
料

福
祉

大
学

三
田

病
院

肉
腫

セ
ン

タ
ー）

樋
口

、
高

橋

時
間

数

授
業

の
形

態
実

習

授
業

の
概

要
（

主
題）

国
際

医
療

福
祉

大
学

三
田

病
院

肉
腫

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

に
関

す
る

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
の

見
学

、
入

院
診

療
の

見
学

、
遺

伝
子

解
析

プ
ロ

セ
ス

の
体

験
実

習
を

行
う

。

曜
日

時
限

１
実

習

授
業

の
到

達
目

標

①
が

ん
ゲ

ノ
ム

解
析

を
含

め
た

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
診

療
の

流
れ

を
理

解
す

る

⑥
が

ん
ゲ

ノ
ム

解
析

に
基

づ
く

Pr
e
ci

si
on

 
Me

di
ci

n
e

の
意

義
に

つ
い

て
理

解
す

る

②
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

を
実

施
す

る
際

に
気

を
つ

け
る

べ
き

点
を

理
解

す
る

③
網

羅
的

ゲ
ノ

ム
解

析
に

よ
り

ア
ク

シ
デ

ン
タ

ル
に

遺
伝

性
腫

瘍
の

原
因

遺
伝

子
が

発
見

さ
れ

る
こ

と
の

リ
ス

ク
を

理
解

す
る

④
遺

伝
性

腫
瘍

に
対

す
る

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

実
際

を
研

修
し

、
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
必

要
事

項
を

理
解

す
る

⑤
が

ん
ゲ

ノ
ム

解
析

の
実

際
を

体
験

し
、

そ
の

方
法

論
を

理
解

す
る

学
科

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス

博
士

課
程1

年
修

士
課

程1
年

期
後

期

科
目

名

科
目

担
当

責
任

者
樋

口
　

肇
科

目
担

当
者

高
橋

　
克

仁

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス

授
業

開
始

年
度

が
ん

ゲ
ノ

ム
解

析
実

習（
ベ

ー
シ

ッ
ク
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
（

国
際

料
福

祉
大

学
三

田
病

院）
樋

口
、

高
橋

※
上

記
実

習
期

間：
 

８
月

５
日（

月）
～

８
月

９
日（

金）
（

計
５

日
間）

科
目

担
当

者

学
年

集
中

講
義

必
修

／
選

択
単

位
数

3
0

回
数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス
大

学
院

科
目

名
が

ん
治

療
薬

学
授

業
開

始
年

度
2
0
1
9

後
期

白
石

　
昌

彦
鈴

木
　

裕
、

山
田

　
治

美

曜
日

時
限

選
択

2
時

間
数

科
目

担
当

責
任

者

学
科

薬
学

研
究

科
　

 医
療

・
生

命
薬

学
専

攻
１・

２・
３・

４
年

次
期

授
業

の
形

態

講
義

こ
の

科
目

の
授

業
は

、
一

部
が

V
O

D
授

業
で

す
。

V
O

D
授

業
は

必
ず

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
学

習
し

て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
概

要
基

礎
腫

瘍
学

、
臨

床
腫

瘍
学

お
よ

び
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
、

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

な
ど

が
ん

医
療

を
取

り
巻
く

状
況

の
各

論
を

学
ぶ

。
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
、

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

な
ど

を
補

完
し

、
さ

ら
に

薬
物

療
法

が
重

要
な

各
臨

床
腫

瘍
学

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

、
現

在
の

最
新

の
知

見
で

あ
る

、
が

ん
に

お
け

る
分

子
生

物
学

を
配

置
し

、
刻

々
と

日
進

月
歩

す
る

が
ん

の
S
ci

e
nc

e
を

学
ぶ

。

（
主

題）

授
業

の
到

達
目

標

１
．

主
要

な
各

種
が

ん
に

つ
い

て
臨

床
と

治
療

を
理

解
す

る

２
．

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

や
治

療
レ

ジ
メ

ン
を

学
ぶ

３
．

が
ん

治
療

に
お

け
る

最
新

の
治

療
法

を
学

ぶ

授
業

計
画

内
容

担
当

抗
悪

性
腫

瘍
薬

の
適

正
使

用
、

レ
ジ

メ
ン

管
理

お
よ

び
服

薬
指

導（
旭

　
満

里
子）

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
が

ん
医

療
に

お
け

る
利

用
状

況（
旭

　
満

里
子）

肺
癌・

中
皮

腫
の

臨
床

と
集

学
的

治
療

お
よ

び
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン（
佐

藤
　

哲
夫）

肝
癌

の
臨

床
と

集
学

的
治

療
お

よ
び

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン（

野
呂

　
拓

史）

食
道

癌
の

臨
床

と
集

学
的

治
療

お
よ

び
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン（
鈴

木
　

裕）

胃
癌

の
臨

床
と

集
学

的
治

療
お

よ
び

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン（

大
平

　
寛

典）

大
腸

癌
の

臨
床

と
集

学
的

治
療

お
よ

び
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン（
似

鳥
 修

弘）

胆
道

癌
の

臨
床

と
集

学
的

治
療

お
よ

び
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン（
首

村
 智

久）

膵
癌

の
臨

床
と

集
学

的
治

療
お

よ
び

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン（

首
村

 智
久）

が
ん

医
療

に
お

け
る

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト（

旭
　

満
里

子）

成
績

評
価

の
方

法
レ

ポ
ー

ト
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

。

が
ん

薬
物

用
法

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割（

旭
　

満
里

子）

が
ん

医
療

に
お

け
る

遺
伝

子
解

析
の

果
た

す
役

割
や

治
療

開
発

に
お

け
る

重
要

性
 (

白
石

　
昌

彦
)

分
子

標
的

薬
の

開
発：

が
ん

の
分

子
生

物
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ（

白
石

　
昌

彦）

が
ん

専
門

薬
剤

師・
が

ん
指

導
薬

剤
師

制
度（

旭
　

満
里

子）

 総
括（

旭
　

満
里

子）

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

。
レ

ポ
ー

ト
の

成
績

は
、

優（
8
0
点

以
上）

、
良（

7
9
～

7
0
点）

、
可（

6
9
～

6
0
点）

、

不
可（

5
9
点

以
下）

と
し

、
優・

良・
可

を
合

格
と

す
る

。

準
備

学
修

各
講

義
で

は
、

レ
ポ

ー
ト

課
題

を
課

し
て

、
予

習・
復

習
を

促
す

。
学

修
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

履
修

条
件

薬
学

研
究

科
　

 医
療・

生
命

薬
学

専
攻

が
ん

プ
ロ

教
科

書
講

義
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

最
新

論
文

を
中

心
に

講
義

資
料

と
し

て
配

布
す

る
。

そ
の

他

参
考

書

が
ん

化
学

療
法

ワ
ー

ク
シ

ー
ト（

大
石

了
三

、
じ

ほ
う

2
0
0
8
）

、
が

ん
治

療
と

化
学

療
法（

有
森

和
彦

、
じ

ほ
う

2
0
0
8
）

、

実
践・

癌
化

学
療

法
別

副
作

用
対

策（
古

江
尚

、
メ

デ
ィ

カ
ル

レ
ビ

ュ
ー

2
0
0
0
）

、
が

ん
必

須
ポ

イ
ン

ト（
山

口
晃

弘
、

じ
ほ

う
2
0
0
7
）

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー

大
学

院
教

務
委

員
の

山
田

、
清

水
が

窓
口

と
な

り
対

応

水
曜

日・
６

限・
Ｎ

６
０

８（
山

田）
、

Ｎ
６

２
０（

清
水）

　（
他

の
曜

日・
時

限
で

も
、

在
室

時
で

あ
れ

ば
対

応
す

る
。

メ
ー

ル
で

の
問

合
せ

も
可）
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荒
木

田
　

美
香

子
科

目
担

当
者

集
中

講
義

必
修

／
選

択
単

位
数

3
0
時

間

回
数

第
1
回

  

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
8
回

第
9
回

第
1
0
回

第
1
1
回

第
1
2
回

第
1
3
回

第
1
4
回

第
1
5
回

  

そ
の

他
実

務
経

験
を

持
っ

た
教

員
が

担
当

す
る

教
科

書
な

し

参
考

書
適

時
紹

介
す

る
。

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
授

業
前

後
も

し
く

は
メ

ー
ル

で
受

け
付

け
る

。

1
月

4
日

　
が

ん
サ

バ
イ

バ
ー

シ
ッ

プ
支

援
矢

野
和

美

1
月

1
1
日

　
が

ん
看

護
と

倫
理

荒
木

田
美

香
子

成
績

評
価

の
方

法
レ

ポ
ー

ト

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト
1
0
0
％

準
備

学
修

学
修

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
事

前・
事

後
、

関
連

す
る

先
行

研
究

を
あ

た
る

等
、

学
修

を
主

体
的

に
す

す
め

る
こ

と
と

す
る

。

履
修

条
件

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

対
応

し
た

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
多

職
種

協
働

人
材

育
成

コ
ー

ス
履

修
者

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス（

イ
ン

テ
ン

シ
ブ
）

履
修

者

1
2
月

7
日

　
終

末
期

に
あ

る
が

ん
患

者
の

理
解

と
ケ

ア
山

本
真

弓

1
2
月

2
1
日

　
終

末
期

に
あ

る
が

ん
患

者・
家

族
の

理
解

、
グ

リ
ー

フ
ケ

ア
山

本
真

弓

1
2
月

2
8
日

が
ん

の
予

防
と

早
期

発
見

荒
木

田
美

香
子

1
1
月

1
6
日

 が
ん

患
者

の
社

会
復

帰
に

向
け

て
の

支
援：

就
労

(仕
事

と
治

療
の

両
立

)支
援

矢
野

和
美

1
1
月

2
3
日

　
が

ん
放

射
線

療
法

に
お

け
る

看
護

師
の

役
割

佐
藤

真
由

美

1
1
月

3
0
日

　
子

育
て

中
の

が
ん

患
者

の
子

ど
も

に
対

す
る

支
援

茶
園

美
香

1
0
月

2
6
日

　
が

ん
患

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

－
シ

ョ
ン

新
藤

悦
子

1
1
月

2
日

　
在

宅
地

域
に

お
け

る
が

ん
患

者
支

援：
治

療
の

場
の

変
化

、
外

来
に

お
け

る
患

者
支

援
、

マ
ギ

ー
ズ

東
京

な
ど

病
院

以
外

で
の

患
者

支
援

矢
野

和
美

1
1
月

9
日

 が
ん

薬
物

療
法

に
お

け
る

看
護

師
の

役
割

佐
藤

真
由

美

9
月

2
8
日

　
緩

和
ケ

ア：
が

ん
患

者
が

も
つ

痛
み（

身
体

的・
精

神
的・

社
会

的・
霊

的
)と

ケ
ア

茶
園

美
香

1
0
月

5
日

　
が

ん
に

特
徴

的
な

症
状

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
①

　
身

体
症

状
と

ケ
ア

佐
藤

真
由

美

1
0
月

1
9
日

　
が

ん
に

特
徴

的
な

症
状

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
②

　
精

神
症

状
と

ケ
ア

佐
藤

真
由

美

授
業

計
画

内
容

担
当

9
月

2
1
日

  
が

ん
看

護
概

論（
が

ん
動

向
、

看
護

の
役

割
な

ど）
荒

木
田

美
香

子

授
業

の
概

要

（
主

題
）

最
先

端
治

療
を

受
け

る
が

ん
患

者
の

看
護

を
行

う
上

で
基

礎
と

な
る

理
論

と
方

法
論

に
つ

い
て

学
修

す
る

。

授
業

の
到

達
目

標

１
．

が
ん

看
護

の
特

徴
的

な
ケ

ア
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。（
講

義
１

．
５

．）

２
．

が
ん

患
者

の
痛

み
に

対
す

る
看

護
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。（
講

義
２

．
３

．
４

．）

３
．

が
ん

患
者

の
特

有
な

症
状

お
よ

び
治

療
に

伴
う

看
護

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。（

講
義

6
．

7
）

４
．

が
ん

患
者

の
経

過
や

場
に

特
徴

的
な

看
護

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。（

講
義

８
．

～
1
5
）

曜
日

時
限

選
択

2
時

間
数

授
業

の
形

態
講

義
、

土
曜

日1
限

こ
の

科
目

の
単

位
の

修
得

に
はe

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
で

の
学

修
が

必
要

で
す

。
教

室
で

の
授

業
に

出
席

し
た

場
合

に
も

、
必

ず
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
に

て
確

認
問

題
に

回
答

し
て
く

だ
さ

い
。

科
目

担
当

責
任

者
新

藤
　

悦
子

学
科

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
コ

ー
ス

／
ゲ

ノ
ム

コ
ー

ス
学

年
修

士
課

程
1
年

博
士

課
程

1
年

期
後

期

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス
大

学
院

科
目

名
が

ん
看

護
学

授
業

開
始

年
度

2
0
1
9

橋
本

　
光

康
科

目
担

当
者

集
中

講
義

必
修

／
選

択
単

位
数

3
0
時

間

回
数

第
2
回

第
4
回

第
6
回

第
7
回

第
8
回

第
9
回

第
1
0
回

第
1
1
回

第
1
2
回

第
1
5
回

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス
大

学
院

科
目

名
が

ん
治

療
放

射
線

医
科

学
授

業
開

始
年

度
2
0
1
9

曜
日

時
限

選
択

2
時

間
数

授
業

の
形

態
講

義
　

土
曜

２
限

こ
の

科
目

の
単

位
の

修
得

に
は

e-
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
の

学
修

が
必

要
で

す
。

教
室

で
の

授
業

に
出

席
し

た
場

合
で

も
、

必
ず

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

に
て

確
認

問
題

に
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。

科
目

担
当

責
任

者

学
科

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
コ

ー
ス

／
ゲ

ノ
ム

コ
ー

ス
学

年
修

士
課

程
1
年

博
士

課
程

1
年

期
後

期

授
業

計
画

内
容

担
当

第
1
回

放
射

線
腫

瘍
学

序
論

放
射

線
治

療
の

基
礎

橋
本

光
康

授
業

の
概

要

（
主

題
）

現
在

の
が

ん
治

療
に

お
け

る
先

端
放

射
線

治
療

全
般

に
つ

い
て

深
く

学
び

、
自

他
職

種
の

役
割

や
多

職
種

連
携

の
た

め
に

は
何

が
重

要
か

を
学

習
す

る

授
業

の
到

達
目

標
が

ん
治

療
の

放
射

線
治

療
全

般
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。

放
射

線
治

療
の

多
職

種
連

携
を

考
え

,自
他

職
種

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

放
射

線
治

療
機

器
工

学・
放

射
線

治
療

技
術

学
概

論
橋

本
光

康

第
5
回

放
射

線
防

護・
影

響
学

②

＊
e-
l
e
ar

ni
n
g
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い）
橋

本
光

康

放
射

線
物

理
学・

放
射

線
生

物
学

概
論

橋
本

光
康

第
3
回

放
射

線
防

護・
影

響
学

①

＊
e-
l
e
ar

ni
n
g
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い）
橋

本
光

康

放
射

線
治

療
の

看
護

ケ
ア

Ⅱ
菊

野
直

子
、

橋
本

光
康

標
準

放
射

線
治

療
の

実
際

Ⅰ
橋

本
光

康

放
射

線
治

療
計

画
に

関
る

基
礎

知
識

橋
本

光
康

放
射

線
治

療
の

看
護

ケ
ア

Ⅰ
菊

野
直

子
、

橋
本

光
康

第
1
3
回

医
学

物
理

学
/治

療
技

術
学

　
外

部
照

射
の

品
質

管
理

＊
e-
l
e
ar

ni
n
g
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い）
橋

本
光

康

第
1
4
回

医
学

物
理

学
/治

療
技

術
学

　
小

線
源

治
療

の
品

質
管

理

＊
e-
l
e
ar

ni
n
g
受

講（
教

室
で

の
授

業
は

実
施

し
な

い）
橋

本
光

康

標
準

放
射

線
治

療
の

実
際

Ⅱ
橋

本
光

康

標
準

放
射

線
治

療
の

実
際

Ⅲ
橋

本
光

康

先
端

放
射

線
治

療
橋

本
光

康

準
備

学
修

学
修

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス

総
括

橋
本

光
康

成
績

評
価

の
方

法
■

レ
ポ

ー
ト

　
□

定
期

試
験

　
□

実
技

試
験

　
□

実
習

評
価

　
□

小
テ

ス
ト

 □
そ

の
他

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト
1
0
0

%

医
師・

医
学

物
理

士・
診

療
放

射
線

技
師・

看
護

師
等

の
視

点
か

ら
の

知
識

を
得

る
こ

と
に

よ
り

多
職

種
連

携
へ

の
問

題
点

を
能

動
的

に
考

え
る

。
事

前
学

習
は

必
須

、
講

義
時

に
次

回
事

前
学

習
内

容
を

指
示

す
る

。

そ
の

他

履
修

条
件

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

対
応

し
た

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
多

職
種

協
働

人
材

育
成

コ
ー

ス
履

修
者

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療・
希

少
が

ん
診

療
に

精
通

し
た

医
療

者
育

成
コ

ー
ス
（

イ
ン

テ
ン

シ
ブ）

履
修

者

教
科

書
特

に
指

定
し

な
い

参
考

書
必

要
に

応
じ

て
紹

介
す

る

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
毎

週
火

曜
日

1
6:

2
0
～

1
7:

5
0
　

ま
た

は
メ

ー
ル（

h
a
si

m
ot

o
@i

u
h

w.
a
c.j

p
）

に
て

随
時

受
け

付
け

る

― 2 0 ―



稲
垣

　
誠

一
科

目
担

当
者

学
年

期

月
曜

7
限

必
修

／
選

択
単

位
数

2
時

間
数

3
0

回
数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
木

曜
５

限（
成

田
キ

ャ
ン

パ
ス

稲
垣

研
究

室
A3

2
5
）

そ
の

他

参
考

書
対

馬
栄

輝（
2
0
1
6
）
『

S
P

S
S

で
学

ぶ
医

療
系

デ
ー

タ
解

析』
東

京
図

書
．

そ
の

他
、

必
要

に
応

じ
て

指
示

し
ま

す
。

準
備

学
修

学
修

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス

授
業

は
、

原
則

と
し

て
教

科
書

の
章

立
て

に
沿

っ
て

、
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

や
板

書
で

重
要

ポ
イ

ン
ト

を
指

摘
し

な
が

ら
進

め
て

い
き

ま
す

。

毎
回

、
予

習・
復

習
を

欠
か

さ
ず

、
授

業
に

臨
ん

で
く

だ
さ

い
。

【
課

題
等

に
関

す
る

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク】

授
業

の
終

わ
り

に
は

、
そ

の
日

の
授

業
の

理
解

度
を

確
認

す
る

た
め

に
小

テ
ス

ト
を

実
施

し
ま

す
。

【
そ

の
他

の
ア

ド
バ

イ
ス】

自
分

自
身

の
課

題
な

ど
に

つ
い

て
、

授
業

で
学

ん
だ

統
計

解
析

手
法

を
応

用
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。

履
修

条
件

統
計

学
に

つ
い

て
基

礎
的

な
知

識
を

有
し

て
い

る
こ

と

教
科

書
石

村
貞

夫・
石

村
光

資
郎（

2
0
1
8
）
『

S
P

S
S

に
よ

る
統

計
処

理
の

手
順

第
８

版』
東

京
図

書.

ク
ロ

ス
集

計
表

の
分

析

【
準

備
学

習】

主
成

分
分

析

様
々

な
多

変
量

解
析

授
業

全
体

の
ま

と
め

成
績

評
価

の
方

法
□

定
期

試
験

 □
小

テ
ス

ト
 ■

レ
ポ

ー
ト

 ■
授

業
参

加
姿

勢
 □

実
技

試
験

 □
実

習
評

価
 □

そ
の

他（
  
  
 ）

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト
7
0

%
、

授
業

参
加

姿
勢

3
0
％

グ
ル

ー
プ

間
比

較
の

方
法（

ま
と

め
）

二
元

配
置

分
散

分
析

回
帰

分
析

一
元

配
置

分
散

分
析

多
重

比
較

一
元

配
置

分
散

分
析（

反
復

測
定）

マ
ン・

ホ
イ

ッ
ト

ニ
ー

の
U

検
定

独
立

し
た

サ
ン

プ
ル

の 
t 

検
定

対
応

の
あ

る
サ

ン
プ

ル
の 

t 
検

定

イ
ン

ト
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
、

第
1
章：

S
P

S
S

の
基

本
的

使
い

方

２
つ

の
母

平
均

の
差

の
検

定

内
容

担
当

１
．

２
年

後
期

授
業

計
画

授
業

の
概

要
医

療・
看

護・
公

衆
衛

生
分

野
の

量
的

研
究

の
基

礎
方

法
論

で
あ

る
生

物
統

計
学

に
つ

い
て

、
S

P
S

S
の

具
体

的
な

処
理

手
順

や
結

果
の

読
み

方
を

中
心

に
学

習
す

る
。

た
だ

し
、

S
P

S
S

の
ブ

ラ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
的

な
利

用
方

法
だ

け
で

な
く

、
結

果
の

読
み

方
な

ど
を

通
じ

て
、

そ
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
も

解
説

す
る

。
（

主
題

）

授
業

の
到

達
目

標

１
．

収
集

し
た

デ
ー

タ
を

、
適

切
な

表
や

グ
ラ

フ
で

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

２
．

区
間

推
定

を
行

う
こ

と
が

で
き

、
そ

の
考

え
方

を
説

明
で

き
る

。

３
．

仮
説

検
定

を
行

う
こ

と
が

で
き

、
そ

の
考

え
方

を
説

明
で

き
る

。

４
．

基
本

的
な

統
計

解
析

手
法

を
使

い
分

け
、

S
P

S
S

を
利

用
し

た
デ

ー
タ

の
分

析
が

で
き

る
。

曜
日

時
限

選
択

授
業

の
形

態

講
義

こ
の

科
目

の
単

位
の

修
得

に
はe

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
で

の
学

修
が

必
要

で
す

。
教

室
で

の
授

業
に

出
席

し
た

場
合

に
も

、
必

ず
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
に

て
確

認
問

題
に

回
答

し
て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
学

期
末

に
は

レ
ポ

ー
ト

を
課

し
ま

す
の

で
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

科
目

名
医

療
統

計
授

業
開

始
年

度
2
0
1
9

キ
ャ

ン
パ

ス
大

学
院

科
目

担
当

責
任

者

学
科

共
通

山
本

　
康

弘
科

目
担

当
者

学
年

集
中

講
義

必
修

／
選

択
単

位
数

3
0
時

間

回
数

第
1
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
1
1
回

第
1
2
回

第
1
3
回

第
1
4
回

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス
大

学
院

科
目

名
診

療
情

報
管

理
学

授
業

開
始

年
度

2
0
1
9

科
目

担
当

責
任

者
坂

本
　

千
枝

子
、

伊
藤

　
由

美

学
科

診
療

情
報

管
理・

分
析

学
分

野
博

士
課

程
1
年

期
後

期

曜
日

時
限

選
択

2
時

間
数

授
業

の
形

態
講

義
こ

の
科

目
の

単
位

の
修

得
に

は
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
の

学
修

が
必

要
で

す
。

教
室

で
の

授
業

に
出

席
し

た
場

合
に

も
、

必
ず

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

に
て

確
認

問
題

に
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
概

要

（
主

題
）

本
科

目
は

、
医

療
機

関
に

お
け

る
診

療
情

報
管

理
部

門
の

組
織

的
位

置
付

け
を

理
解

し
た

う
え

で
、

診
療

記
録

の
管

理
や

活
用

、
が

ん
登

録
に

関
す

る
仕

組
み

な
ど

多
職

種
間

連
携

に
重

要
と

な
る

診
療

情
報

管
理

業
務

に
つ

い
て

学
習

す
る

。

授
業

の
到

達
目

標

1.
　

診
療

情
報

管
理

業
務

の
概

要
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。（
講

義
1
・2

）

2.
  

診
療

記
録

が
多

職
種

間
連

携
に

有
用

で
あ

る
こ

と
を

理
解

で
き

る
。（

講
義

3
・
4
）

3.
  

診
療

情
報

管
理

に
お

け
る

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。（

講
義

5
・
6
）

4.
  

病
院

組
織

に
お

け
る

診
療

情
報

管
理

の
あ

り
方

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。（

講
義

7
・
8
・
9
・
1
0
）

5.
  

が
ん

登
録

の
仕

組
み

と
実

務
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。（
講

義
1
1
・
1
2
・1

3
・
1
4
）

授
業

計
画

内
容

担
当

9
月

2
5
日

　
医

療
環

境
の

変
化

と
診

療
情

報
管

理
者

の
役

割
山

本
康

弘

第
2
回

1
0
月

2
日

　
チ

ー
ム

医
療

に
お

け
る

診
療

情
報

管
理

＊
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い）

山
本

康
弘

1
0
月

9
日

　
チ

ー
ム

医
療

に
役

立
つ

診
療

記
録

の
記

載
方

法
伊

藤
由

美

1
0
月

1
6
日

　
多

職
種

で
行

う
診

療
記

録
の

監
査

伊
藤

由
美

1
0
月

2
3
日

　
診

療
情

報
管

理
に

お
け

る
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
①

伊
藤

由
美

1
0
月

3
0
日

　
診

療
情

報
管

理
に

お
け

る
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
②

伊
藤

由
美

第
7
回

1
1
月

 
6日

　
診

療
部

門・
看

護
部

門
と

診
療

情
報

＊
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い）

山
本

康
弘

第
8
回

1
1
月

 
1
3日

　
管

理
部

門
と

診
療

情
報

＊
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い）

山
本

康
弘

第
9
回

1
1
月

2
0
日

　
診

療
録

管
理

体
制

加
算

に
求

め
ら

れ
る

診
療

情
報

管
理

の
あ

り
方

①

＊
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い）

山
本

康
弘

第
1
0
回

1
1
月

2
7
日

　
診

療
録

管
理

体
制

加
算

に
求

め
ら

れ
る

診
療

情
報

管
理

の
あ

り
方

②

＊
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い）

山
本

康
弘

準
備

学
修

学
修

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
病

院
現

場
に

お
け

る
診

療
情

報
管

理
業

務
の

概
要

を
理

解
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。

第
1
5
回

＊
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い）

1
2
月

4
日

  
日

本
と

世
界

の
が

ん
対

策
坂

本
千

枝
子

1
2
月

1
1
日

　
が

ん
対

策
と

し
て

の
が

ん
登

録
①

坂
本

千
枝

子

1
2
月

1
8
日

　
が

ん
対

策
と

し
て

の
が

ん
登

録
②

坂
本

千
枝

子

1
2
月

2
5
日

　
チ

ー
ム

医
療

と
し

て
の

が
ん

登
録

坂
本

千
枝

子

1
月

8
日

　
ま

と
め

成
績

評
価

の
方

法
課

題
レ

ポ
ー

ト

山
本

康
弘

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
メ

ー
ル（

山
本

康
弘

 y
a

m
a

m
ot

o
@i

u
h

w.
a
c.
j
p、

伊
藤

由
美

 y
u

mi
@i

u
h

w.
a
c.
j
p、

坂
本

千
枝

子
 c

hi
ek

o
@i

u
h

w.
a
c.
j
p）

に
て

随
時

受
け

付
け

る
。

そ
の

他

こ
の

科
目

は
①

対
面

形
式

で
の

教
室

授
業

、
②

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講

の
み（

教
室

で
の

授
業

は
実

施
し

な
い）

と
い

う
２

つ
の

授
業

ス
タ

イ
ル

に
よ

り
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
は

講
義

日
に

よ
り

異
な

り
ま

す
の

で
、

シ
ラ

バ
ス「

授
業

計
画」

欄
を

確
認

し
て
く

だ
さ

い
。

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
授

業
映

像
は

講
義

日
の

翌
日

に
公

開
さ

れ
ま

す
。

ま
た

、
確

認
問

題
は

翌
週

の
講

義
日

前
日

ま
で

に
回

答
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
そ

れ
以

降
の

回
答

は
で

き
ま

せ
ん

の
で

、
必

ず
期

間
内

に
学

習
し

て
く

だ
さ

い
。

教
科

書
特

に
指

定
し

な
い

。

参
考

書
必

要
に

応
じ

て
指

示
す

る
。

履
修

条
件

評
価

の
基

準
課

題
レ

ポ
ー

ト
1
0
0
％

― 2 1 ―



坂
本

　
千

枝
子

科
目

担
当

者

学
年

集
中

講
義

必
修

／
選

択
単

位
数

3
0

・
演

習・
討

議
は

、
東

京
赤

坂
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

対
面

授
業

に
な

り
ま

す
。

対
面

授
業

に
出

席
 し

な
い

場
合

は
、

単
位

認
定

で
き

ま
せ

ん
。

必
ず

出
席

す
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

回
数

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
8
回

第
9
回

第
1
0
回

第
1
1
回

第
1
2
回

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス
大

学
院

科
目

名
が

ん
診

療
の

基
礎

知
識

授
業

開
始

年
度

2
0
1
9

科
目

担
当

責
任

者

学
科

診
療

情
報

ア
ナ

リ
ス

ト
養

成
分

野
修

士
1
年

期
前

期

曜
日

時
限

必
修

ま
た

は
選

択
2

時
間

数

授
業

の
形

態

講
義（

V
O

D
）

と
演

習・
討

議

・ 
講

義（
V

O
D

）
は

教
室

で
は

実
施

し
ま

せ
ん

。
予

め
収

録
し

た
授

業
映

像
に

よ
る
V

O
D

授
業

に
な

り
ま

す
。

学
修

期
間

内
に

必
ず

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
学

修
し

、
確

認
問

題
に

回
答

し
て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
概

要（
主

題）
が

ん
診

療
に

必
要

な
臨

床
の

基
礎

知
識

を
学

び
、

日
本

の
が

ん
対

策
の

一
つ

で
あ

る
が

ん
登

録
を

通
し

て
診

療
情

報
の

活
用

を
学

ぶ
。

授
業

の
到

達
目

標

1
．

が
ん

対
策

基
本

法
に

基
づ

い
た

我
が

国
の

が
ん

対
策

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

2
．

院
内

が
ん

登
録

の
5
部

位（
胃・

大
腸・

肝・
肺・

乳
房）

の
解

剖
と

生
理

、
症

状
や

検
査

、
治

療
に

つ
い

て
学

ぶ
。

3
．

が
ん

対
策

と
し

て
の

が
ん

登
録

の
目

的
と

仕
組

み
が

理
解

で
き

る
。

4
．

診
療

情
報

と
し

て
の

が
ん

デ
ー

タ
の

活
用

方
法

を
提

案
で

き
る

。

授
業

計
画

内
容

担
当

第
1
～

1
2
回

0
4/

2
2(

月
) 

～
0
8/

5(
日

)　
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
学

修
に

な
り

ま
す

。
教

室
で

の
授

業
は

あ
り

ま
せ

ん
。

我
が

国
の

が
ん

疾
患

の
現

状
4/

22
(

月)
 

～5
/1

2(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

坂
本

　
千

枝
子

我
が

国
の

が
ん

対
策

の
動

向
4/

22
(

月)
 

～5
/1

2(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

坂
本

　
千

枝
子

が
ん

の
基

礎
知

識
4/

22
(

月)
 

～5
/1

2(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

冨
田

　
裕

彦

肝
が

ん
6/

17
(

月)
 

～7
/7

(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

海
老

沼
　

浩
利

が
ん

の
地

域
連

携
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
5/

20
(

月)
 

～6
/9

(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

武
藤

　
正

樹

胃
が

ん
  

5/
2
0(

月
) 

～
6/

9(
日

)　
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

片
岡

  
 幹

統

大
腸

が
ん

  

5/
2
0(

月
) 

～
6/

9(
日

)　
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

似
鳥

  
 修

弘

乳
が

ん
6/

17
(

月)
 

～7
/7

(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

山
下

　
浩

二

肺
が

ん
6/

17
(

月)
 

～7
/7

(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

林
　

和

が
ん

患
者

の
尊

厳
と

支
援

7/
16

(
月)

 
～8

/5
(

日)
　e

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
学

修
期

間
坂

本
　

千
枝

子

準
備

学
修

が
ん

対
策

と
し

て
の

が
ん

登
録

7/
16

(
月)

 
～8

/5
(

日)
　e

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
学

修
期

間
坂

本
　

千
枝

子

院
内

が
ん

登
録

情
報

の
活

用
7/

16
(

月)
 

～8
/5

(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

岩
本

　
桃

子

第
1
3
～

1
5
回

0
8/

1
0(

土
)　

3
～

5
時

限（
1
3
：
0
0
～

1
7
：5

0
）

集
中

講
義

坂
本

　
千

枝
子

成
績

評
価

の
方

法
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

上
の

確
認

問
題

と
課

題
、

レ
ポ

ー
ト

評
価

の
基

準
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

上
の

確
認

問
題

と
課

題
の

内
容

3
0
％

、
期

末
レ

ポ
ー

ト
7
0

%

そ
の

他
が

ん
プ

ロ
第

Ⅲ
期

の
選

択
科

目「
が

ん
診

療
の

基
礎

知
識」

の
読

み
替

え
元

の
科

目
で

す
。

東
京

赤
坂

キ
ャ

ン
パ

ス
 

E
4
0
1教

室
で

演
習・

討
議

を
行

い
ま

す
。

必
ず

教
室

で
の

授
業

に
出

席
し

て
く

だ
さ

い
。（

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
の

学
修

お
よ

び
他

キ
ャ

ン
パ

ス
で

の
遠

隔
学

修
は

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

東
京

赤
坂

キ
ャ

ン
パ

ス
で

の
教

室
授

業
に

出
席

し
て
く

だ
さ

い
。）

教
科

書
特

に
指

定
し

な
い

。
講

義
資

料
は

そ
の

都
度

配
布

す
る

。

参
考

書
国

際
疾

病
分

類
　

腫
瘍

学（
第

3
版

 
3.

1版
）

厚
生

統
計

協
会

、
T

N
M

悪
性

腫
瘍

の
分

類（
第

8
版：

日
本

語
版）

金
原

出
版

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
質

問
は

メ
ー

ル（
c
hi

ek
o

@i
u
h

w.
ac

.j
p)

等
と

教
室

授
業

の
前

後
に

随
時

受
け

付
け

る
。

学
修

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
の

H
P

に
あ

る
情

報
を

参
照

履
修

条
件

が
ん

登
録

コ
ー

ス
：

必
修

そ
の

他
の

コ
ー

ス
：

選
択

科
目

担
当

者

学
年

1
年・

2
年

火
曜

6
限

必
修

／
選

択
単

位
数

2
3
0
時

間

回
数

9
月

2
4
日

1
0
月

1
日

1
0
月

8
日

1
0
月

1
5
日

1
0
月

2
9
日

1
1
月

5
日

1
1
月

1
2
日

1
1
月

1
9
日

1
1
月

2
6
日

1
2
月

3
日

1
2
月

1
0
日

1
2
月

1
7
日

1
2
月

2
4
日

1
月

7
日

1
月

1
4
日

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

大
学

院

科
目

名
臨

床
心

理
学

概
論

授
業

開
始

年
度

2
0
1
9

キ
ャ

ン
パ

ス

科
目

担
当

責
任

者

学
科

共
通

期
後

期

亀
口

　
憲

治
小

畠
　

秀
吾

、
亀

口
　

憲
治

、
小

野
寺

　
敦

志
、

鹿
島

　
晴

雄
、

飯
長

　
喜

一
郎

、
青

木
　

万
里

、
村

上
　

正
人

、
小

堀
　

修
、

輕
部

　
雄

輝

曜
日

時
限

選
択

時
間

数

授
業

の
形

態
講

義

臨
床

心
理

学
の

内
容

に
つ

い
て

，
実

践
例

を
含

め
た

講
義

を
通

し
て

，
多

面
的

に
学

ぶ
こ

と
で

，
臨

床
心

理
学

の
活

動
分

野
と

活
動

内
容

の
イ

メ
ー

ジ
を

具
体

的
に

持
つ

。
各

臨
床

領
域

で
の

臨
床

心
理

の
活

動
の

実
際

を
知

る
こ

と
で

，
医

療
福

祉
専

門
職

の
受

講
生

が
，

臨
床

心
理

士
と

の
他

職
種

連
携

を
行

っ
て

い
く

際
の

，
臨

床
心

理
学

の
専

門
職

の
理

解
の

一
助

と
す

る
。

合
わ

せ
て

，
臨

床
心

理
学

的
知

見
を

，
自

身
の

専
門

分
野

に
生

か
し

て
い
く

ヒ
ン

ト
を

得
る

機
会

と
す

る
。

授
業

の
到

達
目

標

１
．

臨
床

床
心

理
学

の
活

動
分

野
と

活
動

内
容

の
イ

メ
ー

ジ
を

具
体

的
に

持
つ

こ
と

が
で

き
る

。

２
．

各
臨

床
領

域
で

の
臨

床
心

理
の

活
動

の
実

際
を

知
る

。

３
．

臨
床

心
理

学
的

知
見

を
，

自
身

の
専

門
分

野
に

生
か

し
て

い
く

ヒ
ン

ト
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。

授
業

計
画

内
容

担
当

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
/臨

床
心

理
学

の
目

的
と

役
割

亀
口

　
憲

治

個
人

、
家

族
、

そ
し

て
集

団
を

つ
な

ぐ
臨

床
心

理
学

亀
口

　
憲

治

脳
の

器
質

障
害

に
よ

る
精

神
症

状
　

―
認

知
症

ほ
か

―
鹿

島
　

晴
雄

統
合

失
調

症
の

特
異

的
症

状
鹿

島
　

晴
雄

ト
ラ

ウ
マ
・

悲
嘆

を
理

解
す

る
白

井
　

明
美

認
知

症
の

本
人

理
解・

介
護

家
族

の
理

解
と

支
援

小
野

寺
　

敦
志

非
行・

犯
罪

の
心

理
　

ど
の

よ
う

に
理

解
す

る
か

小
畠

　
秀

吾

非
行・

犯
罪

の
心

理
　

ど
の

よ
う

に
再

犯
を

予
防

す
る

か
小

畠
　

秀
吾

不
安

と
ど

の
よ

う
に

付
き

合
う

と
よ

い
か

青
木

　
万

里

進
路

選
択

支
援

と
we

ll
-b

ei
ng

輕
部

　
雄

輝

参
考

書
特

に
指

定
し

な
い

成
績

評
価

の
方

法
□

定
期

試
験 

　
□

小
テ

ス
ト

　
■

レ
ポ

ー
ト

　
■

授
業

参
加

姿
勢

　
　

□
実

技
試

験 
　

□
実

習
評

価
□

そ
の

他（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　）

心
身

の
ス

ト
レ

ス
を

低
減

す
る

理
論

と
技

法
村

上
　

正
人

愛
着

の
発

達
と

障
害

飯
長

　
喜

一
郎

子
育

て
支

援
飯

長
　

喜
一

郎

不
安

症
の

認
知

行
動

理
論

小
堀

　
修

不
安

症
の

認
知

行
動

療
法

小
堀

　
修

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー

そ
の

他

随
時

受
け

付
け

る

授
業

の
概

要
(主

題）

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト：
80

％
、

授
業

参
加

姿
勢：

20
％

準
備

学
修

学
修

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス

講
義

参
加

前
に

可
能

な
限

り
、

講
義

資
料

に
目

を
通

す
こ

と
。

日
常

的
に

自
身

の
研

究
領

域
に

関
す

る
資

料
、

文
献

に
目

を
通

し
、

問
題

意
識

を
も

っ
て

主
体

的
に

受
講

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

履
修

条
件

教
科

書
特

に
な

し

キ
ャ

ン
パ

ス

科
目

担
当

者

集
中

講
義

必
修

／
選

択
単

位
数

1
1
5

回
数

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

そ
の

他

教
科

書
必

要
に

応
じ

て
紹

介

参
考

書
必

要
に

応
じ

て
紹

介

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
水

曜
日・

5
限

。
メ

ー
ル

で
の

問
い

合
わ

せ
も

可

成
績

評
価

の
方

法
レ

ポ
ー

ト
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

。

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

。
レ

ポ
ー

ト
の

成
績

は
、

秀（
1
0
0
～

9
0
点）

、
優（

8
9
～

8
0
点）

、
良（

7
9
～

7
0
点）

、
可（

6
9
～

6
0
点）

、
不

可（
5
9
点

以
下）

と
し

、
秀・

優・
良・

可
を

合
格

と
す

る
。

準
備

学
修

学
修

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
各

講
義

で
は

、
レ

ポ
ー

ト
課

題
を

課
し

て
、

予
習・

復
習

を
促

す
。

履
修

条
件

が
ん

プ
ロ

理
学

療
法

学
分

野
、

医
療

福
祉

教
育・

管
理

分
野

第
8
回

総
合

討
議

丸
山

仁
司

原
　

毅

頭
頸

部
が

ん
・

乳
が

ん
に

対
す

る
理

学
療

法
（

周
術

期
）

原
　

毅
（

国
福

大
）

放
射

線
治

療
・

化
学

療
法

に
お

け
る

理
学

療
法

石
井

貴
弥

（
三

田
病

院
）

緩
和

ケ
ア

に
お

け
る

理
学

療
法

松
本

恭
平

（
三

田
病

院
）

消
化

器
が

ん
に

対
す

る
理

学
療

法
（

周
術

期
）

原
　

毅
（

国
福

大
）

呼
吸

器
が

ん
に

対
す

る
理

学
療

法
（

周
術

期
）

小
暮

英
輔

（
三

田
病

院
）

転
移

性
骨

腫
瘍

に
対

す
る

理
学

療
法

飯
島

進
乃

（
国

福
病

院
）

授
業

計
画

内
容

担
当

総
論

：
が

ん
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

理
学

療
法

の
位

置
づ

け
草

野
修

輔
（

三
田

病
院

）

が
ん

医
療

に
お

い
て

理
学

療
法

は
、

手
術

後
急

性
期

の
呼

吸
管

理
や

早
期

離
床

に
よ

る
合

併
症

予
防

、
が

ん
治

療
に

よ
り

出
現

す
る

機
能

障
害

の
改

善
な

ど
重

要
な

役
割

を
担

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

理
学

療
法

の
介

入
内

容
は

、
が

ん
の

病
期

や
罹

患
部

位
に

よ
り

異
な

り
、

理
学

療
法

の
治

療
目

標
も

が
ん

患
者

の
全

身
状

態
や

予
後

に
大

き
く

左
右

さ
れ

ま
す

。
が

ん
患

者
へ

理
学

療
法

を
提

供
鵜

す
る

際
に

は
、

適
切

に
理

学
療

法
の

適
応

か
否

か
を

判
断

す
る

こ
と

が
、

が
ん

患
者

の
Q
u
ali

ty
 
of
 
Li
f
e

向
上

に
重

要
と

考
え

ま
す

。
本

科
目

で
は

、
が

ん
医

療
に

お
け

る
理

学
療

法
位

置
づ

け
と

各
病

期
や

各
が

ん
治

療
、

治
癒

後
に

出
現

す
る

機
能

障
害

に
対

す
る

理
学

療
法

に
つ

い
て

講
義

し
ま

す
。

授
業

の
到

達
目

標

1.
が

ん
医

療
に

お
け

る
理

学
療

法
の

位
置

づ
け

が
説

明
で

き
る

。

2.
各

病
期

お
よ

び
各

が
ん

治
療

に
お

け
る

理
学

療
法

の
治

療
目

標
が

説
明

で
き

る
。

3.
が

ん
罹

患
部

位
に

よ
り

出
現

す
る

機
能

障
害

と
理

学
療

法
の

介
入

内
容

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

授
業

の
概

要
（

主
題）

曜
日

時
限

選
択

時
間

数

授
業

の
形

態

講
義

V
O

D
授

業
は

必
ず

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
学

習
し

て
く

だ
さ

い
。

こ
の

科
目

の
授

業
は

、
V

O
D

授
業

で
す

。

科
目

担
当

責
任

者

学
科

【
分

野
】

が
ん

プ
ロ

、
理

学
療

法
学

分
野

、
医

療
福

祉
教

育・
管

理
分

野

学
年

1
・2

年
次

期
後

期

丸
山

　
仁

司

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

科
目

名
が

ん
理

学
療

法
学

2
0
1
9

授
業

開
始

年
度

大
学

院

― 2 2 ―



坂
本

　
千

枝
子

科
目

担
当

者

学
年

集
中

講
義

必
修

／
選

択
単

位
数

3
0

・
演

習・
討

議
は

、
東

京
赤

坂
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

対
面

授
業

に
な

り
ま

す
。

対
面

授
業

に
出

席
 し

な
い

場
合

は
、

単
位

認
定

で
き

ま
せ

ん
。

必
ず

出
席

す
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

回
数

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
8
回

第
9
回

第
1
0
回

第
1
1
回

第
1
2
回

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス
大

学
院

科
目

名
が

ん
診

療
の

基
礎

知
識

授
業

開
始

年
度

2
0
1
9

科
目

担
当

責
任

者

学
科

診
療

情
報

ア
ナ

リ
ス

ト
養

成
分

野
修

士
1
年

期
前

期

曜
日

時
限

必
修

ま
た

は
選

択
2

時
間

数

授
業

の
形

態

講
義（

V
O

D
）

と
演

習・
討

議

・ 
講

義（
V

O
D

）
は

教
室

で
は

実
施

し
ま

せ
ん

。
予

め
収

録
し

た
授

業
映

像
に

よ
る
V

O
D

授
業

に
な

り
ま

す
。

学
修

期
間

内
に

必
ず

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
学

修
し

、
確

認
問

題
に

回
答

し
て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
概

要（
主

題）
が

ん
診

療
に

必
要

な
臨

床
の

基
礎

知
識

を
学

び
、

日
本

の
が

ん
対

策
の

一
つ

で
あ

る
が

ん
登

録
を

通
し

て
診

療
情

報
の

活
用

を
学

ぶ
。

授
業

の
到

達
目

標

1
．

が
ん

対
策

基
本

法
に

基
づ

い
た

我
が

国
の

が
ん

対
策

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

2
．

院
内

が
ん

登
録

の
5
部

位（
胃・

大
腸・

肝・
肺・

乳
房）

の
解

剖
と

生
理

、
症

状
や

検
査

、
治

療
に

つ
い

て
学

ぶ
。

3
．

が
ん

対
策

と
し

て
の

が
ん

登
録

の
目

的
と

仕
組

み
が

理
解

で
き

る
。

4
．

診
療

情
報

と
し

て
の

が
ん

デ
ー

タ
の

活
用

方
法

を
提

案
で

き
る

。

授
業

計
画

内
容

担
当

第
1
～

1
2
回

0
4/

2
2(

月
) 

～
0
8/

5(
日

)　
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
学

修
に

な
り

ま
す

。
教

室
で

の
授

業
は

あ
り

ま
せ

ん
。

我
が

国
の

が
ん

疾
患

の
現

状
4/

22
(

月)
 

～5
/1

2(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

坂
本

　
千

枝
子

我
が

国
の

が
ん

対
策

の
動

向
4/

22
(

月)
 

～5
/1

2(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

坂
本

　
千

枝
子

が
ん

の
基

礎
知

識
4/

22
(

月)
 

～5
/1

2(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

冨
田

　
裕

彦

肝
が

ん
6/

17
(

月)
 

～7
/7

(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

海
老

沼
　

浩
利

が
ん

の
地

域
連

携
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
5/

20
(

月)
 

～6
/9

(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

武
藤

　
正

樹

胃
が

ん
  

5/
2
0(

月
) 

～
6/

9(
日

)　
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

片
岡

  
 幹

統

大
腸

が
ん

  

5/
2
0(

月
) 

～
6/

9(
日

)　
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

似
鳥

  
 修

弘

乳
が

ん
6/

17
(

月)
 

～7
/7

(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

山
下

　
浩

二

肺
が

ん
6/

17
(

月)
 

～7
/7

(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

林
　

和

が
ん

患
者

の
尊

厳
と

支
援

7/
16

(
月)

 
～8

/5
(

日)
　e

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
学

修
期

間
坂

本
　

千
枝

子

準
備

学
修

が
ん

対
策

と
し

て
の

が
ん

登
録

7/
16

(
月)

 
～8

/5
(

日)
　e

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
学

修
期

間
坂

本
　

千
枝

子

院
内

が
ん

登
録

情
報

の
活

用
7/

16
(

月)
 

～8
/5

(
日)

　e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

学
修

期
間

岩
本

　
桃

子

第
1
3
～

1
5
回

0
8/

1
0(

土
)　

3
～

5
時

限（
1
3
：0

0
～

1
7
：5

0
）

集
中

講
義

坂
本

　
千

枝
子

成
績

評
価

の
方

法
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

上
の

確
認

問
題

と
課

題
、

レ
ポ

ー
ト

評
価

の
基

準
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

上
の

確
認

問
題

と
課

題
の

内
容

3
0
％

、
期

末
レ

ポ
ー

ト
7
0

%

そ
の

他
が

ん
プ

ロ
第

Ⅲ
期

の
選

択
科

目「
が

ん
診

療
の

基
礎

知
識」

の
読

み
替

え
元

の
科

目
で

す
。

東
京

赤
坂

キ
ャ

ン
パ

ス
 

E
4
0
1教

室
で

演
習・

討
議

を
行

い
ま

す
。

必
ず

教
室

で
の

授
業

に
出

席
し

て
く

だ
さ

い
。（

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
の

学
修

お
よ

び
他

キ
ャ

ン
パ

ス
で

の
遠

隔
学

修
は

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

東
京

赤
坂

キ
ャ

ン
パ

ス
で

の
教

室
授

業
に

出
席

し
て
く

だ
さ

い
。）

教
科

書
特

に
指

定
し

な
い

。
講

義
資

料
は

そ
の

都
度

配
布

す
る

。

参
考

書
国

際
疾

病
分

類
　

腫
瘍

学（
第

3
版

 
3.

1版
）

厚
生

統
計

協
会

、
T

N
M

悪
性

腫
瘍

の
分

類（
第

8
版：

日
本

語
版）

金
原

出
版

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
質

問
は

メ
ー

ル（
c
hi

ek
o

@i
u
h

w.
ac

.j
p)

等
と

教
室

授
業

の
前

後
に

随
時

受
け

付
け

る
。

学
修

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
の

H
P

に
あ

る
情

報
を

参
照

履
修

条
件

が
ん

登
録

コ
ー

ス
：

必
修

そ
の

他
の

コ
ー

ス
：

選
択

キ
ャ

ン
パ

ス

科
目

担
当

者

集
中

講
義

必
修

／
選

択
単

位
数

1
1
5

回
数

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

そ
の

他

教
科

書
必

要
に

応
じ

て
紹

介

参
考

書
必

要
に

応
じ

て
紹

介

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
水

曜
日・

5
限

。
メ

ー
ル

で
の

問
い

合
わ

せ
も

可

成
績

評
価

の
方

法
レ

ポ
ー

ト
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

。

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

。
レ

ポ
ー

ト
の

成
績

は
、

秀（
1
0
0
～

9
0
点）

、
優（

8
9
～

8
0
点）

、
良（

7
9
～

7
0
点）

、
可（

6
9
～

6
0
点）

、
不

可（
5
9
点

以
下）

と
し

、
秀・

優・
良・

可
を

合
格

と
す

る
。

準
備

学
修

学
修

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
各

講
義

で
は

、
レ

ポ
ー

ト
課

題
を

課
し

て
、

予
習・

復
習

を
促

す
。

履
修

条
件

が
ん

プ
ロ

理
学

療
法

学
分

野
、

医
療

福
祉

教
育・

管
理

分
野

第
8
回

総
合

討
議

丸
山

仁
司

原
　

毅

頭
頸

部
が

ん
・

乳
が

ん
に

対
す

る
理

学
療

法
（

周
術

期
）

原
　

毅
（

国
福

大
）

放
射

線
治

療
・

化
学

療
法

に
お

け
る

理
学

療
法

石
井

貴
弥

（
三

田
病

院
）

緩
和

ケ
ア

に
お

け
る

理
学

療
法

松
本

恭
平

（
三

田
病

院
）

消
化

器
が

ん
に

対
す

る
理

学
療

法
（

周
術

期
）

原
　

毅
（

国
福

大
）

呼
吸

器
が

ん
に

対
す

る
理

学
療

法
（

周
術

期
）

小
暮

英
輔

（
三

田
病

院
）

転
移

性
骨

腫
瘍

に
対

す
る

理
学

療
法

飯
島

進
乃

（
国

福
病

院
）

授
業

計
画

内
容

担
当

総
論

：
が

ん
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

理
学

療
法

の
位

置
づ

け
草

野
修

輔
（

三
田

病
院

）

が
ん

医
療

に
お

い
て

理
学

療
法

は
、

手
術

後
急

性
期

の
呼

吸
管

理
や

早
期

離
床

に
よ

る
合

併
症

予
防

、
が

ん
治

療
に

よ
り

出
現

す
る

機
能

障
害

の
改

善
な

ど
重

要
な

役
割

を
担

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

理
学

療
法

の
介

入
内

容
は

、
が

ん
の

病
期

や
罹

患
部

位
に

よ
り

異
な

り
、

理
学

療
法

の
治

療
目

標
も

が
ん

患
者

の
全

身
状

態
や

予
後

に
大

き
く

左
右

さ
れ

ま
す

。
が

ん
患

者
へ

理
学

療
法

を
提

供
鵜

す
る

際
に

は
、

適
切

に
理

学
療

法
の

適
応

か
否

か
を

判
断

す
る

こ
と

が
、

が
ん

患
者

の
Q
u
ali

ty
 
of
 
Li
f
e

向
上

に
重

要
と

考
え

ま
す

。
本

科
目

で
は

、
が

ん
医

療
に

お
け

る
理

学
療

法
位

置
づ

け
と

各
病

期
や

各
が

ん
治

療
、

治
癒

後
に

出
現

す
る

機
能

障
害

に
対

す
る

理
学

療
法

に
つ

い
て

講
義

し
ま

す
。

授
業

の
到

達
目

標

1.
が

ん
医

療
に

お
け

る
理

学
療

法
の

位
置

づ
け

が
説

明
で

き
る

。

2.
各

病
期

お
よ

び
各

が
ん

治
療

に
お

け
る

理
学

療
法

の
治

療
目

標
が

説
明

で
き

る
。

3.
が

ん
罹

患
部

位
に

よ
り

出
現

す
る

機
能

障
害

と
理

学
療

法
の

介
入

内
容

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

授
業

の
概

要
（

主
題）

曜
日

時
限

選
択

時
間

数

授
業

の
形

態

講
義

V
O

D
授

業
は

必
ず

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
学

習
し

て
く

だ
さ

い
。

こ
の

科
目

の
授

業
は

、
V

O
D

授
業

で
す

。

科
目

担
当

責
任

者

学
科

【
分

野
】

が
ん

プ
ロ

、
理

学
療

法
学

分
野

、
医

療
福

祉
教

育・
管

理
分

野

学
年

1
・2

年
次

期
後

期

丸
山

　
仁

司

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

科
目

名
が

ん
理

学
療

法
学

2
0
1
9

授
業

開
始

年
度

大
学

院

科
目

担
当

者

集
中

講
義

必
修

／
選

択
単

位
数

1
5
時

間

回
数

す
べ

て
の

授
業

が
あ

ら
か

じ
め

収
録

し
た

授
業

映
像

に
よ

る
V

O
D

授
業

に
な

り
ま

す
。

評
価

の
基

準
確

認
問

題
の

達
成

度
1
0
0
％

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
随

時
受

け
付

け
る

。

準
備

学
修

学
修

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
積

極
的

に
授

業
内

の
討

議
に

参
加

す
る

こ
と

。

履
修

条
件

成
績

評
価

の
方

法
確

認
問

題（
各

回）

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

対
応

し
た

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
多

職
種

協
働

人
材

育
成

コ
ー

ス
履

修
者

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療
・

希
少

が
ん

診
療

に
精

通
し

た
医

療
者

育
成

コ
ー

ス
（

イ
ン

テ
ン

シ
ブ

）
履

修
者

そ
の

他
特

に
な

し
。

教
科

書
特

に
指

定
し

な
い

。

参
考

書
特

に
指

定
し

な
い

。

第
6
回

個
人

因
子・

環
境

因
子

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
　

緩
和

ケ
ア

、
終

末
期

に
お

け
る

支
援

国
際

医
療

福
祉

大
学

保
健

医
療

学
部

　
助

教 
白

砂
　

寛
基

第
7
回

小
児

が
ん

と
向

き
合

う
作

業
療

法
①

～
母

の
語

り
か

ら
考

え
る

医
療

機
関

に
お

け
る

作
業

療
法

士
の

役
割

～

国
際

医
療

福
祉

大
学

保
健

医
療

学
部

　
助

教 
渡

邉
　

清
美

第
8
回

小
児

が
ん

と
向

き
合

う
作

業
療

法
②

国
際

医
療

福
祉

大
学

保
健

医
療

学
部

　
助

教
 渡

邉
　

清
美

第
2
回

心
身

機
能・

身
体

構
造

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
　

周
術

期
の

作
業

療
法

①（
身

体
機

能
を

中
心

に）
国

際
医

療
福

祉
大

学
三

田
病

院

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
室

  
安

西
 恵

理

第
3
回

心
身

機
能・

身
体

構
造

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
　

周
術

期
の

作
業

療
法

②（
精

神・
心

理
機

能
を

中
心

に）
国

際
医

療
福

祉
大

学
熱

海
病

院

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
室

　
関

　
淳

子

第
4
回

活
動・

参
加

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
①

　
A

D
L

、
退

院
へ

の
支

援
国

際
医

療
福

祉
大

学
三

田
病

院

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
室 

松
本

　
大

典

第
5
回

活
動・

参
加

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
②

　
地

域
生

活
、

就
労

へ
の

支
援

国
際

医
療

福
祉

大
学

保
健

医
療

学
部

　
助

教 
野

﨑
　

智
仁

授
業

計
画

内
容

担
当

第
1
回

国
際

医
療

福
祉

大
学

大
学

院

作
業

療
法

学
分

野
責

任
者

谷
口

　
敬

道

総
論

が
ん

と
作

業
療

法
　

～I
C
F

の
概

念
図

に
基

づ
く「

が
ん

の
障

害
像」

と
作

業
療

法
に

つ
い

て
～

が
ん

患
者

に
関

す
る

作
業

療
法

の
役

割
は

、
術

後
の

機
能

障
害

の
回

復・
軽

減
か

ら
、

代
償

手
段

の
獲

得
、

環
境

調
整

に
よ

る
A

D
L

、
I

A
D
Lと

い
っ

た
活

動
の

制
限

や
、

就
労

及
び

地
域

生
活

へ
の

定
着

と
い

っ
た

参
加

制
約

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
な

ど
多

岐
に

わ
た

る
。

ま
た

、
終

末
期

で
は

よ
り

よ
い

作
業

が
苦

し
み

の
昇

華
の

手
段

で
あ

っ
た

り
、

人
々

と
の

心
の

つ
な

が
り

を
持

つ
梯

に
な

り
、

こ
れ

ら
の

場
合

の
作

業
は

、
機

能
改

善
の

手
段

で
も

な
く

、
そ

れ
自

体
が

獲
得

さ
れ

る
べ

き
目

標
で

も
な
く

、
よ

り
よ

い
人

生
の

時
間

の
実

現
と

い
う

意
味

を
持

つ
。

本
講

義
で

は
、

が
ん

患
者

に
関

す
る

作
業

療
法

の
さ

ま
ざ

ま
な

役
割

に
つ

い
て

講
義

す
る

。

授
業

の
到

達
目

標

1.
作

業
療

法
の

職
域

を
理

解
し

、
が

ん
患

者
の

チ
ー

ム
医

療
・

ケ
ア

の
一

員
と

し
て

必
要

性
を

理
解

で
き

る
。

2.
周

術
期

に
お

け
る

作
業

療
法

の
役

割
を

理
解

で
き

る
。

3.
が

ん
患

者
の

活
動

制
限

、
参

加
の

制
約

に
関

す
る

作
業

療
法

の
役

割
を

理
解

で
き

る
。

4.
緩

和
ケ

ア
、

終
末

期
に

お
け

る
作

業
療

法
の

役
割

を
理

解
で

き
る

。

5.
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
対

応
し

た
作

業
療

法
の

役
割

を
理

解
で

き
る

。

授
業

の
概

要
(

主
題）

授
業

の
形

態

講
義

必
ず

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
V

O
D

授
業

を
学

習
し

、
確

認
問

題
に

回
答

し
て
く

だ
さ

い
。

科
目

担
当

責
任

者

学
科

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
／

ゲ
ノ

ム
コ

ー
ス

学
年

修
士

課
程

1
年

博
士

課
程

1
年

期
後

期

曜
日

時
限

選
択

1
時

間
数

谷
口

　
敬

道

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス
大

学
院

科
目

名
が

ん
作

業
療

法
学

授
業

開
始

年
度

2
0
1
9

― 2 3 ―



大
澤

　
進

科
目

担
当

者

集
中

講
義

必
修

／
選

択
単

位
数

1
5
時

間

回
数

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
8
回

第
9
回

こ
の

科
目

は
Ｖ

Ｏ
Ｄ

授
業

で
す

。

国
際

医
療

福
祉

大
学

 授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

キ
ャ

ン
パ

ス
大

学
院

科
目

名
が

ん
臨

床
検

査
学

授
業

開
始

年
度

2
0
1
9

科
目

担
当

責
任

者

学
科

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
コ

ー
ス

／
ゲ

ノ
ム

コ
ー

ス
学

年
修

士
課

程
1
年

博
士

課
程

1
年

期
後

期

授
業

計
画

内
容

曜
日

時
限

選
択

1
時

間
数

授
業

の
形

態

講
義

Ｖ
Ｏ

Ｄ
授

業
は

、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
学

習
し

て
く

だ
さ

い
。

授
業

の
概

要

（
主

題
）

各
種

が
ん

の
代

謝
、

形
態

学
そ

し
て

画
像

読
影

に
関

連
す

る
が

ん
の

各
種

検
査

法
に

つ
い

て
学

び
、

同
時

に
良

性
疾

患
と

の
違

い
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

授
業

の
到

達
目

標

が
ん

と
正

常
細

胞
の

形
態

と
代

謝
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

が
ん

遺
伝

子
の

検
査

法
と

関
連

す
る

酵
素

代
謝

と
そ

の
代

謝
産

物
を

理
解

し
、

そ
の

測
定

法
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

各
種

が
ん

細
胞

の
形

態
学

的
特

徴
と

免
疫

細
胞

化
学

的
検

査
法

、
そ

し
て

が
ん

細
胞

解
析

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る

が
ん

と
病

原
微

生
物

の
関

連
性

と
そ

の
微

生
物

検
査

法
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

超
音

波
検

査
に

よ
る

各
種

が
ん

の
検

査
法

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る

各
種

が
ん

の
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

検
査

と
そ

の
免

疫
学

的
検

査
法

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る

担
当

が
ん

発
症

の
分

子
生

物
学

的
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
遺

伝
学

的
検

査
法

／
遺

伝
子

検
査

や
ゲ

ノ
ム

検
査

が
も

た
ら

す「
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療」

山
口

 良
考

各
種

が
ん

マ
ー

カ
ー

の
検

査
の

種
類

と
検

出
感

度
清

宮
  
正

徳

「
が

ん」
と

病
理

検
査

梅
宮 

敏
文

が
ん

関
連

代
謝

産
物

の
測

定
法

と
酵

素
活

性
大

澤
　

進

造
血

器
腫

瘍
の

臨
床

検
査（

血
液

形
態・

免
疫・

遺
伝

子
学

的
検

査）
木

村
  
明

佐
子

感
染

症
と

悪
性

新
生

物（
感

染
症

起
因

が
ん）

竹
内

  
啓

晃

が
ん

細
胞

を
見

つ
け

る
細

胞
診

検
査

／
医

療
現

場
で

の
細

胞
診

検
査

池
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秀
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発

生
と

対
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世
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規

模
で
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え

る
工

藤
  
芳

子
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患
者
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け
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相
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存

率
と

そ
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正
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修
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件
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イ
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ー

ジ
に

対
応

し
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が
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ロ

フ
ェ

ッ
シ
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ナ

ル
多

職
種

協
働

人
材

育
成

コ
ー

ス
履

修
者

ゲ
ノ

ム
解

析
医

療
・

希
少

が
ん

診
療

に
精

通
し

た
医

療
者

育
成

コ
ー

ス
（

イ
ン

テ
ン

シ
ブ

）
履

修
者

成
績

評
価

の
方

法
レ

ポ
ー

ト

評
価

の
基

準
レ

ポ
ー

ト
1
0
0

%

準
備

学
修

学
修

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
事

前
・

事
後

、
関

連
す

る
先

行
研

究
を

あ
た

る
等

、
学

修
を

主
体

的
に

す
す

め
る

こ
と

と
す

る
。

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
授

業
前

後
も

し
く

は
メ

ー
ル

で
受

け
付

け
る
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そ
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他

教
科

書
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し
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考

書
適

時
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介
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る
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Ⅲ .行 事 活 動  
 

 

１ ． 構 成 ８ 大 学 運 営 協 議 会  

学 生 参 加 ワ ー ク シ ョ ッ プ  

２ ． 構 成 ８ 大 学 運 営 協 議 会  

合 同 シ ン ポ ジ ウ ム  

３ ． 多 職 種 協 働 市 民 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム  

４ ． 一 般 市 民 公 開 講 座  

５ ． が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の  

教 育 ワ ー ク シ ョ ッ プ  

６ ． 映 像 教 材 の 開 発   
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Ⅲ - 1 . 構 成 ８ 大 学 運 営 協 議 会  

     学 生 参 加 ワ ー ク シ ョ ッ プ  
  

令 和 元 年 ７ 月 ２ ６ 日  
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日 　 時 ： 2 0 1 9 年 7 月 2 6 日 （ 金 ） 1 3 ： 0 0 ～ 1 5 ： 1 5

場 　 所 ： 国 際 医 療 福 祉 大 学 　 東 京 赤 坂 キ ャ ン パ ス 　

テ ー マ ： が ん ゲ ノ ム 医 療 教 育 の 成 果 　

1 3: 0 5

1 3: 1 0 ① 国 際 医 療 福 祉 大 学 元 木 　 文 子 … … … 資 料 １

1 3: 2 5 ② 東 京 医 科 歯 科 大 学 髙 橋 　 健 太 　 … … … 資 料 ２

1 3: 4 0 ③ 秋 田 大 学 田 口 　 大 樹 … … … 資 料 ３

1 3: 5 5 ④ 東 京 医 科 大 学 老 川 　 桂 生 … … … 資 料 ４

1 4: 1 0

1 4: 2 5 ⑤ 東 京 薬 科 大 学 高 木 　 千 明 … … … 資 料 ５

1 4: 4 0 ⑥ 東 京 薬 科 大 学 李 　 佳 莉 … … … 資 料 ６

1 4: 5 5 ⑦ 慶 應 義 塾 大 学 植 木  有 紗 … … … 資 料 ７

1 5: 1 0

司 会 進 行 国 際 医 療 福 祉 大 学 　 高 橋 克 仁 ／ 樋 口 　 肇

講 評

休 憩

次 　 　 　 　 第

2 0 1 9 年 度 未 来 が ん 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 プ ラ ン
構 成 ８ 大 学  学 生 参 加 ワ ー ク シ ョ ッ プ

開 会 挨 拶
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Ⅲ - ２ . 構 成 ８ 大 学 運 営 協 議 会  

合 同 シ ン ポ ジ ウ ム  
  

令 和 元 年 ７ 月 ２ ６ 日  
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日 　 時 ： 2 0 1 9 年 7 月 2 6 日 （ 金 ） 1 5 ： 3 0 ～ 1 7 ： 2 0

場 　 所 ： 国 際 医 療 福 祉 大 学 　 東 京 赤 坂 キ ャ ン パ ス 　

テ ー マ ： ゲ ノ ム 医 療 － 最 先 端 の 取 り 組 み （ 臨 床 へ の 応 用 ）

1 5: 3 0

1 5: 3 5 ① 慶 應 義 塾 大 学 　 林 　 秀 幸 　 先 生 … … 資 料 １

1 6: 0 0 ② 東 京 医 科 歯 科 大 学 池 田 　 貞 勝 　 先 生 … … 資 料 ２

1 6: 2 5 ③ 東 京 医 科 大 学 黒 田 　 雅 彦 　 先 生 … … 資 料 ３

1 6: 5 0 ④ 国 際 医 療 福 祉 大 学 高 橋 　 克 仁 　 先 生 … … 資 料 ４

1 7: 1 5

司 会 進 行 東 京 医 科 歯 科 大 学 三 宅 　 智 　 先 生

次 　 　 　 　 第

開 会 挨 拶

講 評

2 0 1 9 年 度 未 来 が ん 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 プ ラ ン
構 成 ８ 大 学  合 同 シ ン ポ ジ ウ ム
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が ん プ レ シ ジ ョ ン メ デ ィ シ ン

「 個 別 化 医 療 」
＝

「 プ レ シ ジ ョ ン ・ メ デ ィ シ ン 」
（ 日 本 語 訳 は 「 精 密 医 療 」 に ）

が ん 領 域 に お け る 精 密 医 療 と は 具 体 的 に は

「 個 々 の 患 者 の が ん 細 胞 の 遺 伝 子 を 解 析 し て 、 遺 伝 学 的 背 景
か ら 最 も 効 果 が 期 待 で き る 治 療 法 を 選 択 し て 行 う 医 療 」

プ レ シ ジ ョ ン メ デ ィ シ ン の 概 念 は 米 国 の
オ バ マ 元 大 統 領 が 2 0 1 6 年 の 国 家 予 算 を
「 個 別 化 医 療 （ プ レ シ ジ ョ ン メ デ ィ シ ン ） の 推 進 」
に 対 し 、 約 2 5 0 億 円 の 資 金 を 投 じ る こ と を 表 明
し た こ と に 端 を 発 し 、 注 目 さ れ て き た 。

資 料 １

4

膵 が ん A L K 融 合 遺 伝 子 症 例 に 対 す る
C r iz o t in ib の 効 果

T uli R et al, J C O P r e ci s O n c ol: 1, 2 0 1 7

膵 が ん 症 例 に も C ri z o ti ni b が 有 効 な 症 例 （ A L K 融 合 遺 伝 子 症 例 ） が い る 。

【 症 例 】 3 4 歳 男 性
膵 が ん A L K 融 合 遺 伝 子 （ S T R N - A L K ） 症 例

資 料 １

3

が ん ク リ ニ カ ル シ ー ク エ ン ス の 流 れ

核 酸 抽 出 （ D N A, R N A ）

ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス

遺 伝 子 解 析
（ ア ノ テ ー シ ョ ン ・
キ ュ レ ー シ ョ ン ）

外 来 診 察

腫 瘍 検 体 ・ 末 梢 血 採 取

エ キ ス パ ー ト パ ネ ル ・
レ ポ ー ト 作 成結 果 説 明 ・ 個 別 化 治 療

ク リ ニ カ ル シ ー ク エ ン ス と は
「 臨 床 現 場 で 治 療 介 入 を 意 図 し た 遺 伝 子 解 析 を 行 う こ と 」

資 料 １

5

が ん に 対 す る 治 療 法

外 科 手 術
内 視 鏡 手 術 も 含 む

放 射 線 治 療
陽 子 線 、 重 粒 子 線 治 療 も 含 む

化 学 療 法
殺 細 胞 性 抗 が ん 剤 、 分 子 標 的 治 療 薬

免 疫 療 法
免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 薬 な ど

効 果 に 個 人 差 が あ る → 個 別 化 治 療 が 理 想

資 料 １

2

2 0 1 9 年 7 月 2 6 日 （ 金 ） 国 際 医 療 福 祉 大 学 赤 坂 キ ャ ン パ ス 3 F 多 目 的 ホ ー ル

が ん プ ロ 運 営 協 議 会 構 成 8 大 学 合 同 シ ン ポ ジ ウ ム

が ん ゲ ノ ム 医 療 の 基 本 知 識

慶 應 義 塾 大 学 医 学 部 腫 瘍 セ ン タ ー ゲ ノ ム 医 療 ユ ニ ッ ト
林 秀 幸

資 料 １

1

ゲ ノ ム ・ D N A ・ 遺 伝 子 と は

・ D N A は 約 3 0 億 の 塩 基 対
（ A ： ア デ ニ ン 、 T ： チ ミ ン

C ： シ ト シ ン 、 G ： グ ア ニ ン ）
か ら 構 成 さ れ る 。

・ ヒ ト の 細 胞 の 核 内 に は 2 3 対 4 6 本
の 染 色 体 が あ る 。

・ D N A は 染 色 体 の 中 に 細 か く
折 り た た ま れ て い る 。

生 物 の D N A が も つ 全 情 報 を ゲ ノ ム と よ ぶ 。

・ D N A の 特 定 の 部 分 が 遺 伝 子 。
（ ヒ ト で 約 2 4 0 0 0 種 類 ）

資 料 １

6
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が ん 関 連 遺 伝 子
が ん 遺 伝 子 と が ん 抑 制 遺 伝 子

【 が ん 遺 伝 子 】

細 胞 を 増 殖 さ せ る ア ク セ ル の 働 き を す る 遺 伝 子 。
変 異 す る と g ai n o f f u n cti o n と な り 、 細 胞 を が ん 化 さ せ る 。
（ 例 ） K R A S, E G F R, B R A F 

【 が ん 抑 制 遺 伝 子 】

細 胞 増 殖 を 停 止 さ せ る ブ レ ー キ の 働 き を す る 遺 伝 子 。
変 異 を す る と l o s s o f f u n cti o nと な り 、 細 胞 を が ん 化 さ せ る 。
（ 例 ） T P 5 3, B R C A 1 / 2, A P C

が ん 関 連 遺 伝 子 は が ん 遺 伝 子 と が ん 抑 制 遺 伝 子 に
分 け ら れ る 。

資 料 １

8

ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス の 歴 史

1 3 年 間 で
3 0 0 0 億 円
か か っ た 。

２ ヶ 月 間 で
1 億 2 0 0 0 万 円
か か っ た 。

次 世 代 シ ー ク エ ン サ ー

次 世 代 シ ー ク エ ン サ ー の 登 場 に よ り 個 人 の 全 ゲ ノ ム 解 析 は
わ ず か 2 日 間 で 約 2 0 万 円 で 可 能 に な っ た 。

資 料 １

9

次 世 代 シ ー ク エ ン サ ー （ N G S ）

Io n P r o t o n
(T h e r m o  F is h e r )

Io n P G M
(T h e r m o  F is h e r )

M iS e q
(iIlu m in a )

H iS e q
(illu m in a )

・ 全 ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス ： す べ て の D N A 

・ 全 エ ク ソ ン シ ー ク エ ン ス ： す べ て の e x o n

・ 全 ト ラ ン ス ク リ プ ト ― ム シ ー ク エ ン ス ： す べ て の R N A

（ 融 合 遺 伝 子 検 出 に 有 用 ）

・ タ ー ゲ ッ ト シ ー ク エ ン ス : 特 定 の 遺 伝 子 （ が ん 遺 伝 子 診 断 に 有 用 ）

次 世 代 シ ー ク エ ン サ ー の 登 場 に よ り 大 規 模 な ゲ ノ ム 情 報 を
短 時 間 か つ 安 価 で 網 羅 的 に 解 析 す る こ と が 可 能 と な っ た 。

合 成 シ ー ク エ ン ス 法 ラ イ ゲ ー シ ョ ン シ ー ク エ ン ス 法

資 料 １

1 0

が ん 遺 伝 子 パ ネ ル
・ 多 数 の が ん 関 連 遺 伝 子 を デ ィ ー プ シ ー ク エ ン ス （ 同 一 領 域 を 複 数 回 、 時 に は 数 千 回

シ ー ク エ ン ス す る こ と ） し 、 が ん に お け る 体 細 胞 変 異 検 出 を シ ー ク エ ン サ ー で 行 う た め の

キ ッ ト 。

・ タ ー ゲ ッ ト を 特 定 の が ん 関 連 遺 伝 子 ま た は そ の ホ ッ ト ス ポ ッ ト （ 高 頻 度 で 突 然 変 異 を 起 こ す

部 位 ） に 絞 る た め 、 少 量 の サ ン プ ル を 用 い て 高 精 度 に 低 頻 度 （ 5 % 以 下 ） の 変 異 の 検 出 が 可 能 。

A B L 1 B U B 1 B D D R 2 F G F R 2 I D H 2 M E N 1 P D G F R A S M A R C A 4

A K T 1 C A R D 1 1 DI C E R 1 F G F R 3 I K Z F 1 M E T P H F 6 S M A R C B 1

A K T 2 C B L D N M T 3 A F H I L 6 S T M L H 1 PI K 3 C A S M O

A L K C B L B E C T 2 L F L C N I L 7 R M S H 2 PI K 3 R 1 S P O P

A M E R 1 C D 7 9 A E G F R F L T 3 J A K 1 M S H 6 P M S 2 S R C

A P C C D 7 9 B E P 3 0 0 F U B P 1 J A K 2 M T O R P P P 2 R 1 A S T K 1 1

A R C D C 7 3 E P C A M G A T A 1 J A K 3 M U T Y H P R D M 1 S U F U

A RI D 1 A C D H 1 E R B B 2 G A T A 2 K D M 6 A M Y C P R K A R 1 A T E R T

A RI D 2 C D K 1 2 E R B B 3 G A T A 3 K D R M Y D 8 8 P T C H 1 T N F AI P 3

A S X L 1 C D K 4 E R B B 4 G N A 1 1 KI T N F 1 P T E N T N F R S F 1 4

A T M C D K N 2 A E R C C 5 G N A Q K L F 6 N F 2 P T P N 1 1 T P 5 3

A T R X C H E K 2 E S R 1 G N A S K M T 2 D N F E 2 L 2 R A C 1 T S C 1

B A P 1 CI C E Z H 2 G P C 3 K R A S N F K BI A R B 1 T S C 2

B C L 6 C R E B B P F A M 4 6 C G RI N 2 A M A P 2 K 1 N O T C H 1 R E T T S H R

B C O R C R L F 2 F A N C A H 3 F 3 A M A P 2 K 2 N O T C H 2 R O S 1 U 2 A F 1

B R A F C S F 1 R F A N C D 2 HI S T 1 H 3 B M A P 2 K 4 N P M 1 S D H B V H L

B R C A 1 C T N N B 1 F A N C E H N F 1 A M A P 3 K 1 N R A S S E T D 2 W T 1

B R C A 2 C Y L D F A S H R A S M A P 4 K 3 P A L B 2 S F 3 B 1 X P C

B RI P 1 D A X X F B X O 1 1 H S P H 1 M D M 2 P A X 5 S L C 7 A 8 Z N F 2

B T K D D B 2 F B X W 7 I D H 1 M E D 1 2 P B R M 1 S M A D 4 Z R S R 2

G e n e R e a d C o m p r e h e n si v e C a n c e r P a n el:
1 6 0 g e n e li s t

資 料 １

1 1

3 5 4 03 0 (M b )

C h 1 0

ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス と は

青 字 ： エ ク ソ ン （ 遺 伝 情 報 が コ ー ド さ れ て い る 部 分 ）
黒 字 ： イ ン ト ロ ン （ 遺 伝 情 報 が コ ー ド さ れ て い な い 部 分 ）

A A A A A

m R N A

p r o t e in

D N A

ゲ ノ ム の 構 造 を 塩 基 配 列 レ ベ ル で 決 定 す る た め
の 塩 基 配 列 解 析 の こ と 。

転 写

翻 訳

資 料 １

7

検 査 名 標 的 遺 伝 子 数 対 象 検 体 承 認 状 況 主 な 実 施 施 設

M S K - I M P A C T 4 6 8 遺 伝 子
腫 瘍 由 来 D N A

正 常 組 織 由 来 D N A
F D A 承 認 済 米 国

F o u n d ati o n O n e
C D x

3 2 4 遺 伝 子 腫 瘍 由 来 D N A
F D A 承 認 済
本 邦 承 認 済

米 国 、 本 邦

O n c o mi n e D x 
T a r g et T e st

4 6 遺 伝 子 腫 瘍 由 来 D N A / R N A
F D A 承 認 済
先 進 医 療 B

米 国
大 阪 大 学 ほ か

G u a r d a nt 3 6 0 7 3 遺 伝 子 血 中 循 環 D N A 自 由 診 療
米 国

東 京 医 科 歯 科 大 学 ほ か

N C C O n c o p a n el 1 1 4 遺 伝 子
腫 瘍 由 来 D N A

末 梢 血 由 来 D N A
本 邦 承 認 済 本 邦

T o d ai O n c o P a n el
D N A 4 6 5 遺 伝 子
R N A 4 6 7 遺 伝 子

腫 瘍 由 来 D N A / R N A
末 梢 血 由 来 D N A

先 進 医 療 B 東 京 大 学 ほ か

Pl e S Si si o n 1 6 0 遺 伝 子
腫 瘍 由 来 D N A

末 梢 血 由 来 D N A
自 由 診 療 慶 應 義 塾 大 学 ほ か

O n c o P ri m e 2 2 3 遺 伝 子 腫 瘍 由 来 D N A 自 由 診 療 京 都 大 学 ほ か

P 5 5 2 遺 伝 子 腫 瘍 由 来 D N A 自 由 診 療 岡 山 大 学 ほ か

代 表 的 な が ん 遺 伝 子 パ ネ ル 検 査
（ 2 0 1 9 年 7 月 現 在 ）

資 料 １

1 2

― 5 7 ―



臓 器 別 が ん 治 療 か ら
が ん 遺 伝 子 異 常 別 が ん 治 療 へ
・ 従 来 の が ん 化 学 療 法 は 原 発 臓 器 別 に 使 用 で き る 薬 剤 が 決 ま っ て い た 。

・ 将 来 的 に は 遺 伝 子 異 常 別 に 使 用 で き る 薬 剤 が 選 択 さ れ る 時 代 に 。

胃 が ん → T r a st u z u m a b
大 腸 が ん → C et u xi m a b , P a nit u m u m a b , R e g o r a f e ni b
膵 が ん → E rl oti ni b
肝 が ん → S o r a f e ni b, R e g o r a f e ni b
神 経 内 分 泌 腫 瘍 → E v e r oli m u s , S u niti ni b
消 化 管 間 葉 性 腫 瘍 → I m ati ni b, S u niti ni b, R e g o r a f e ni b       

【 従 来 の 消 化 器 が ん 分 子 標 的 治 療 】

H E R 2 → T r a st u z u m a b
E G F R → C et u xi m a b , P a nit u m u m a b , E rl oti ni b
m T O R , PI K 3 C A, P T E N → E v e r oli m u s
KI T → I m ati ni b, R e g o r a f e ni b , S o r a f e ni b
P D G F R A → S o r a f e ni b , S u niti ni b , R e g o r a f e ni b

【 将 来 の 消 化 器 が ん 分 子 標 的 治 療 】

資 料 １
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が ん 遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 が 保 険 適 用 へ

2 0 1 8 年 1 2 月 2 5 日 に が ん 遺 伝 子 パ ネ ル 検 査
（ N C C オ ン コ パ ネ ル 、 F o u n d ati o n O n e C D x ）
が 製 造 販 売 承 認 。
2 0 1 9 年 6 月 1 日 付 け で 保 険 適 用 。

【 実 施 施 設 】
が ん ゲ ノ ム 医 療 中 核 拠 点 病 院 （ 1 1 施 設 ）
が ん ゲ ノ ム 医 療 連 携 病 院 （ 1 5 6 施 設 ）
そ れ に 準 ず る 医 療 機 関 （ 新 た に 指 定 さ れ る
が ん ゲ ノ ム 医 療 拠 点 病 院 を 想 定 ）

【 対 象 患 者 】
標 準 治 療 が な い 、 ま た は 局 所 進 行 も し く は
転 移 が 認 め ら れ 標 準 治 療 が 終 了 と な っ た 固 形
が ん 患 者 （ 終 了 見 込 み を 含 む ） で 、 関 連 学 会
の 化 学 療 法 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 等 に 基 づ き 、
全 身 状 態 ・ 臓 器 機 能 等 か ら 「 化 学 療 法 の 適 応
と な る 可 能 性 が 高 い 」 と 主 治 医 が 判 断 し た 者

資 料 １
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O n c o G u id e N C C オ ン コ パ ネ ル シ ス テ ム

• 包 括 的 な ゲ ノ ム プ ロ フ ァ イ リ ン グ 検 査
と し て 承 認 。

• 対 象 は 1 1 4 遺 伝 子
（ 1 2 融 合 遺 伝 子 含 む ）

• 正 常 細 胞 由 来 D N A の 解 析 を 行 う た め
G e r mli n e 情 報 が 判 明

• T M B （ T u m o r m ut ati o n b u r d e n ）
も 測 定

• シ ス メ ッ ク ス へ の 受 託 検 査

資 料 １
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F o u n d a t io n O n e C D x が ん ゲ ノ ム プ ロ フ ァ イ ル

• 包 括 的 な ゲ ノ ム プ ロ フ ァ イ リ ン グ 検 査
の ほ か 、 コ ン パ ニ オ ン 診 断 薬 と し て も
承 認

• 対 象 は 3 2 4 遺 伝 子
（ 3 6 融 合 遺 伝 子 含 む ）

• G e r mli n e 情 報 は 判 断 し な い 。

• T M B （ T u m o r m ut ati o n b u r d e n ） 、
M SI （ Mi c r o s at ellit e i n st a bilit y ） も
測 定

• 米 国 F o u n d ati o n M e di ci n e 社
へ の 受 託 検 査

資 料 １
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1 個 の 細 胞 内 に 、 約 3 0 億 の 塩 基 対

推 定 さ れ る ヒ ト の 全 遺 伝 子 数 は 、
約 2 万 4 千 個

そ の 内 、 が ん に 関 連 す る 重 要 な 遺 伝 子
は 、 4 0 0 個 程 度

次 世 代 シ ー ケ ン サ ー
を 利 用 し て 、 こ れ ら
の 遺 伝 子 を 一 度 に 調
べ る こ と が 出 来 る 。

ド ラ イ バ ー 遺 伝 子 異 常 の 検 出
資 料 １

1 3

が ん ゲ ノ ム 情 報 管 理 セ ン タ ー
C e n t e r  f o r  C a n c e r  G e n o m ic s  a n d  A d v a n c e d  T h e r a p e u t ic s （ C - C A T ）
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が ん ゲ ノ ム 医 療 中 核 拠 点 病 院 （ 1 1 施 設 ）
資 料 １

2 0

が ん ゲ ノ ム 医 療 連 携 病 院 （ 1 5 6 施 設 ）資 料 １

2 1

が ん ゲ ノ ム 医 療 に お け る エ ク ス パ ー ト パ ネ ル
（ が ん 遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 の 結 果 を 医 学 的 に 解 釈 す る た め の 多 職 種 検 討 会 ）

【 が ん ゲ ノ ム 医 療 中 核 拠 点 病 院 に お け る エ キ ス パ ー ト パ ネ ル の 構 成 員 】
（ が ん ゲ ノ ム 医 療 中 核 拠 点 病 院 の 指 定 要 件 よ り 抜 粋 ）

✔ が ん 薬 物 療 法 に 関 す る 専 門 医 （ が ん 薬 物 療 法 専 門 医 ） が 複 数 名

✔ 遺 伝 医 学 に 関 す る 専 門 医 （ 臨 床 遺 伝 医 ） が 1 名 以 上

✔ 遺 伝 カ ウ ン セ リ ン グ の 専 門 家 （ 認 定 定 遺 伝 カ ウ ン セ ラ ー ） が 1 名 以 上

✔ 病 理 学 に 関 す る 専 門 医 （ 病 理 専 門 医 ） が 複 数 名

✔ 分 子 遺 伝 学 や が ん ゲ ノ ム 医 療 に 関 す る 専 門 家 が 1 名 以 上

✔ バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ッ ク ス に 関 す る 専 門 家 が 1 名 以 上

✔ 小 児 が ん 症 例 を 検 討 す る 場 合 は 小 児 が ん の 専 門 家 が １ 名 以 上

✔ 対 象 患 者 の 主 治 医 ま た は 当 該 主 治 医 に 代 わ る 医 師

そ の 他 、 看 護 師 、 薬 剤 師 、 臨 床 検 査 技 師 、 治 験 コ ー デ ィ ネ ー タ ー な ど の
多 職 種 職 種 の 参 加 が 望 ま し い 。

な お 、 が ん ゲ ノ ム 医 療 連 携 病 院 に お い て は
対 象 患 者 の 主 治 医 ま た は 当 該 主 治 医 に 代 わ る 医 師 が 参 加 す る こ と が 求 め ら れ る

資 料 １

2 3

厚 生 労 働 省 健 康 局 が ん ・ 疾 病 対 策 課 が ん ゲ ノ ム 医 療 体 制 に つ い て 資 料 ２ よ り 抜 粋

が ん ゲ ノ ム 医 療 の 提 供 体 制 の 将 来 像 （ 案 ）
資 料 １

2 2

P le S S is io n グ ル ー プ の エ キ ス パ ー ト パ ネ ル

が ん ゲ ノ ム 医 療 中 核 拠 点 病 院 （ 慶 應 義 塾 大 学 ） お よ び が ん ゲ ノ ム 医 療 連 携 病 院 間 で
W e b E x 上 で 開 催 。 2 チ ー ム 制 で 週 に 2 回 実 施 。

資 料 １
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C - C A T 調 査 結 果資 料 １

1 9

― 5 9 ―



が ん 遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 結 果 の
コ ン パ ニ オ ン 診 断 と し て の 利 用

エ キ ス パ ー ト パ ネ ル で が ん 遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 の 結 果 が コ ン パ ニ オ ン 診 断 と し て
認 め ら れ れ ば 、 改 め て 個 別 の コ ン パ ニ オ ン 診 断 薬 に よ る 確 定 を 必 要 と し な い 。

資 料 １

2 6

P h y s ic ia n s ’  C h o ic e
（ n = 9 6 ）

P r e c is io n M e d ic in e
（ n = 9 9 ）

・ H o r m o n e r e c e p t o r s u b g r o u p
→  L a p a t in ib + T r a s t z u m a b , A b ir a t e r o n e ,

L e t r o z o le , T a m o x if e n

・ P I3 K / A K T / m T O R  p a t h w a y s u b g r o u p
→  E v e r o lim u s

・ R A F / M E K  p a t h w a y  s u b g r o u p
→  E r lo t in ib , S o r a f e n ib , Im a t in ib

D a s a t in ib , V e m u r a f e n ib

R
進 行 が ん 患 者

標 準 治 療 不 応 例
（ n = 2 9 3 ）

N G S 解 析

L e T o u r n e a u, C. et al. L a n c et O n c ol 1 6: 1 3 2 4 - 1 3 3 4, 2 0 1 5

S H IV A t r ia l
個 別 化 治 療 は 本 当 に 有 用 か ？

【 試 験 デ ザ イ ン 】
r a n d o mi z e d P h a s e II

【 評 価 項 目 】
主 要 評 価 項 目 ： 無 増 悪 生 存 期 間
副 次 評 価 項 目 ： 奏 効 割 合 、 安 全 性

資 料 １
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S H IV A t r ia l
個 別 化 治 療 は 本 当 に 有 用 か ？

個 別 化 治 療 は 主 治 医 選 択 の 治 療 と 比 較 し て 有 効 性 を 証 明 出 来 な か っ た 。

L e T o u r n e a u, C. et al. L a n c et O n c ol 1 6: 1 3 2 4 - 1 3 3 4, 2 0 1 5

資 料 １
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が ん 個 別 化 治 療 の 臨 床 試 験
U m b r e lla 型 試 験 と B a s k e t 型 試 験

W o o d c o o k , J. et al. N E n gl J M e d 3 7 7: 6 2 - 7 0, 2 0 1 7

【 B a s k e t 型 試 験 】
が ん 腫 を 問 わ ず に
特 定 の 遺 伝 子 型 を 対 象 に
g e n ot y p e - m at c h 薬 剤 の
有 効 性 を み る 試 験

【 U m b r e lla 型 試 験 】
特 定 の が ん 腫 を 対 象 に
各 g e n ot y p e - m at c h 薬 剤
の 有 効 性 を み る 試 験

資 料 １

2 9

が ん 遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 の 保 険 点 数

検 査 申 込 み 時 点 （ 8, 0 0 0 点 ） か ら 結 果 説 明 ま で の 間 に 患 者 が 亡 く な っ た
場 合 は 残 り の 4 8, 0 0 0 点 が 請 求 で き な い ？

⇒ 対 象 患 者 の 適 応 に 関 し て 注 意 が 必 要 （ P S 0 - 1 相 当 が 望 ま し い ）

資 料 １
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が ん 個 別 化 治 療 の 臨 床 試 験 （ 米 国 ）
が ん 個 別 化 治 療 の 有 用 性 は 現 時 点 で は 科 学 的 に 証 明 さ れ て い る と は 言 い 難 く 、
実 臨 床 に 応 用 す る に は 臨 床 試 験 の 実 施 が 必 要 不 可 欠

米 国 【 米 国 に お け る 主 要 な 臨 床 試 験 】

・ T A P U R （ T a r g et e d A g e nt a n d P r o fili n g Utili z ati o n 
R e gi st r y ） （ N C T 0 2 6 9 3 5 3 5 ）

・ N CI - M A T C H （ N ati o n al C a n c e r I n stit ut e - M ol e c ul a r 
A n al y si s f o r T h e r a p y C h oi c e ） （ N C T 0 2 4 6 5 0 6 0 ）

→ 全 癌 腫 を 対 象 に 遺 伝 子 異 常 と 多 種 の 分 子 標 的 治 療 薬 を
組 み 合 わ せ た バ ス ケ ッ ト 型 試 験

・ L u n g - M A P （ L u n g C a n c e r M a st e r P r ot o c ol ）
（ N C T 0 2 1 5 4 4 9 0 ）

→ 肺 扁 平 上 皮 が ん を 対 象 に 遺 伝 子 異 常 と 多 種 の 分 子 標 的 治 療 薬
を 組 み 合 わ せ た ア ン ブ レ ラ 型 試 験

資 料 １
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N C I- M A T C H  T r ia l
が ん ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス 結 果 に 基 づ い た 個 別 化 治 療 の 有 効 性 を

評 価 す る 全 米 最 大 規 模 試 験

【 対 象 】 進 行 固 形 が ん ま た は 悪 性 リ ン パ 腫 患 者
【 治 療 介 入 】 シ ー ク エ ン ス 結 果 に 基 づ い て 2 0 種 以 上 の

F D A 承 認 薬 ＋ 治 験 薬 で 有 効 性 を 評 価
【 試 験 デ ザ イ ン 】 P h a s e II
【 評 価 項 目 】

主 要 評 価 項 目 ： 奏 効 率
副 次 評 価 項 目 ： 6 ヵ 月 時 点 で の 無 増 悪 生 存 率

資 料 １

3 2

N C I- M A T C H  T r ia l
が ん ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス 結 果 に 基 づ い た 個 別 化 治 療 の 有 効 性 を

評 価 す る 全 米 最 大 規 模 試 験

資 料 １
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医 療 サ ー ビ ス と し て の 網 羅 的 が ん 遺 伝 子 検 査
（ 日 本 ）

施 設 サ ー ビ ス 名 標 的 遺 伝 子 数 結 果 返 却 ま で の 期 間 解 析 場 所

北 海 道 大 学
O n c o P ri m e

C L H U R C （ ～ 2 0 1 7 年 4 月 ）
2 2 3 遺 伝 子
1 6 0 遺 伝 子

5 週 間
2 週 間

海 外
国 内

東 北 大 学 M S K - I M P A C T 4 6 8 遺 伝 子 6 週 間 海 外

千 葉 大 学 O n c o P ri m e 2 2 3 遺 伝 子 5 週 間 海 外

東 京 医 科 歯 科 大 学
O n c o P ri m e

G u a r d a nt 3 6 0 
2 2 3 遺 伝 子
7 3 遺 伝 子

5 週 間
3 週 間

海 外
海 外

慶 応 義 塾 大 学 Pl e S Si si o n 1 6 0 遺 伝 子 3 週 間 国 内

順 天 堂 大 学 M S K - I M P A C T 4 6 8 遺 伝 子 6 週 間 海 外

横 浜 市 立 大 学 M S K - I M P A C T 4 6 8 遺 伝 子 6 週 間 海 外

金 沢 医 科 大 学 Pl e S Si si o n 1 6 0 遺 伝 子 3 週 間 国 内

金 沢 大 学 Pl e S Si si o n 1 6 0 遺 伝 子 3 週 間 国 内

三 重 大 学 Mi L AI 5 0 遺 伝 子 5 週 間 国 内

京 都 大 学
O n c o P ri m e

G u a r d a nt 3 6 0
2 2 3 遺 伝 子
7 3 遺 伝 子

5 週 間
3 週 間

海 外
海 外

岡 山 大 学
O n c o P ri m e

P 5
Pl e S Si si o n

2 2 3 遺 伝 子
5 2 遺 伝 子

1 6 0 遺 伝 子

5 週 間
4 週 間
3 週 間

海 外
国 内
国 内

島 根 大 学 Pl e S Si s o n 1 6 0 遺 伝 子 3 週 間 国 内

鹿 児 島 大 学 Pl e S Si si o n 1 6 0 遺 伝 子 3 週 間 国 内

資 料 １
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サ ー ビ ス 名 承 認 状 況 標 的 遺 伝 子 数 T u r n a r o u n d  t im e

M S K - IM P A C T F D A 承 認 4 6 8 遺 伝 子 3 週 間

F o u n d a tio n O n e C D x F D A 承 認 3 2 4 遺 伝 子 2 週 間

G u a r d a n t 3 6 0 未 承 認
7 3 遺 伝 子

（ リ キ ッ ド バ イ オ プ シ ー ）
2 週 間

F o u n d a tio n O n e L IQ U ID 未 承 認
7 0 遺 伝 子

（ リ キ ッ ド バ イ オ プ シ ー ）
2 週 間

医 療 サ ー ビ ス と し て の 網 羅 的 が ん 遺 伝 子 検 査
（ 米 国 ）

資 料 １
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M S K - IM P A C T
M e m o r ia l S lo a n  K e t t e r in g  C a n c e r  C e n t e r

に よ る が ん ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス 検 査

Z e hi r , A. et al. N at M e d 2 3: 7 0 3 - 7 1 3, 2 0 1 7

症 例 数 : 1 1, 3 6 9名
E x p e ct e d t u r n a r o u n d ti m e: 2 1 日
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が ん 個 別 化 治 療 の 臨 床 試 験 （ 日 本 ）
が ん 個 別 化 治 療 の 有 用 性 は 現 時 点 で は 科 学 的 に 証 明 さ れ て い る と は 言 い 難 く 、
実 臨 床 に 応 用 す る に は 臨 床 試 験 の 実 施 が 必 要 不 可 欠

日 本 【 日 本 に お け る 主 要 な 臨 床 試 験 】

・ S C R U M - J a p a n （ C a n c e r G e n o m e S c r e e ni n g P r oj e ct   
f o r I n di vi d u ali z e d M e di ci n e i n J a p a n ）

肺 が ん ： L C - S C R U M （ U MI N 0 0 0 0 1 0 2 3 4 ）
消 化 器 が ん ： GI - S C R E E N （ U MI N 0 0 0 0 1 6 3 4 3 ）

→ 産 学 連 携 全 国 が ん ゲ ノ ム ス ク リ ー ニ ン グ 事 業 と し て
ゲ ノ ム プ ロ フ ァ イ リ ン グ の 集 積 お よ び ア ン ブ レ ラ 型 試 験
の 実 施 、 疾 患 レ ジ ス ト リ の 構 築 を 目 的 と し た 試 験

・ M A S T E R K E Y （ M a r k e r A s si st e d S el e cti v e T h E r a p y i n 
R a r e c a n c e r s: K n o wl e d g e d at a b a s e E st a bli s hi n g 
r e gi st r Y P r oj e ct ） （ U MI N 0 0 0 0 2 7 5 5 2 ）

→ 希 少 が ん に 対 す る 遺 伝 子 プ ロ フ ァ イ リ ン グ と 標 的 治 療 に 関 す
る 前 向 き レ ジ ス ト リ 研 究 。
バ ス ケ ッ ト 型 の 介 入 試 験 （ 各 副 試 験 ） へ 網 羅 的 に 登 録 。

資 料 １
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体 細 胞 遺 伝 子 異 常 と
生 殖 細 胞 系 列 遺 伝 子 バ リ ア ン ト

【 体 細 胞 遺 伝 子 異 常 （ S o m a t ic 遺 伝 子 異 常 ） 】

・ が ん 細 胞 に だ け 存 在 す る 遺 伝 子 異 常 の こ と
・ 散 発 性 （ 孤 発 性 ） の 異 常 で あ り 、 子 孫 に は 遺 伝 し な い

（ 例 ） K R A S 遺 伝 子 異 常 を 有 す る 膵 が ん

【 生 殖 細 胞 系 列 遺 伝 子 バ リ ア ン ト （ G e r m lin e 遺 伝 子 バ リ ア ン ト ） 】

・ 生 ま れ つ き 全 身 の 細 胞 に 存 在 す る 遺 伝 子 バ リ ア ン ト の こ と
・ 家 族 性 の 異 常 で あ り 、 子 孫 に 遺 伝 す る 可 能 性 が あ る
・ 比 較 的 若 年 で 複 数 の 臓 器 か ら が ん が 発 生 す る 可 能 性 が あ る

（ 例 ） B R C A 1 / 2 遺 伝 子 異 常 由 来 の 乳 が ん 、 卵 巣 が ん

正 常 細 胞 腫 瘍 細 胞

癌 化

X

正 常 細 胞 腫 瘍 細 胞

癌 化

XX X
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S e c o n d a r y  G e r m lin e  F in d in g s
米 国 臨 床 遺 伝 学 会 （ A C M G ： T h e A m e ri c a n C oll e g e o f M e di c al G e n eti c s
a n d G e n o mi c s ） が ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス に 伴 う 偶 発 的 所 見 ・ 二 次 的 所 見

（ i n ci d e nt al o r s e c o n d a r y fi n di n g s） の う ち 結 果 の 開 示 を 推 奨 す る 5 9 遺 伝 子
の リ ス ト （ A C M G R e c o m m e n d ati o n s: A C M G S F v 2. 0 ） を 提 供 し て い る 。
（ htt p s: / / w w w. n c bi. nl m. ni h. g o v / cli n v a r / d o c s / a c m g / ）

遺 伝 子 名 疾 患 名

A P C 家 族 性 大 腸 ポ リ ポ ー シ ス

B M P R 1 A 若 年 性 ポ リ ポ ー シ ス 症 候 群

B R C A 1 / 2 遺 伝 性 乳 が ん 卵 巣 が ん 症 候 群

M E N 1 多 発 性 内 分 泌 腫 瘍 症 1 型

M U T Y H M Y H - 関 連 ポ リ ポ ー シ ス

M L H 1, M S H 2, M S H 6, P M S 2 L y n c h 症 候 群

N F 2 神 経 線 維 腫 症 2 型

P T E N P T E N 過 誤 腫 症 候 群 ( C o w d e n病 )

R B 1 網 膜 芽 細 胞 腫

R E T 多 発 性 内 分 泌 腫 瘍 症 2 型 、 家 族 性 甲 状 腺 髄 様 が ん

S D H A F 2, S D H B, S D H C, S D H D 遺 伝 性 パ ラ ガ ン グ リ オ ー マ 、 褐 色 細 胞 腫 症 候 群

S M A D 4 若 年 性 ポ リ ー プ

S T K 1 1 P e u t z - J e g h e r s 症 候 群

T P 5 3 リ ・ フ ラ ウ メ ニ 症 候 群

T S C 1 / T S C 2 結 節 性 硬 化 症

V H L フ ォ ン ・ ヒ ッ ペ ル ・ リ ン ド ウ 病

W T 1 W T 1 - 関 連 Wil m s 腫 瘍

【 A C M G R e g o m m e n d a t io n s 5 9 遺 伝 子 の う ち 腫 瘍 に 関 連 す る 遺 伝 子 】
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✓ B R C A 1 / 2 の 変 異 が 原 因

✓ 常 染 色 体 優 性 遺 伝

前 立 腺 が ん 、 膵 臓 が ん 等 の リ ス ク の
増 加 を 示 す 報 告 も あ る 。

•乳 が ん ： 4 0 % - 8 5 % （ 若 年 性 傾 向 ）

•対 側 の 原 発 性 乳 が ん ： 4 0 % - 6 0 %
* 同 側 の （ 新 た な ） 乳 が ん の リ ス ク も 増 加

•卵 巣 が ん ： 1 5 % - 4 0 %

男 性 乳 が ん の リ ス ク の 増 加

遺 伝 性 乳 が ん ・ 卵 巣 が ん 症 候 群 （ H B O C ）

【 B R C A 1 / 2 と 生 涯 の 発 が ん リ ス ク 】

資 料 １
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A C M G r e c o m m e n d a t io n s
に 変 異 あ り

A C M G r e c o m m e n d a t io n s
以 外 の 遺 伝 子 に 変 異 あ り

P a t h o g e n ic 変 異
の 報 告 あ り

開 示 す る

院 内 の エ キ ス パ ー ト パ ネ ル で 、 病 的 意 義 の
有 無 に つ い て 検 討

意 義 無 し の 判 断意 義 有 り の 判 断

開 示 し な い

V U S (v a r ia n t  o f  u n k n o w n  s ig n if ic a n c e )
（ 臨 床 的 意 義 不 明 ）

慶 應 義 塾 大 学 病 院 が ん 遺 伝 子 外 来 に お け る
S e c o n d a r y  g e r m lin e  f in d in g s の 対 応

資 料 １
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M S K - IM P A C T
M e m o r ia l S lo a n  K e t t e r in g  C a n c e r  C e n t e r

に よ る が ん ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス 検 査

Z e hi r , A. et al. N at M e d 2 3: 7 0 3 - 7 1 3, 2 0 1 7

D r u g g a bl e 遺 伝 子 異 常 の 検 出 率 : 3 7 %
G e n ot y p e - m at c h e d t ri al に 参 加 で き た 割 合 ： 1 1 % 
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検 査 の 実 施検 査 の 実 施

が ん 遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 申 込 みが ん 遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 申 込 み

外 来 で 検 査 結 果 ・ 治 療 方 針 の 説 明外 来 で 検 査 結 果 ・ 治 療 方 針 の 説 明

治 験 登 録 の 基 準 に 合
う 遺 伝 子 異 常 の 検 出
治 験 登 録 の 基 準 に 合
う 遺 伝 子 異 常 の 検 出

保 険 診 療 対 象 外
（ 適 応 外 申 請 ）

適 切 な 治 験 に 登 録
し て 治 療

保 険 診 療 内 で
治 療 を 実 施

日 本 国 内 の 治 験 へ の
紹 介

日 本 国 内 の 治 験 へ の
紹 介

保 険 診 療 対 象 外
（ 先 進 医 療 B ）

（ 患 者 申 出 療 養 制 度 ）
治 療 費 の 負 担

小 大

が ん 遺 伝 子 診 断 後 の 治 療

標 準 治 療 が す べ て 終 了標 準 治 療 が す べ て 終 了

適 応 外 使 用
を 考 慮

M S I- h ig h
N T R K 遺 伝 子 融 合

M S I- h ig h
N T R K 遺 伝 子 融 合

資 料 １
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遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 に 基 づ く が ん 診 療 ガ イ ダ ン ス （ 1 .0 版 ）
2 0 1 7 年 1 0 月 1 1 日 （ 第 1 .0 版 ）

治 療 効 果 エ ビ デ ン ス レ ベ ル 分 類 エ ビ デ ン ス レ ベ ル に 基 づ く 対 応 例

1 A
当 該 が ん 種 に お い て コ ン パ ニ オ ン 診 断 薬 と し て 薬 事 承 認
さ れ た 遺 伝 子 異 常

コ ン パ ニ オ ン 診 断 の 結 果 も ふ ま え 承 認 さ れ た 治 療 薬 の
使 用 を 考 慮

1 B

当 該 が ん 種 に お い て コ ン パ ニ オ ン 診 断 薬 と し て F D A で 承 認
さ れ た 遺 伝 子 異 常

十 分 な 科 学 的 根 拠 が あ り 、 治 験 ・ 先 進 医 療 ・ 適 応 外 使
用 等 の 評 価 療 養 や 患 者 申 出 療 養 等 の 保 険 外 併 用 療 養 費
制 度 の 利 用 を 考 慮 す る

当 該 が ん 腫 に お い て バ イ オ マ ー カ ー に よ る 患 者 選 択 を 行 う
前 向 き 臨 床 試 験 も し く は メ タ 解 析 デ ー タ に よ り 臨 床 的 有 用 性
が 得 ら れ て い る 遺 伝 子 異 常

2 A
当 該 が ん 種 に お い て 、 前 向 き 臨 床 試 験 の サ ブ グ ル ー プ 解 析 に
よ り 臨 床 試 験 有 用 性 を 示 す 結 果 が 得 ら れ て い る 遺 伝 子 異 常

科 学 的 根 拠 が あ り 、 治 験 ・ 先 進 医 療 ・ 適 応 外 使 用 等 の
評 価 療 養 や 患 者 申 出 療 養 等 の 保 険 外 併 用 療 養 費 制 度 の
利 用 を 考 慮 す る

2 B
異 な る が ん 種 に お い て 薬 事 承 認 さ れ て い る 、 も し く は 臨 床 的
有 用 性 を 示 す 結 果 が 得 ら れ て い る 遺 伝 子 異 常

科 学 的 根 拠 が あ り 、 治 験 ・ 先 進 医 療 ・ 適 応 外 使 用 等 の
評 価 療 養 や 患 者 申 出 療 養 等 の 保 険 外 併 用 療 養 費 制 度 の
利 用 を 考 慮 す る

3 A
科 学 的 知 見 に 基 づ く 症 例 報 告 等 に よ り 臨 床 的 有 用 性 と の 関 連
が 報 告 さ れ て い る 遺 伝 子 異 常

ヒ ト へ の 投 与 の 報 告 が あ る こ と を 踏 ま え 、 患 者 の 治 験
等 の 状 況 を 踏 ま え て 、 エ キ ス パ ー ト パ ネ ル で の 議 論 を
経 て 結 果 返 却 。 科 学 的 根 拠 は 十 分 で は な い が 、 治 験 ・
先 進 医 療 等 の 考 慮 を し て も よ い

3 B
In  v it r o 及 び in  v iv o で の 薬 力 学 的 評 価 に よ り 治 療 効 果 と の
関 連 が 報 告 さ れ て い る 遺 伝 子 異 常

一 定 の 科 学 的 根 拠 が あ る が 、 ヒ ト へ の 投 与 が な い こ と
か ら 、 原 則 結 果 を 返 却 し な い が 、 近 い 将 来 エ ビ デ ン ス
レ ベ ル が 上 が る こ と が 見 込 ま れ る

4 が ん に 関 与 す る こ と が 知 ら れ て い る 遺 伝 子 異 常
現 時 点 で 治 療 選 択 に 関 す る 科 学 的 根 拠 は な い が 将 来 の
た め に 情 報 の 蓄 積 を 行 う

資 料 １
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新 エ ビ デ ン ス レ ベ ル 分 類 改 定 案 （ 2 0 1 9 年 6 月 現 在 ）

基 準 日 本 三 学 会 米 国 三 学 会 造 血 器 腫 瘍 改 定 案 原 案

当 該 が ん 種 、 国 内 承 認 薬 が あ る 遺 伝 子 異 常 1 A A A

当 該 が ん 種 、 F D A 承 認 薬 が あ る 遺 伝 子 異 常 1 B A A A

当 該 が ん 種 、 ガ イ ド ラ イ ン 記 載 さ れ て い る 1 B A A A

当 該 が ん 種 、 統 計 的 信 憑 性 の 高 い 臨 床 試 験 ・ メ タ 解 析 と
専 門 家 間 の コ ン セ ン サ ス が あ る

2 A B B B

異 な る が ん 種 、 国 内 ま た は F D A 承 認 薬 あ り 2 B C C C

異 な る が ん 種 、 統 計 的 信 憑 性 の 高 い 臨 床 試 験 ・ メ タ 解 析
と 専 門 家 間 の コ ン セ ン サ ス が あ る

C

（ が ん 種 に 関 わ ら ず ） 規 模 の 小 さ い 臨 床 試 験 で 有 用 性 が
示 さ れ て い る

C D C

臨 床 試 験 の 選 択 基 準 に 使 用 さ れ て い る C C -

（ が ん 種 に 関 わ ら ず ） 症 例 報 告 で 有 用 性 が 示 さ れ て い る 3 A D D

前 臨 床 試 験 （ i n vi t r oや i n vi v o） で 薬 剤 の 治 療 効 果 と の
関 連 が 報 告 さ れ て い る

3 B D D E

が ん に 関 与 す る こ と が 知 ら れ て い る 4 F

薬 剤 耐 性 変 異 R

【 治 療 効 果 に 関 す る エ ビ デ ン ス レ ベ ル 分 類 （ エ ビ デ ン ス レ ベ ル ） 】

【 薬 剤 へ の 到 達 性 の 指 標 （ ア ク セ シ ビ リ テ ィ ） 】

1  当 該 疾 患 で 国 内 承 認 薬 あ り
2  当 該 疾 患 で 国 内 臨 床 試 験 あ り
3  他 疾 患 で 国 内 承 認 薬 あ り （ 適 応 外 ）
4  当 該 疾 患 で 海 外 臨 床 試 験 あ り
5  F D A 承 認 （ 疾 患 問 わ ず ）
6  上 記 以 外

・ 具 体 例
乳 が ん に お け る B R C A 変 異 A - 1
大 腸 が ん に お け る E R B B 2 増 幅 B - 2
膵 が ん に お け る B R C A 変 異 C - 3

資 料 １
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未 承 認 ・ 適 応 外 薬 に 対 す る 対 応 の 流 れ
資 料 １
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新 た な 患 者 申 出 療 法 制 度
資 料 １
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臓 器 横 断 的 に 実 施 可 能 な
保 険 適 応 内 の 治 療 （ 2 0 1 9 年 7 月 現 在 ）

薬 剤 名 （ 商 品 名 ） バ イ オ マ ー カ ー 適 応

P e m b r oli z u m a b
（ キ イ ト ル ー ダ ）

M SI - hi g h が ん 化 学 療 法 後 に 増 悪 し た 進 行 ・ 再 発
の 高 頻 度 マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト 不 安 定 性
（ M SI - Hi g h ） を 有 す る 固 形 癌

E nt r e cti ni b
（ ロ ズ リ ー ト レ ク ）

N T R K f u si o n N T R K 融 合 遺 伝 子 陽 性 の 進 行 ・ 再 発
の 固 形 癌

資 料 １
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遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 （ C L H U R C ＋ P le S S is io n ）
の 成 績 （ 2 0 1 6 年 4 月 ～ 2 0 1 8 年 4 月 ）

• 解 析 実 績 数

– 再 生 検 、 再 解 析 は 除 く

– 2 8 1 症 例

（ C L H U R C 1 6 1 症 例

Pl e S Si si o n 1 2 0 症 例 ）

– T u r n a r o u n d ti m e （ C L H U R C ）

中 央 値 2 0 日 （ ９ - 6 5 日 ）

• 遺 伝 子 異 常 検 出 率

– A cti o n a bl e 遺 伝 子 異 常 ： 9 2 %

– D r u g g a bl e 遺 伝 子 異 常 ： 5 9 %

• G e n o m e  m a t c h e d  t h e r a p y の 有 効 性

– 治 療 実 施 率 ： 1 3 %

– 奏 効 割 合 （ P R 以 上 ） ： 3 8 %

– 病 態 制 御 割 合 （ S D 以 上 ） ： 7 3 %

• G e r m lin e 遺 伝 子 異 常 検 出 割 合

– Cli n V a r Li k el y P at h o g e ni c 以 上 ： 9. 5 %

大 腸 癌

1 8 %

膵 癌

1 4 %

乳 癌

8 %

子 宮 癌

7 %胃 癌

7 %

卵 巣 癌

6 %

肺 癌

6 %

胆 道 癌

5 %

泌 尿 器 癌

4 %

食 道 癌

4 %

頭 頸 部 癌

3 %

肉 腫

2 %

原 発 不 明 癌

2 %

造 血 器

2 %

肝

1 %

そ の 他

1 0 %

【 臓 器 別 内 訳 】

資 料 １

5 0

ご 静 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

慶 応 義 塾 大 学 医 学 部 腫 瘍 セ ン タ ー ゲ ノ ム 医 療 ユ ニ ッ ト

ユ ニ ッ ト 長 ・ 教 授 西 原 広 史
統 括 マ ネ ー ジ ャ ー ・ 助 教 林 秀 幸
特 任 助 教 今 井 光 穂
特 任 助 教 永 妻 晶 子
特 任 助 教 四 十 物 絵 理 子
特 任 助 教 （ 北 斗 病 院 兼 任 ） 加 藤 容 崇
大 学 院 生 鈴 木 な つ め
看 護 師 持 田 か お り
臨 床 検 査 技 師 山 田 寛
臨 床 検 査 技 師 赤 羽 智 子
臨 床 検 査 技 師 柳 田 絵 美 衣
臨 床 検 査 技 師 佐 々 木 瑛 里
教 授 秘 書 辻 野 千 晶
教 室 秘 書 中 條 智 子

腫 瘍 セ ン タ ー 長 ・ 准 教 授 高 石 官 均
副 セ ン タ ー 長 ・ 講 師 浜 本 康 夫

質 問 な ど あ れ ば
r o c k - h a y a s h i- p o p @ r h y t h m .o c n .n e .jp ま で

資 料 １

5 1

が ん 遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 後 の 治 療 選 択

ド ラ イ バ ー 遺 伝 子 に
基 づ く 薬 剤 が な い

緩 和 ケ ア緩 和 ケ ア
P S > 2

そ の 他 の 固 形 が ん

標 準 治 療 が す べ て 終 了

遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 （ 保 険 診 療 ）
（ N C C オ ン コ パ ネ ル ・ F o u n d a t io n O n e ）

P S ＝ 0, 1

原 発 不 明 が ん ・ 希 少 が ん

P S ＝ 0, 1

治 療 費 の 負 担

小 大

保 険 適 応 内 で 実 施
（ M S I- H ig h 、 N T R K f u s io n ）

適 応 外 使 用
（ 自 費 、 患 者 申 し 出 療 養 、

先 進 医 療 B ）

治 験
（ 企 業 治 験 、 拡 大 治 験 、

医 師 主 導 治 験 ）

治 験
（ 企 業 治 験 、 拡 大 治 験 、

医 師 主 導 治 験 ）

ド ラ イ バ ー 遺 伝 子 に 基 づ く 推 奨 薬 剤 が あ る （ 検 査 受 診 者 の 約 4 0 % 程 度 ）

5 1 2 8

【 初 診 時 全 身 状 態 P S : 0 - 1 の 患 者 】
P S 0 P S 1

4 7 ( 5 9 %) 1 4 6 6 6

【 結 果 説 明 時 （ 4 - 6 週 後 ） の 全 身 状 態

治 療 可 能 P S 3 以 上 緩 和 逝 去 不 明

資 料 １

4 9
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1 st Dri v er

E G F R, B R A F, E R K
i n hi bit or

2 n d Dri v er

E G F R, B R A F, E R K
i n hi bit or

Br e a k O F F

C h e m ot h e r a p y – i n d u c e d 
m ut a g e n e si s & R el a p s e

Br e a k O F F

C hr o m o s o m al I n st a bilit y

腫 瘍 の h et er o g e nit y が 治 療 抵 抗 ク ロ ー ン を ⽣ む

資 料 ３

4

肺 が ん の ド ラ イ バ ー 遺 伝 ⼦ 変 異

N at ur e V ol 5 1 1, 5 4 5, 2 0 1 4 を 改 変

✓ 肺 腺 が ん 患 者 の 7 5 ％ 以 上 が
治 療 が 可 能 な 変 異

1 5 %

3 0 %

5 %

2 %2 %4 %

4 2 %

E G F R K R A S
A L K H E R 2
B R A F ot h ers

資 料 ３

3

P a s s e n g e r h ot s p ot m ut ati o n s 
a s a n e xt t h e r a p e uti c t a r g et i n c a n c e r

資 料 ３

5

S w a n to n  C , G o v in d a n R . N  E n g l J M e d  2 0 1 6 ;3 7 4 :1 8 6 4 -1 8 7 3 .

E arl y f o u n d er cl o n al s o m ati c 
m ut ati o n al e v e nt s

G e n o m e -d o u bli n g e v e nt s

S u b cl o n al dri v er e v e nt s *

tr u n k of t h e e v ol uti o n ar y tr e e

br a n c h e s of t h e e v ol uti o n ar y tr e e

* c h e m ot h er a p y m a y dri v e d e n o v o 
m ut a g e n e si s

C hr o m o s o m al I n st a bilit y i n d u c e 
e v ol uti o n of c a n c er

が ん の 進 化 と ド ラ イ バ ー 変 異
資 料 ３

2

ゲ ノ ム を 制 御 す る 新 規 n o n - c o d in g R N A
の 単 離

東 京 医 科 大 学 分 子 病 理 学 分 野

黒 田 雅 彦

資 料 ３

1

真 の ド ラ イ バ ー 変 異 と は ？

が ん の 発 ⽣ メ カ ニ ズ ム は ？

資 料 ３

6
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htt p s:/ / w w w. s ci e n c e dir e ct. c o m / s ci e n c e / arti cl e / pii / S 0 1 6 3 7 2 5 8 1 6 3 0 0 1 2 2

N o n -c o di n g R N A c o m p ri s e a m u c h l a r g e r p o rti o n 

of t h e h u m a n g e n o m e t h a n p r ot ei n -c o di n g R N A

資 料 ３

8

DI C E R 1 d o m ai n

ds R N A 
bi n di n g

P A ZH eli c a s e R N a s e Ⅲ a

R N a s e Ⅲ b

P B R M

R N a s e Ⅲ b

M et al -bi n di n g sit e( 1 7 0 5, 1 7 0 9) ( 1 8 1 0, 1 8 1 3)

DI C E R 1 s y n dr o m e
I n h erit e d di s e a s e wit h m ut ati o n s c h ar a ct eri sti c of DI C E R 1 g e n e

S ci e n c e. Hi zll et al. 2 0 0 9, 9 6 5. G e z z n e a n d D e v. K u m ar et al. 2 0 0 9, 2 7 0 0 

資 料 ３

9

DI C E R 1 s y n dr o m e

N u cl e u s

D N A

Pri -mi R N A

C yt o pl a s m

A G O 1 〜 4

m R N A d e gr a d ati o n

Tr a n sl ati o n al r e pr e s si o n

Pr e -mi R N A

M at ur e mi R N A

D R O S H A

X P O 5

a c c u m ul ati o n of
a b n o m al mi R N A

DI C E R 1 M ut a nt dr a m ati c all y 
alt ers mi R N A e x pr e s si o n

資 料 ３

1 0

D IC E R 1 sy n d ro m e

• Pl e ur o p ul m o n ar y bl a st o m a
• R h a b d o m y o s ar c o m a
• C ysti c n e p hr o m a
• Wil m s t u m ors
• M ulti n o d ul ar g oit er
• S ert oli -L e y di g c ell t u m or
• M e d ull o bl a st o m a
• S e mi n o m a
• I ntr a o c ul ar m e d ull o e pit h eli o m a

DI C E R 1 s y n dr o m e
I n h erit e d di s e a s e wit h m ut ati o n s c h ar a ct eri sti c of DI C E R 1 g e n e

S ci e n c e. Hill et al. 2 0 0 9, 9 6 5. G e n e  a n d D e v. K u m ar et al. 2 0 0 9, 2 7 0 0 

資 料 ３

1 1

N o n -c o di n g R N A に 注 ⽬ す る

資 料 ３

7

htt p s:/ / w w w. s ci e n c e dir e ct. c o m / s ci e n c e / arti cl e / pii / S 0 1 6 3 7 2 5 8 1 6 3 0 0 1 2 2

L o n g n o n -c o di n g R N A i nt e r a cti o n s a n d a cti o n s

資 料 ３

1 2
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L n c R N A s h a v e b e e n i m pli c at e d i n k e y h all m a r k s of c a n c e r a n d 

c a n c o nt ri b ut e t o t h e o n s et a n d p r o g r e s si o n of c a n c e r.

P h ar m a c ol T h er . 2 0 1 6 M a y; 1 6 1: 6 7 -7 8. d oi : 1 0. 1 0 1 6/j. p h ar mt h er a. 2 0 1 6. 0 3. 0 0 4. E p u b 2 0 1 6 M ar 2 2.

資 料 ３

1 4

S N P s o n L n c R N A s I n v ol v e d i n C a n c e r

Hi g h T hr o u g h p ut. 2 0 1 8 N o v 1 6; 7( 4). pii : E 3 4. d oi : 1 0. 3 3 9 0 / ht 7 0 4 0 0 3 4.

資 料 ３

1 5

Hi g h T hr o u g h p ut. 2 0 1 8 N o v 1 6; 7( 4). pii : E 3 4. d oi : 1 0. 3 3 9 0 / ht 7 0 4 0 0 3 4.

資 料 ３

1 6

Hi g h T hr o u g h p ut. 2 0 1 8 N o v 1 6; 7( 4). pii : E 3 4. d oi : 1 0. 3 3 9 0 / ht 7 0 4 0 0 3 4.

資 料 ３

1 7

L o n g n o n -c o di n g R N A a s s o ci at e d wit h h u m a n c a n c e r

P h ar m a c ol T h er . 2 0 1 6 M a y; 1 6 1: 6 7 -7 8. d oi : 1 0. 1 0 1 6/j. p h ar mt h er a. 2 0 1 6. 0 3. 0 0 4. E p u b 2 0 1 6 M ar 2 2.

資 料 ３

1 3

• N o n -c o di n g R N A c o m p ri s e a m u c h l a r g e r p o rti o n of t h e 

h u m a n g e n o m e t h a n p r ot ei n -c o di n g R N A

• I n t h e l a st d e c a d e, it h a s b e e n d e m o n st r at e d t h at l o n g n o n-
c o di n g R N A s a r e i n v ol v e d i n c a n c e r d e v el o p m e nt

• l n c R N A st u di e s c o ul d l e a d t o t h e i d e ntifi c ati o n of n o v el 
t a r g et s f o r t h e d e v el o p m e nt of i n n o v ati v e t h e r a pi e s

資 料 ３

1 8
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P r o m ot e r a n d e n h a n c e r -a s s o ci at e d l n c R N A s r e g ul at e 
m a n y g e n e s i n v ol v e d i n t u m o r d e v el o p m e nt

E n h a n c e r

P r o m ot e r

D ri v e r g e n e
T u m o r 

d e v el o p m e nt

資 料 ３

2 0

新 規 の エ ン ハ ン サ ー l n c R N Aを 単 離 す る

資 料 ３

2 1

T h e t r a n s c ri pti o n al st a rt p oi nt of n o v el l n c R N A i s r e c o r d e d

i n t h e r a w d at a of C A G E of F A N T O M 5 d at a b a s e

Tr a n s c ri pti o n al st a rt p oi nt of 
n o v el l n c R N A

N o v el pr o m ot e r -a s s o ci at e d l n c R N A

B L U m R N A

資 料 ３

2 3

mi R -3 4 a i n d u c e d tr a n s c ri pti o n of B L U t u m o r s u p p r e s s e r g e n e 
vi a n o v el p r o m ot e r -a s s o ci at e d l n c R N A

資 料 ３

2 2

ど の よ う な メ カ ニ ズ ム が 存 在 す る か

R N A 転 写 産 物 に は R N A が 結 合 す る 事 が 可 能

mi R N A に 注 ⽬ し l n c R N Aと 遺 伝 ⼦ 発 現 を 検 討 す る

資 料 ３

2 4

M a n y l n c R N A e x p r e s s e d f r o m r e g ul at o r y r e gi o n s 
s u c h a s g e n e p r o m ot e r s a n d e n h a n c e r s 

資 料 ３

1 9
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T h e i n d u cti o n of B L U t u m or s u p pr e s s or b y mi R -3 4 a m a y b e 
a c o m m o n p h e n o m e n o n f or l u n g c a n c er

C al u -3 A 5 4 9

L u n g c a n c e r C e r vi c al c a n c e r

資 料 ３

2 6

l n c R N Aは mi R N A の 結 合 し 機 能 し て
い る の か ？

資 料 ３

2 8

T h e t w o mi R -3 4 a bi n di n g sit e s i n t h e l n c R N A a r e e s s e nti al 
f o r t h e i n d u cti o n of B L U tr a n s c ri pti o n b y mi R -3 4 a 

資 料 ３

2 9

B L U t u m or s u p pr e s s or i s i n d u c e d b y mi R -3 4 a

V ali d ati o n of B L U ( Z M Y N D 1 0) u p -r e g ul ati o n 
b y r e al -ti m e P C R a n d i m m u n o bl otti n g

H 1 2 9 9

資 料 ３

2 5

本 当 に l n c R N Aが ゲ ノ ム の 制 御 を し
て い る の か ？

資 料 ３

3 0

― 7 6 ―



mi R -3 4 a a n d A G O 2 p r ot ei n w e r e l o c ali z e d n ot o nl y 

i n c yt o pl a s mi c b ut al s o n u cl e a r

資 料 ３

3 2

l n c R N Aが ゲ ノ ム の 転 写 （ 標 的 遺 伝
⼦ ） に 関 与 す る か ？

資 料 ３

3 3

A G O 1 a n d A G O 2 bi n d a cti v at e d R N A p ol y m e r a s e II a n d 
B L U p r o m ot e r -a s s o ci at e d l n c R N A i n t h e n u cl e u s

資 料 ３

3 5

A G O

R N A P ol II

A G O

R N A P ol II

A G O

R N A P ol II

A G O

R N A P ol II

S 5 -P
S 2 -P

S 5 -P
S 2

l n c R N A l n c R N A l n c R N A

B L U m R N A

R e cr uit m e nt I niti ati o n / P a u si n g El o n g ati o n

S 5
S 2

N o v el p r o m ot e r -a s s o ci at e d l n c R N A r e c r uit s t h e mi R -3 4 -A G O -R N A PII c o m pl e x 
t o i n d u c e t h e e x p r e s si o n of B L U i n n o n -s m all c ell l u n g c a n c e r

資 料 ３

3 4

T h e n o v el mi ni m al -l e n gt h h air pi n R N A s a r e g e n e r at e d b y 
Di c e r 1 a n d A g o 2 – i n d e p e n d e nt m e c h a ni s m s  

Pri m a r y 
mi R N A

D r o s h a

P r e c u r s o r 
mi R N A

Di c e r 1

M at u r e
mi R N A

T a r g et 
m R N A

A A A AG p p p

A g o 1 ~ 4

RI S C

G p p p

A g o ?

D N A

N u cl e a r

C yt o pl a s m

A g o 2

o r

資 料 ３

3 1
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キ イ ト ル ー ダ は 従 来 の 悪 性 黒 色 腫 、 非 小 細 胞 性 肺 が ん 、 ホ ジ
キ ン リ ン パ 腫 、 尿 路 上 皮 癌 に 加 え て 、 2 0 1 8 年 1 2 月 2 １ 日 に
「 が ん 化 学 療 法 後 に 増 悪 し た 進 行 ・ 再 発 の 高 頻 度 マ イ ク ロ サ
テ ラ イ ト 不 安 定 性 （ M SI - Hi g h ） を 有 す る 固 形 が ん 」 に 適 応
拡 大 さ れ た 。 キ イ ト ル ー ダ は ゲ ノ ム 情 報 を も と に が ん 種 や 臓
器 横 断 的 に 承 認 さ れ た 最 初 の 抗 が ん 剤 。

キ イ ト ル ー ダ の 適 応 拡 大

M S D よ り

資 料 ４

4

オ プ ジ ー ボ や キ イ ト ル ー ダ は ヒ ト 化 モ ノ ク
ロ ー ナ ル 抗 体 で 、 不 活 性 化 T 細 胞 上 の P D - 1
に 結 合 す る こ と に よ り 、 が ん 細 胞 を 攻 撃 す
る T 細 胞 を 再 活 性 化 す る と 考 え ら れ て い る 。

免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤
（ が ん 免 疫 薬 ）

資 料 ４

3

国 内 初 、 ゲ ノ ム 情 報 も と に 免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト
阻 害 剤 に よ る 肉 腫 治 療 始 ま る

2 0 1 9/ 0 4/ 1 3

国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 肉 腫 セ ン タ ー

資 料 ４

5

2 0 1 9 年 4 月 1 6 日 、 1 7 日 の 報 道

三 田 病 院 で 肉 腫 の ゲ ノ ム 情 報 に 基 づ き

我 が 国 で は じ め て が ん 免 疫 薬 を 肉 腫 患 者

に 投 薬 し た 。

資 料 ４

2

が ん ゲ ノ ム 医 療 元 年 - 肉 腫 治 療 へ の 展 開

国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院
肉 腫 セ ン タ ー
高 橋 克 仁

が ん プ ロ 構 成 ８ 大 学 シ ン ポ ジ ウ ム

学 生 参 加 ワ ー ク シ ョ ッ プ

2 0 1 9 年 7 月 2 ６ 日
赤 坂 キ ャ ン パ ス資 料 ４

1

肉 腫 ゲ ノ ム 情 報 解 析

高 頻 度 マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト
不 安 定 性

免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤

が ん 化 学 療 法 後 に 増 悪 し た 進 行 ・ 再 発 の 肉 腫 に 対 す る
ゲ ノ ム 情 報 に も と づ く 薬 物 治 療

マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト 安 定

そ の 他 の 抗 が ん 剤
治 験 薬 を 選 別

（ 国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 肉 腫 セ ン タ ー ）

遺 伝 子 パ ネ ル 検 査
リ キ ッ ド バ イ オ プ シ 検 査
全 エ ク ソ ン ゲ ノ ム 検 査 等

今 回 の ケ ー ス

資 料 ４

6
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R ar e C a n c ers
希 少 が ん

骨 肉 腫 0. 5 9 / 1 0 万 人
GI S T （ 消 化 間 間 質 腫 瘍 ） 0. 7 2 / 1 0 万 人
軟 部 肉 腫 3. 6 0 / 1 0 万 人
希 少 が ん の 定 義 ＜ 6. 0 0 / 1 0 万 人

院 内 が ん 登 録
毎 年 の 推 定 罹 患 率

希 少 が ん 医 療 支 援 の あ り 方 に 関 す る 検 討 会
⇨ が ん 対 策 基 本 法 改 訂 （ 2 0 1 6 年 1 2 月 ）
⇨ が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 プ ラ ン （ 2 0 1 ７ 年 ９ 月 ）

資 料 ４

8

K y ot o 2 0 1 1S hir a k a w a -g o 2 0 0 7

O s a k a 2 0 1 2

ご 支 援 に 感 謝 し ま す

白 川 郷

京 都 大 学

大 阪 大 学

H o n ol ul u 2 0 1 4
寺 岡 先 生

中 村 先 生

大 山 先 生

大 西 さ ん

西 館 さ ん

大 野 先 生 Dr. M a ki

資 料 ４

9

第 9 回 日 本 臨 床 腫 瘍 学 会 中 国 ・ 四 国 地 区 大 会

2 0 1 9 年 ３ 月 9 日 、 岡 山 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー

希 少 が ん 医 療 支 援 の あ り 方 に 関 す る 検 討 会

2 0 1 5 年

資 料 ４

1 0

( 1) 診 療 体 制 の 問 題
発 生 臓 器 （ 頭 か ら 足 の 先 ま で 全 臓 器 ）

発 症 年 齢 （ 小 児 か ら 老 年 ま で 全 年 齢 ）

軟 部 肉 腫 は 最 も 医 療 困 難 な 希 少 が ん

(2 )治 療 の 問 題
５ ０ ％ 以 上 の 患 者 に 奏 功 (縮 小 )が 期 待
で き る 保 険 適 用 の 治 療 薬 （ な い ）

我 が 国 の 臓 器 別 / 年 齢 別 の 診 療 体 制 や
専 門 医 養 成 制 度 に な じ ま な い

2 0 1 5 年 5 月 厚 生 労 働 省
希 少 が ん 検 討 会
参 考 人 資 料 よ り

資 料 ４

1 1

癌 ( C a r ci n o m a)と 肉 腫 ( S a r c o m a)

外 部 環 境

胃 癌
食 道 癌
喉 頭 癌

肝 臓 癌
膵 臓 癌

大 腸 癌

肺 癌
乳 癌

腎 臓 癌
膀 胱 癌
前 立 腺 癌
子 宮 癌

外 部 環 境
骨 肉 腫
軟 部 肉 腫

G IS T
軟 部 肉 腫

G IS T
軟 部 肉 腫

軟 部 肉 腫 ； 8 5 ％
骨 肉 腫 ； 1 5 ％

（ 成 人 で は ～ 6 0 ％ が 胸 部 腹 部 内 臓 、
後 腹 膜 、 頭 頸 部 に 発 生 す る ）

内 部 要 因

G IS T
軟 部 肉 腫

環 境 要 因 と 内 部 要 因
9 8 ％ 2 ％

腫 瘍 の
ゲ ノ ム
解 析

バ イ オ ・
ゲ ノ ム
マ ー カ ー

資 料 ４

7

が ん 対 策 基 本 法 改 訂
2 0 1 6 年 1 2 月

患 者 数 の 少 な い 希 少 が ん や 治 癒 が 特 に 困 難
で あ る 難 治 が ん に つ い て 、 疾 患 本 体 の 解 明
お よ び 革 新 的 な 予 防 ・ 診 断 ・ 治 療 法 開 発 の
促 進 が 法 律 に よ っ て 定 め ら れ た 。

資 料 ４

1 2

― 7 9 ―



― 8 0 ―



― 8 1 ―



 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ - ３ .多 職 種 協 働 市 民 公 開  

シ ン ポ ジ ウ ム   
     

令 和 元 年 ９ 月 ８ 日  
  

 

 

― 8 3 ―



銀 座 線 ・ 丸 ノ 内 線 「 赤 坂 見 附 駅 」 Ａ 出 入 口 よ り 徒 歩 3 分

が ん ゲ ノ ム 医 療 ～ 治 療 へ の 展 開 ～

【 お 申 込 み ・ お 問 合 せ 先 】

● 申 込 締 切 ： ９ 月 ５ 日 （ 木 ） 必 着
● 申 込 方 法 ： E m a il ま た は F A X

① 氏 名 （ ﾌ ﾘ ｶ゙ ﾅ ） 、 ② 連 絡 先 （ T el / E - m ail ） 、 ③ 同 伴 者 氏 名

（ 同 伴 者 が い る 場 合 ） を ご 記 入 の う え 、

下 記 宛 E m a il ま た は F A X で お 申 し 込 み く だ さ い 。

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 が ん プ ロ 事 務 局

T e l :  0 3 - 5 5 7 4 - 3 9 0 0 F a x  :  0 3 - 5 5 7 4 - 3 9 0 1

E - m a i l :  g a n p r o - j i m u k y o k u @ i u h w . a c . j p

日 時 : 令 和 元 年 ９ 月 ８ 日 ( 日 )  １ ３ ： ０ ０ ～ １ ６ ： １ ５ ( 開 場 １ ２ ： ３ ０ )

会 場 : 国 際 医 療 福 祉 大 学 東 京 赤 坂 キ ャ ン パ ス ３ 階 多 目 的 ホ ー ル
〒 1 0 7 - 8 4 0 2 東 京 都 港 区 赤 坂 4 丁 目 1 - 2 6

専 門 の 方 だ け で は な く 、 一 般 の 方 も お 気 軽 に お 申 込 み く だ さ い 。

文 部 科 学 省 事 業 多 様 な 新 ニ ー ズ に 対 応 す る 「 が ん 専 門 医 療 人 材 （ が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ） 」 養 成 プ ラ ン
「 未 来 が ん 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 プ ラ ン 」

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 多 職 種 協 働 市 民 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム

● 開 会 挨 拶 ( 1 3 ： 0 0 ～ 1 3 ： 1 0 )
三 浦 総 一 郎 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 長

● 第 １ 部 ( 1 3 ： 1 0 ～ 1 4 ： 1 0 )
基 調 講 演 ： が ん ゲ ノ ム 医 療 の 展 望
講 師 ： 間 野 博 行 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー 研 究 所 長

● 第 ２ 部 ( 1 4 ： 2 5 ～ 1 5 ： 5 5 )
① 1 4 ： 2 5 ～ 1 4 ： 5 5

テ ー マ ： が ん プ レ シ ジ ョ ン メ デ ィ シ ン に お け る 治 療 選 択 の 実 際

講 師 ： 西 原 広 史 慶 應 義 塾 大 学 教 授 腫 瘍 セ ン タ ー ゲ ノ ム 医 療 ユ ニ ッ ト 長

林 秀 幸 慶 應 義 塾 大 学 助 教 腫 瘍 セ ン タ ー ゲ ノ ム 医 療 ユ ニ ッ ト 統 括 マ ネ ー ジ ャ ー

② 1 4 ： 5 5 ～ 1 5 ： 2 5
テ ー マ ： が ん ゲ ノ ム 医 療 の 教 育 と マ ル チ プ レ ッ ク ス パ ネ ル 検 査 を 用 い た 治 療 へ の 展 開

講 師 ： 池 田 貞 勝 東 京 医 科 歯 科 大 学 准 教 授 腫 瘍 セ ン タ ー 副 セ ン タ ー 長

③ 1 5 ： 2 5 ～ 1 5 ： 5 5
テ ー マ ： が ん 免 疫 療 法 に お け る プ レ シ ジ ョ ン メ デ ィ シ ン
講 師 ： 河 上 裕 国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 長

● 総 合 討 論 ( 1 5 ： 5 5 ～ 1 6 ： 1 5 )

【 プ ロ グ ラ ム 】

参 加
無 料

事 前
申 込

座 長 ： 辻 省 次 国 際 医 療 福 祉 大 学 教 授 ゲ ノ ム 医 学 研 究 所 長

池 田 貞 勝 東 京 医 科 歯 科 大 学 准 教 授 腫 瘍 セ ン タ ー 副 セ ン タ ー 長
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が ん 免 疫 療 法 に お け る 重 要 課 題

生
存

率

月 現 在 の 免 疫 療 法
が ん ワ ク チ ン 、 抗 C T L A 4 / P D- 1 抗 体 な ど

標 準 が ん 治 療
化 学 療 法 ・ 分 子 標 的 治 療

・ 効 果 の 期 待 で き る 症 例 の 選 択 ？
・ 適 切 な 免 疫 療 法 (I C B, A C T )の 選 択 ？

バ イ オ マ ー カ ー の 同 定
＜ 個 別 化 治 療 ＞

ヒ ト が ん 免 疫 病 態 の
解 明 が 重 要 ！

プ ラ ト ー
治 癒 ？

プ ラ ト ー 治 癒 ？
5/ 1 0 年 生 存

抗 C T L A 4 2 0 %
抗 P D- 1 3 4 %
N S C L C 1 6 %

・ 患 者 さ ん の 免 疫 で 戦 え る の ？
・ 人 工 的 な 抗 腫 瘍 免 疫 が 必 要 ？

免 疫 療 法 の 効 果 増 強 ？

・ 複 合 免 疫 療 法
・ 新 規 免 疫 療 法

R e c e nt u p d at e ( A S C O, E S M O, N at ur e, N E J M, A A C R) 2 0 1 4 -2 0 1 7

• P D- 1 抗 体 Ni v ol u m a b オ プ ジ ー ボ

• P D- 1 抗 体 P e m b r oli z u m a b キ イ ト ル ー ダ

• P D- L 1 抗 体 D u r v al u m a b イ ミ フ ィ ン ジ

• P D- L 1 抗 体 At e z oli z u m a b テ セ ン ト リ ク

• P D- L 1 抗 体 A v el u m a b バ ベ ン チ オ

米 国 で 承 認
悪 性 黒 色 腫 、 肺 が ん 、 腎 が ん 、 ホ ジ キ ン 、
膀 胱 が ん 、 頭 頸 部 が ん 、 , 肝 が ん 、 胃 が ん
食 道 が ん 、 メ ル ケ ル 、 M SI + が ん

P D- 1/ P D- L 1 阻 害 は 多 く の が ん で 一 定 の 治 療 効 果 を 示 す

奏 効 率 5- 3 0 % ( D a r vi n P et al, E x p M ol M e di ci n e)

・ 2/ 3 li n e 標 準 治 療 後
・ 1 st li n e (悪 性 黒 色 腫 、 肺 が ん )

・ 手 術 後 再 発 予 防 (悪 性 黒 色 腫 )
・ 手 術 前 ネ オ ア ジ ュ バ ン ト

・ 複 合 が ん 免 疫 療 法 (抗 が ん 剤 、
放 射 線 、 C T L A 4 、 抗 V E G F な ど )

日 本 で 承 認
悪 性 黒 色 腫 、 肺 が ん 、 腎 が ん 、 ホ ジ キ ン 、
頭 頸 部 が ん 、 胃 が ん 、 膀 胱 が ん 、 中 皮 腫
メ ル ケ ル 、 M S I＋ が ん

C T L A- 4 抗 体
I pili m u m a b ヤ ー ボ イ

＊ 免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 薬 は が ん 治 療 に 変 革 を も た ら し た だ け で な く
そ の リ バ ー ス ト ラ ン ス レ ー シ ョ ル 研 究 は 腫 瘍 免 疫 学 の 発 展 に 多 大 な 貢 献 を し た 。

が ん 抗 原

が ん 細 胞 に 対 す る 正 と 負 の 免 疫 応 答
・ が ん 細 胞 の 遺 伝 子 異 常 を 起 点 と し た 免 疫 抑 制 機 構

・ 抗 腫 瘍 T 細 胞 を 起 点 と し た 組 織 局 所 で の 免 疫 抑 制 機 構

が ん 細 胞

獲 得 免 疫 抵 抗 性 A c q ui r e d r esist a n c e
・ H L A / が ん 抗 原 の 消 失
・ が ん 細 胞 I F N  反 応 性 の 消 失

抗 原 提 示
樹 状 細 胞

制 御 性 T 細 胞
( Tr e g)

骨 髄 由 来 免 疫 抑 制 細 胞

( M D S C) ア ナ ジ ー 誘 導

免 疫 抑 制 細 胞

P D- L 1I D O

キ ラ ー C D 8 + T 細 胞

抗 腫 瘍 T 細 胞 を
起 点 と し た 免 疫 抑 制
A d a pti v e R esist a n c e

が ん 遺 伝 子
異 常

P D- 1

が ん 細 胞

抗 原 提 示
H L A

T 細 胞
受 容 体

X

が ん 抗 原

I F N- 

Tr y p
K y n

パ ッ セ ン ジ ャ ー
突 然 変 異

ド ラ イ バ ー
突 然 変 異

X

が ん 遺 伝 子 異 常 を
起 点 と し た 免 疫 抑 制

P D- L 1

が ん 浸 潤 細 胞

代 謝 異 常 （ が ん 微 小 環 境 ）
エ ネ ル ギ ー 、 糖 、 ア ミ ノ 酸 、 脂 質 、 核 酸 な ど

T c ell i nfl a m e d
H ot t u m o r

A d a pti v e r esist a n c e

T c ell n o n-i nfl a m e d
C ol d t u m o r

Pri m a r y r esist a n c e

が ん 遺 伝 子

免 疫 抑 制 物 質
T G F-  , I L- 1 0, V E G F, P G E 2な ど

腫 瘍 免 疫 学 と が ん 免 疫 療 法 の 歴 史

• 非 特 異 的 免 疫 賦 活 剤 （ 細 菌 成 分 , O K 4 3 2）

• モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 （ H e r 2, C D 2 0, V E G F ）

• サ イ ト カ イ ン （ イ ン タ ー フ ェ ロ ン , イ ン タ ー ロ イ キ ン 2 ）

• 免 疫 細 胞 療 法
– 抗 腫 瘍 リ ン パ 球 ( T細 胞 , N K T 細 胞 ）
– 樹 状 細 胞 ワ ク チ ン
– 同 種 骨 髄 移 植

• が ん ワ ク チ ン （ a cti v e i m m u ni z ati o n ）
– 同 定 が ん 抗 原
– が ん 細 胞 成 分

• 免 疫 調 節 薬 (P D- 1/ P D- L 1, C T L A 4 阻 害 抗 体 ）

– 免 疫 誘 導 性 細 胞 死 , ワ ク チ ン , 樹 状 細 胞 ・ T 細 胞 刺 激
– 免 疫 抑 制 の 解 除

> > >      複 合 が ん 免 疫 療 法

C ol e y ワ ク チ ン （ 細 菌 成 分 ） ~ 1 9 0 0

ブ レ ー キ を は ず す

ア ク セ ル を 踏 み 込 む

• 免 疫 監 視 機 構 の 提 唱
….. B ur n et a n d T h o m as 1 9 5 7

• モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 技 術
• 組 み 換 え サ イ ト カ イ ン (I F N, I L 2)

• T C R/ H L A/ 抗 原 認 識 機 構

• T 細 胞 養 子 免 疫 療 法
St e v e n R o s e n b e r g ~ 8 0

• ヒ ト が ん 抗 原 の 同 定
.      B o o n, K a w a k a mi ~ 9 0

• 免 疫 編 集 機 構 (免 疫 逃 避 )
S c hr ei b e r ~ 9 0

• 免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト
( C T L A 4 / P D 1/ P D- L 1)

Alli s o n, H o nj o ~ 9 0

• が ん 免 疫 療 法 多 数 承 認

• が ん 微 小 環 境 の 多 様 性

1 9 8 0 ~

1 9 9 0 ~

2 0 0 0 ~

2 0 1 0 ~

が ん 免 疫 療 法 の P re c is io n  M e d ic in e

国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部

河 上 裕

・ ヒ ト の が ん 微 小 環 境 の 免 疫 状 態 は 多 様 /不 均 一
> が ん 種 、 そ の サ ブ タ イ プ 、 ま た 患 者 ご と に 異 な る .

・ 免 疫 状 態 は 広 く 患 者 予 後 や 各 種 が ん 治 療 の 反 応 性 に 関 係 す る .

・ が ん 治 療 が 免 疫 状 態 に 影 響 を 与 え る .

が ん 治 療 に お け る が ん 免 疫 微 小 環 境 の 重 要 性

* 診 断 や 治 療 へ の 意 義
> C o m p a ni o n / c o m pl e m e nt ar y di a g n osti cs > 個 別 化 治 療
> P e rs o n ali z e d c o m bi n ati o n t h e r a pi es > 適 切 な 組 み 合 わ せ 治 療

• ヒ ト が ん 免 疫 病 態 の さ ら な る 解 明 が 必 要
> 多 層 オ ミ ク ス 解 析 、 コ ン ピ ュ ー タ － 、 患 者 ネ ッ ト ワ ー ク
> 産 官 学 連 携 研 究 開 発 体 制 の 強 化
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腫 瘍 浸 潤 T 細 胞 が 認 識 す る ヒ ト 腫 瘍 抗 原 の 実 体 は ?

• が ん 細 胞 の 遺 伝 子 異 常 に 由 来 す る 変 異 ペ プ チ ド 抗 原
( - c at e ni nな ど )  S Y L D S GI HS (F ) < N e o- a nti g e n ネ オ 抗 原 > J E x p  M e d 1 9 9 6

• が ん 精 巣 抗 原
(N Y- E S O- 1, M A G E な ど )

• 組 織 特 異 的 抗 原
( M A R T 1, g p 1 0 0な ど )

• が ん 高 発 現 抗 原
( W T- 1な ど )

• ウ イ ル ス 関 連 抗 原
(H P V な ど )

• 同 種 抗 原
( m H Aな ど )

ペ プ チ ド
ス プ ラ イ シ ン グ

T 細 胞 エ ピ ト ー プ 形 成 機 構

T 細 胞

が ん 細 胞

K a w a k a mi Y,  R os e n b e r g S A, P N A S 1 9 9 4, J E M 1 9 9 5, I m m u n ol  R e s 1 9 9 7
K a w a k a mi Y, et al, C a n c e r S ci 2 0 0 4

・ T 細 胞 は が ん 細 胞 に 生 じ た ア ミ ノ 酸 変 異 を 認 識 し て 排 除 し 得 る
・ で も 変 異 抗 原 は 患 者 さ ん ご と に 異 な り 、 汎 用 で き な い

が ん の 種 類 に よ る D N A 突 然 変 異 数 の 違 い

L B Al e x a n dr o v et al. N at ur e  2 0 1 3

D N A 突 然 変 異 数 と n e o- a nti g e n si g n at u r e は （ 悪 性 黒 色 腫 ）
免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤 （ 抗 C T L A 4 抗 体 ） の 治 療 効 果 と 相 関 す る

M SI +
C R C

免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害
が 効 き や す い が ん ！

紫 外 線 関 連 悪 性 黒 色 腫
喫 煙 関 連 肺 癌 と で は
突 然 変 異 が 特 に 多 く

P D- 1/ P D- L 1 阻 害 が 効 き に く い

S n y d er A, W ol c h o k J D, C h a n T, N E J M 2 0 1 4

D N A 突 然 変 異 数

> 1 0 0

< 1 0 0 -

生
存

率

生
存

率

D N A 突 然 変 異 数 ＋

ー

D
N

A
突

然
変

異
数

悪 性 黒 色 腫
肺 が ん

膀 胱 が ん

M S I +
E n d o m et ri al

c a

高 免 疫 原 性 ネ オ 抗 原 の 推 定
・ Mis s e ns e, f r a m es hift
・ 発 現
・ H L A 結 合 能 ( m ut/ wil d比 )
・ Mi c r o b e mi mi c r y ?
・ T C R レ パ ト ア

腎 が ん
前 立 腺 が ん

突 然 変 異 に 対 す る T 細 胞 応 答 が 治 療 効 果 に 重 要

肝 が ん

頭 頸 部 が ん

N e o- a nti g e n
si g n at u r e

2 9 0 3 1 3 3 3 5
3 0 6

wt C D X 2 2 9 0- 3 1 3 ( 7 G- T G G V L N P T V T Q )
m ut C D X 2 2 9 0- 3 3 5 (8 G- T G G G A K P H R H ・ ・ )

C D 8 + T c ell s

抗 P D- 1 抗 体 は M SI + が ん に 治 療 効 果 が 高 い
as w e h a v e p r e vi o usl y p r e di ct e d

D N A ミ ス マ ッ チ 修 復 酵 素 異 常 を も つ 大 腸 が ん は C D 8 + T 細 胞 腫 瘍 浸 潤 が 強 く
フ レ イ ム シ フ ト 変 異 ペ プ チ ド に 対 す る 免 疫 応 答 が 起 こ る

> M SI + 大 腸 が ん に は 免 疫 療 法 が 効 く の で は な い か ？

D. T. L e, et al, N E J M 2 0 1 5

Is hi k a w a, K a w a k a mi et al. C a n c e r R e s 2 0 0 3

M S I- hi g h が ん で も
さ ら な る 層 別 化 が 必 要

・ H L A 消 失
・ 免 疫 抑 制 機 序 な ど

M SI + c a n c e r s

E n d o m et ri al c a
C ol o n c a
G a st ri c c a

M SI M S S M SI *
C R C C R C n o n C R C

O R R( %) 4 0 0       7 1
Di s C o n t  9 0 1 1   7 1
C R           0       0         1
P R           4       0         4
S D            5       2        0
P D           1       1 1       2 
T ot al      1 0      1 8       7 

免 疫 が 変 異 細 胞 （ ウ ィ ル ス 感 染 細 胞 や が ん 細 胞 ） を 攻 撃 す る 仕 組 み

が ん 抗 原 の
情 報 を 伝 達

樹 状 細 胞
（ 抗 原 提 示 細 胞 ）

ウ ィ ル ス 感 染 細 胞
が ん 細 胞

H L A

ウ ィ ル ス 抗 原 ・
が ん 抗 原 ペ プ チ ド

T 細 胞 活 性 化
キ ラ ー T 細 胞

キ ラ ー 物 質
サ イ ト カ イ ン

ウ ィ ル ス 感 染 細 胞
が ん 細 胞 の 破 壊

T 細 胞 の 誘 導 と ウ ィ ル ス 感 染 細 胞 や が ん 細 胞 の 排 除

が ん 細 胞 の 標 的 は 何 ？
・ 自 己 蛋 白 ？
・ が ん 特 異 的 変 異 蛋 白 ？

ウ ィ ル ス 感 染 細 胞 の
標 的 は 外 来 蛋 白 ！

免 疫 寛 容 の 程 度 軽 い ？
・ 抗 原 受 容 体 の 高 親 和 性 ？
・ が ん 細 胞 排 除 能 力 高 い ？

＊ が ん 発 生 過 程 初 期 に
生 じ た 突 然 変 異 が 重 要 ？

が ん 免 疫 病 態 の 個 人 差 の 原 因

• が ん 細 胞 の 性 質 （ 遺 伝 子 異 常 ）

（ ＋ ） (パ ッ セ ン ジ ャ ー 変 異 、 D N A 修 復 酵 素 異 常 な ど ）

（ － ） （ が ん 遺 伝 子 ・ ド ラ イ バ ー 変 異 、 コ ピ ー 数 異 常 , 免 疫 分 子 欠 失
な ど )

• 免 疫 体 質 （ H L A タ イ プ , 免 疫 関 連 遺 伝 子 多 型 （ S N P ） な ど ）

• 環 境 因 子 （ 腸 内 細 菌 叢 、 喫 煙 、 紫 外 線 、 食 事 、 ス ト レ ス 、 感 染 歴
な ど ）

N G S- D N A シ ー ク エ ン ス に よ る

が ん 細 胞 突 然 変 異 の 同 定

・ が ん ワ ク チ ン ： 変 異 を 含 む T 細 胞 抗 原
（ ペ プ チ ド / m R N A）

・ 養 子 免 疫 療 法 ： T C R 遺 伝 子 導 入 T 細 胞

変 異 を 含 む T 細 胞 エ ピ ト ー プ の 同 定

変 異 を 含 む T 細 胞 エ ピ ト ー プ の 推 定
（ コ ン ピ ュ ー タ ー 解 析 ）

患 者 ご と の が ん 細 胞 ゲ ノ ム D N A シ ー ク エ ン ス で 同 定 し た 突 然 変 異 に 対 す る
T 細 胞 を 誘 導 す る 腫 瘍 特 異 的 な パ ー ソ ナ ル 免 疫 療 法

ネ オ 抗 原 特 異 的 T 細 胞
投 与 に よ る 胆 道 が ん の 縮 小

Tr a n E, R o s e n b er g S A et al, S ci e n c e 2 0 1 4

Ott  P A, W u CI et al, N at ur e 2 0 1 7

ネ オ 抗 原 ペ プ チ ド ワ ク チ ン
に よ る 悪 性 黒 色 腫 の 治 療

C R

2 0 m e r p e pti d es

＞ 自 己 免 疫 副 作 用 の な い 強 力 な が ん 免 疫 療 法

腫 瘍 組 織 H L A か ら M S で 直 接 同 定

― 1 0 5 ―



C o r r el ati o n of D C g e n e e x p r e ssi o n, b ut n ot D N A m ut ati o n, wit h T- c ell –i nfl a m e d m el a n o m a
F ail ur e of D C r e c r uit m e nt i nt o t u m or  m a y b e t h e m e c h a ni s m f or T c ell n o n-i nfl a m e d m el a n o m a

S pr a n g e r S, G aj e ws ki  T F, et al N at ur e 2 0 1 5, P N A S 2 0 1 6

C
D

1
4
1

C D 8 + T 細 胞 の 腫 瘍 浸 潤 度 は D N A 突 然 変 異 や ネ オ 抗 原 数 で は な く
半 数 は  - c a te n in シ グ ナ ル 亢 進 ・ ケ モ カ イ ン 欠 失 ・ D C 減 少 等 で 規 定 さ れ る

~

~

腫 瘍 内 で は 樹 状 細 胞 数 は C D 8 + T 細 胞 数 と 相 関

D
N

A
突

然
変

異
ミ

ス
セ

ン
ス

変
異

ネ
オ

抗
原

候
補

数

 - c at e ni n
シ グ ナ ル 亢 進

ケ モ カ イ ン 減 少
C C L 4 な ど

T 細 胞

樹 状 細 胞

C D 8 + T 細 胞 高 浸 潤 低 浸 潤

XXX

C D 8 +

Tef f

C a n c e r c ell s

C D 8 +

T d y sf

C h e m o ki n e 
r e c r uit

I m m u n o-
s u p p r essi o nC D 8 +

Tr e g
・ E G F R m ut / A L K/ R O S 1 r e a r
・ I L 1 3 / M 2- T A M / Tr e g
・ Ot h e r s ( S C N A, et c)

D C

E n vi r o n m e nt al f a ct o r s
S m o ki n g

C D 8 +

T n ai v eC D 4 +

Tr e g

M 2-
T A M

I L 1 3

C C L 2 2/ 1 7

C C R 4

Ki n o s hit a T, K a w a k a mi Y, et al, E J C 2 0 1 7

非 喫 煙 肺 腺 が ん の が ん 微 小 環 境 免 疫 抑 制 機 構

低 い T M B が ん に 対 し て は P D- 1/ P D- L 1 関 連 複 合 免 疫 療 法 の 効 果 も 期 待 で き な い ？

・ S m o ki n g
・ D N A r e p ai r 

p r o bl e m s

腸 内 細 菌 叢 は 悪 性 黒 色 腫 の 抗 P D- 1 抗 体 の 治 療 効 果 に 関 与

P D- 1 反 応 性 患 者 腸 内 細 菌 の 無 菌 マ ウ ス へ の 移 植 は P D- 1 抗 体 反 応 性 を 変 え る

腫
瘍

サ
イ

ズ

C ol o n mi c r o bi ot a m a y b ei n v ol v e d i n t h e r es p o n s e t o a nti- P D- 1 A b t h e r a p y 
( m el a n o m a)

腸 内 細 菌 叢 は 悪 性 黒 色 腫 の 抗 P D- 1 抗 体 の 治 療 効 果 に 関 与

M ats o n V, G aj e ws ki  T F, et al, S ci e n c e 2 0 1 8

R e s

n o n- R e s

M at s o n V, G aj e w s ki T F , et al, S ci e n c e 2 0 1 8

1 7

＊ が ん 細 胞 遺 伝 子 異 常
D N A 突 然 変 異 , が ん 遺 伝 子 活 性 化

ネ オ 抗 原

T 細 胞 免 疫 誘 導

C D 8
メ モ リ ー
T 細 胞

C D 8
キ ラ ー
T 細 胞

樹 状 細 胞

M a c

免 疫 抑 制
細 胞

樹 状 細 胞

抗 P D- 1/ P D- L 1
代 謝 異 常

(糖 、 ア ミ ノ 酸 、 脂 質 、 核 酸 )

免 疫 抑 制 物 質

＊ 環 境 因 子 （ 腸 内 細 菌 叢 、 喫 煙 、 ス ト レ ス 、 食 事 、

＊ 遺 伝 体 質 （ 遺 伝 子 多 型 性 , H L A タ イ プ ）

末 梢 血

が ん 組 織

ア ジ ュ バ ン ト

阻 害 抗 体

阻 害 剤

細 菌 プ ロ バ イ オ テ ッ ク ス

代 謝 改 善 剤

ワ ク チ ン
XX X XX X

高 免 疫 原 性 の T 細 胞 標 的 抗 原 が 存 在 す る な ら ば
適 切 な 併 用 治 療 に よ り 抗 が ん T 細 胞 を 誘 導 で き

P D- 1/ P D- L 阻 害 治 療 が 効 く よ う に な る か も し れ な い

I m m u n o g e ni c c ell d e at h
抗 が ん 剤 ・ ウ ィ ル ス な ど

リ ン パ 節

C D 8
ナ イ ー ブ
T 細 胞

抗 C T L A 4

が ん 細 胞

M H C cl ass I 消 失 （  2 -m g 突 然 変 異 ）
I L 2 o r TI L 治 療 at U S- N CI

H L A ( +) T u A g( ＋ )

H L A (-) T u A g ( ＋ )
H L A (-)  T u A g (-)

H L A ( ＋ ) T u A g (-)

R estif o N, K a w a k a mi Y, et al, 8 8, 1 0 0. J N C I 1 9 9 6 

P D- 1 抗 体 治 療 後 の 再 発 を 起 こ す 獲 得 性 免 疫 抵 抗 性 の ２ 大 原 因
＊ H L A – I 消 失 <   2- m g 突 然 変 異 な ど

＊ が ん 細 胞 の I F N- 不 応 答 <  J A K 1, J A K 2 突 然 変 異 な ど

Z ar ets k y J M, Ri b a s  A, et al. N E n gl J M e d 2 0 1 6

が ん 患 者 の 免 疫 状 態 に 対 応 し た 個 別 化 免 疫 療 法
免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 薬 の 位 置 付 け

T 細
胞X

X

X

X

X

T 細
胞

T 細
胞X

X

X

X

X

X

T 細
胞

X

X

X

X
X
X

X

X
X

ワ ク チ ン /腫 瘍 破 壊 /抗 C T L A 4 抗 体
＋ 免 疫 抑 制 改 善 薬 + 抗 P D- 1 抗 体

抗 P D- 1 抗 体

人 工 的
抗 が ん
T 細 胞

X

免 疫 誘 導 性
腫 瘍 破 壊

X

X
X

ワ ク チ ン

高 免 疫 原 性
抗 原

免 疫 抑 制

免 疫 抑 制

抗 P D- 1 抗 体
＋ 免 疫 抑 制 改 善 薬

高 免 疫 原 性
抗 原

低 免 疫 原 性
抗 原

免 疫 抑 制

免 疫 抑 制

T 細
胞

人 工 的 抗 が ん T 細 胞 投 与
＋ 免 疫 抑 制 改 善 薬

X
X

X

ア ジ ュ バ ン ト

― 1 0 6 ―



国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 　 多 職 種 協 働 市 民 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム

日 　 時 ： 2 0 1 9 年 9 月 8 日 　 １ 3 ： 0 0 ～ １ 6 ： 1 5 　

テ ー マ ： が ん ゲ ノ ム 医 療 ～ 治 療 へ の 展 開 ～

■ 参 加 　 1 1 9 名

■ ア ン ケ ー ト 回 答 状 況 　 提 出 ： 8 5 名 　 提 出 率 ： 7 1. 4 ％ 

■ ア ン ケ ー ト 結 果 集 計

① 区 分 １ 　 一 般 参 加 4 9 5 7. 6 %

２ 　 国 際 医 療 福 祉 大 学 グ ル ー プ

教 職 員 ・ 院 生 ・ 学 部 生 3 6 4 2. 4 %

合 計 8 5 1 0 0. 0 %

② 性 別 １ 　 男 3 2 3 7. 6 %

２ 　 女 5 3 6 2. 4 %

合 計 8 5 1 0 0. 0 %

③ 年 齢 １ 　 １ ０ 代 0 0. 0 %

２ 　 ２ ０ 代 1 8 2 1. 2 %

３ 　 ３ ０ 代 1 1 1 2. 9 %

４ 　 ４ ０ 代 1 4 1 6. 5 %

５ 　 ５ ０ 代 2 2 2 5. 9 %

６ 　 ６ ０ 代 1 2 1 4. 1 %

７ 　 ７ ０ 代 以 上 6 7. 1 %

８ 　 無 回 答 2 2. 4 %

合 計 8 5 1 0 0. 0 %

④ 職 業 １ 　 院 生 （ 博 士 課 程 ） 8 8. 2 %

　 （ 複 数 可 ） ２ 　 院 生 （ 修 士 課 程 ） 2 8 2 8. 9 %

３ 　 学 部 生 0 0. 0 %

４ 　 教 員 6 6. 2 %

５ 　 医 師 3 3. 1 %

６ 　 看 護 師 8 8. 2 %

７ 　 薬 剤 師 1 1. 0 %

８ 　 診 療 放 射 線 技 師 0 0. 0 %

９ 　 な し 7 7. 2 %

1 0 　 そ の 他 3 6 3 7. 1 %

会 社 員 × 1 3 名 （ 内 役 員 × 1 、 会 社 経 営 × 1 、 広 告 会 社 × 1 ）

コ ン サ ル タ ン ト × 1

臨 床 検 査 技 師 × 1

医 療 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー × 1

就 労 支 援 カ ウ ン セ ラ ー × 1

医 事 課 ク ラ ー ク × 1

認 定 遺 伝 カ ウ ン セ ラ ー × 3

高 齢 者 住 宅 事 業 コ ン サ ル × 1

日 中 医 療 通 訳 × 1

治 験 コ ー デ ィ ネ ー タ ー × 1

言 語 聴 覚 士 × 1

作 業 療 法 士 × 1

無 回 答 　 × 1 0

合 計 9 7 1 0 0. 0 %

2 0 1 9 年 度 　 ア ン ケ ー ト 結 果 集 計

場 　 所 ： 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 　 東 京 赤 坂 キ ャ ン パ ス 　 3 階 　 多 目 的 ホ ー ル
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⑤ 所 属 （ 任 意 ） 東 京 都 健 康 長 寿 医 療 セ ン タ ー

東 京 医 科 歯 科

新 宿 公 共 職 業 安 定 所 　 東 京 新 卒 応 援 ハ ロ ー ワ ー ク

Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 関 東 病 院 化 学 療 法 セ ン タ ー 腫 瘍 内 科 外 来

生 命 薬 科 学 専 攻

山 王 メ デ ィ カ ル セ ン タ ー （ 予 防 医 学 セ ン タ ー ・ 本 大 学 院 が ん プ ロ コ ー ス 受 講 生 ）

本 大 学 病 院 医 学 研 究 科 医 学 専 攻

保 健 医 療 学 専 攻 遺 伝 カ ウ ン セ リ ン グ

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 医 療 福 祉 学 研 究 科 保 健 医 療 学 専 攻 放 射 線 ・ 情 報 科 学 分 野 　

本 大 学 院 応 用 理 学 療 法 分 野

医 療 福 祉 学 研 究 科

本 大 学 院 生 （ 博 士 課 程 ）

佐 渡 石 材 ㈱ 代 表 取 締 役

慶 應 技 術 大 学 大 学 院 健 康 マ ネ ジ メ ン ト 研 究 科 看 護 学 専 修 が ん 看 護 分 野

本 大 学 遺 伝 カ ウ ン セ リ ン グ 分 野

埼 玉 県 立 が ん セ ン タ ー 　 血 液 内 科

ゲ ノ ム 医 学 研 究 所 　 大 学 院 臨 床 検 査 分 野

コ ン サ ル タ ン ト

本 学 大 学 院 保 健 医 療 学 専 攻 　 言 語 聴 覚 分 野

本 学 保 健 医 療 学 分 野

都 立 駒 込 病 院 　 本 大 学 院 生

医 療 福 祉 経 営 　 医 療 通 訳 　 国 際 医 療 マ ネ ジ メ ン ト

日 中 平 和 観 光 ㈱ 　 訪 日 事 業 部

Ｒ Ｔ （ 放 射 線 情 報 科 学 分 野 ）

本 大 学 院 医 療 福 祉 学 研 究 科 臨 床 心 理 学 専 攻

赤 坂 キ ャ ン パ ス が ん 看 護 学 領 域

本 大 学 院 遺 伝 カ ウ ン セ ラ ー 分 野

⑥ 本 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ に 参 加 し た き っ か け は 何 で す か 。 （ 複 数 可 ）

１ 　 本 学 大 学 院 の ホ ー ム ペ ー ジ を 見 て 1 0 8. 8 %

2 　 大 学 院 の フ ェ イ ス ブ ッ ク ・ ツ イ ッ タ ー を 見 て 0 0. 0 %

3 　 公 共 施 設( 図 書 館 ・ 区 役 所 等) の 案 内 を 見 て 4 3. 5 %

4 　 新 聞 広 告 を 見 て( 読 売 新 聞) 4 3. 5 %

5 　 新 聞 広 告 を 見 て( 朝 日 新 聞) 5 4. 4 %

6 　 本 学 関 連 病 院 の 案 内 を 見 て 5 4. 4 %

7 　 乃 木 坂 ス ク ー ル の 案 内 を 見 て 1 1. 0 %

8 　 同 窓 会 （ マ ロ ニ エ 会 ） の 案 内 を 見 て 0 0. 0 %

9 　 家 族 ・ 知 人 に 聞 い て 7 6. 2 %

1 0 　 指 導 教 員 ・ 上 司 に 聞 い て 8 7. 1 %

1 1 　 学 内 掲 示 を 見 て 3 2. 7 %

1 2 　 大 学 院 用 ｗ ｅ ｂ 掲 示 板 を 見 て 8 7. 1 %

1 3 　 本 学 が ん プ ロ か ら の メ ー ル を 見 て 3 1 2 7. 4 %

1 4 　 テ ー マ が よ か っ た か ら 1 3 1 1. 5 %

1 5 　 講 師 が よ か っ た か ら 9 8. 0 %

1 6 　 そ の 他 （ 具 体 的 に ） 5 4. 4 %

・ 本 大 学 院 生 か ら の 案 内 で

・ 認 定 遺 伝 カ ウ ン セ ラ ー の メ ー ル で

・ チ ラ シ を 見 て

合 計 1 1 3 1 0 0. 0 %
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⑦ 本 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 内 容 に つ い て 、 ご 理 解 い た だ け ま し た か 。

１ 　 よ く 理 解 で き た 3 2 3 7. 6 %

２ 　 理 解 で き た 3 8 4 4. 7 %

　 　 　 ・ 概 念 的 理 解 に と ど ま る

３ 　 ど ち ら と も い え な い 1 2 1 4. 1 %

４ 　 理 解 で き な か っ た 2 2. 4 %

　 　 　 ・ 難 し か っ た 。 程 度 が 高 か っ た 。 普 通 の 人 に は 難 し か っ た 。

　 　 　 　 ・ 難 し く て 分 ら な か っ た

・ 　 ２ と ３ の 間 1 1. 2 %

合 計 8 5 1 0 0. 0 %

⑧ 本 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ に 満 足 い た だ け ま し た か 。

１ 　 と て も 満 足 4 0 4 7. 1 %

２ 　 満 足 3 7 4 3. 5 %

３ 　 ふ つ う 5 5. 9 %

４ 　 不 満 1 1. 2 %

５ 　 無 回 答 2 2. 4 %

合 計 8 5 1 0 0. 0 %

⑨ 本 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ に 対 す る ご 意 見 、 ご 感 想 を ご 自 由 に お 書 き く だ さ い 。

　 　 　 　 ◆ 一 般 参 加

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

看 護 師 と し て こ の 難 し い 分 野 を ど の よ う に 理 解 し 、 ど の よ う に 患 者 さ ん の 利 益 に 結 び つ け て い け る
の か 、 と 考 え さ せ ら れ て し ま い ま し た 。 学 び の 方 法 を 知 り た い と 感 じ ま し た 。

ゲ ノ ム を 人 間 ド ッ ク で や る と い う ご 意 見 が あ り ま し た 。 と て も 良 い と 思 い ま す 。

も う 少 し 音 量 が 高 い と あ り が た い で す 。 マ イ ク を 口 に 近 づ け る と 音 が 割 れ て ま し た 。 ※ 河 上 Ｄｒ ． は と
て も 聞 き や す か っ た で す 。 よ く わ か り ま し た 。

　 　 　 ・ 内 容 が 難 し い 所 が あ っ た 。

・ 時 間 の 都 合 も あ る の で や む を 得 な い と 思 う が 、 レ ク チ ャ ー の テ ン ポ が 速 い の で 理 解 し に く か っ た 。

間 野 先 生 の セ ミ ナ ー す ご く 刺 激 的 。 す ご く お も し ろ い!!

最 新 の 知 見 に 触 れ る こ と が で き 、 と て も よ か っ た 。

人 間 ド ッ ク も 今 後 変 わ っ て く る の で は な い か と 思 い ま し た 。 大 事 な お 話 が 聞 け て 良 か っ た で す 。

興 味 深 い 内 容 で し た が 、 １ 部 時 間 の 割 に 内 容 が 多 す ぎ た 感 が あ り ま す 。 タ ー ゲ ッ ト を 絞 っ て い た だ く
と よ い か と 思 い ま す 。

専 門 の 先 生 方 に 分 か り や す く お 話 し い た だ き 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

間 野 先 生 の お 話 、 素 人 に も わ か り や す く と て も 良 か っ た で す 。 河 上 先 生 の ご 講 義 は 、 台 風 を 気 に し
て 早 口 で や っ て い た だ い た の で し ょ う か … ち ょ っ と テ ン ポ が 速 か っ た で す 。

が ん ゲ ノ ム 医 療 、 患 免 疫 療 法 に つ い て 最 近 の 知 見 を 知 る こ と が 出 来 て 良 か っ た 。

講 師 達 と て も 素 晴 ら し い で す 。 講 演 内 容 と て も 詳 し い で す 。 い い 勉 強 に な り ま し た 。

今 回 の 講 師 の 間 野 博 行 先 生 の ご 研 究 で 末 期 が ん の 家 族 が 救 わ れ ま し た 。 お 話 が 聞 け て と て も あ り
が た か っ た で す 。 そ の 補 完 汚 染 背 の 説 明 も と て も 理 解 し や す く 、 大 変 勉 強 に な り ま し た 。 あ り が と う
ご ざ い ま し た 。

質 問 の 時 間 が と っ て あ っ た の は Ｇ ｏ ｏ ｄ ？

市 民 に 対 し て は 難 し か っ た と 思 い ま す 。 も う 少 し 噛 み 砕 い た 内 容 に し て ほ し い と 思 い ま し た 。

数 回 あ っ た そ う だ け れ ど も 私 は 初 め て な の で 間 違 っ て 来 た の だ ろ う か 。

臓 器 横 断 型 医 療 の 先 に 「 診 療 科 」 横 断 型 の 医 療 か 家 族 患 者 へ の 情 報 開 示 が ほ し い 。 脳 梗 塞 と 食
道 が ん 、 ど ち ら が 呑 み 込 み に く い 原 因 か わ か ら ず に 脳 梗 塞 の 家 族 を 食 道 が ん で 亡 く し ま し た 。

難 解 で あ る 。 河 上 先 生 の 話 を も う 一 回 や っ て ほ し い 。 内 容 は 素 晴 ら し い の だ が 、 早 く て つ い て い け な
い 。

プ ロ グ ラ ム 後 半 の 内 容 が 難 し か っ た で す が 、 と て も 貴 重 な お 話 を あ り が と う ご ざ い ま し た 。

先 生 た ち は 一 生 懸 命 に 紹 介 し て 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。

ス ラ イ ド は な る べ く プ リ ン ト で 欲 し い 。

実 際 の が ん ゲ ノ ム 医 療 を 受 け た 患 者 さ ん の 例 が 知 れ て 良 か っ た 。

が ん ゲ ノ ム 医 療 の 現 状 を あ る 程 度 理 解 が 出 来 ま し た
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　 　 　 　 ◆ 国 際 医 療 福 祉 大 学 グ ル ー プ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

⑩ ご 来 場 い た だ い た ご 本 人 お よ び ご 家 族 、 ご 友 人 に つ い て お 伺 い い た し ま す 。 （ 複 数 可 ）

　 　 　 　 が ん 治 療 に つ い て

１ 　 闘 病 中 の 方 が い る

１ 　 ご 自 身 6

２ 　 ご 家 族 1 6

３ 　 ご 友 人 5

合 計 2 7

２ 　 闘 病 経 験 の あ る 方 が い る

１ 　 ご 自 身 4

２ 　 ご 家 族 2 3

３ 　 ご 友 人 5

合 計 3 2

３ 　 が ん で 亡 く な ら れ た 方 が い る

１ 　 ご 家 族 3 0

２ 　 ご 友 人 1 3

合 計 4 3

４ 　 特 に 該 当 し な い 2 1

５ 　 無 回 答 6

⑪ 本 学 が ん プ ロ の 講 演 は 何 回 目 の ご 参 加 で す か 。

１ 　 は じ め て 5 6 6 5. 9 %

２ 　 ２ 回 目 1 1 1 2. 9 %

３ 　 ３ 回 目 以 上 5 5. 9 %

４ 　 無 回 答 1 3 1 5. 3 %

合 計 8 5 1 0 0. 0 %

１ 　 次 回 以 降 の 案 内 状 希 望 者 3 4

２ 　 無 回 答 5 1

合 計 8 5

以 上

第 １ 講 演 で 難 し い 内 容 を 分 か り や す く お 話 し し て い た だ い た の で 、 以 降 の 講 演 を よ く 理 解 で き ま し
た 。

⑫ 本 学 が ん プ ロ の 開 催 案 内 を 今 後 希 望 さ れ る 方 は 、 ご 案 内 の 送 付 先 を ご 記 入 く だ さ い 。 （ 一 般 参 加 者 の み ）

専 門 で は な い 立 場 で す が 、 非 常 に わ か り や す く 聞 く こ と が 出 来 ま し た 。

ゲ ノ ム の 最 前 線 が 理 解 で き る 。

非 常 に 勉 強 に な り ま し た 。

難 し か っ た が 、 現 在 の ゲ ノ ム 医 療 や 免 疫 医 療 の 現 状 を 知 る こ と が 出 来 て 勉 強 に な っ た 。

河 上 先 生 の ご 講 演 内 容 は も の す ご く 良 か っ た が 、 少 し 早 口 で つ い て 行 け ま せ ん で し た 。

前 回 の シ ン ポ ジ ウ ム と 同 内 容 の 講 演 が あ る 気 が し ま し た 。

大 変 勉 強 に な り ま し た 。

特 に 間 野 先 生 の お 話 に 感 銘 い た し ま し た 。

レ ー ザ ー ポ イ ン タ ー が 見 難 い 。 指 し て い る 点 が 小 さ い 。

講 演 と 頂 い て い る ス ラ イ ド が 異 な る も の が あ り 、 少 し 集 中 し て う か が え な か っ た 部 分 が 残 念 で し た 。
内 容 は と て も 充 実 し て い て 良 か っ た と 思 い ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま す 。

が ん 患 者 が 増 え る 中 、 ゲ ノ ム 医 療 は 重 要 で あ る と い う 事 が 理 解 で き ま し た 。

ス ラ イ ド は な る べ く プ リ ン ト で 欲 し い 。
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銀 座 線 ・ 丸 ノ 内 線 「 赤 坂 見 附 駅 」 Ａ 出 入 口 よ り 徒 歩 3 分

多 職 種 連 携 で 挑 む が ん の 緩 和 ケ ア ：

人 生 会 議 （ ア ド バ ン ス ・ ケ ア ・ プ ラ ン ニ ン グ ：

） を 考 え る

【 お 申 込 み ・ お 問 合 せ 先 】
● 申 込 締 切 ： 月 日 （ 木 ） 必 着

● 申 込 方 法 ： E m a il ま た は F A X

① 氏 名 （ ﾌ ﾘ ｶ゙ ﾅ ） 、 ② 連 絡 先 （ T el / E m ail ） 、 ③ 同 伴 者 氏 名

（ 同 伴 者 が い る 場 合 ） を ご 記 入 の う え 、

下 記 宛 E m a il ま た は F A X で お 申 し 込 み く だ さ い 。

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 が ん プ ロ 事 務 局

T e l :  0 3 - 5 5 7 4 - 3 9 0 0 F a x  :  0 3 - 5 5 7 4 - 3 9 0 1

E m a i l :  g a n p r o - j i m u k y o k u @ i u h w . a c . j p

文 部 科 学 省 事 業 多 様 な 新 ニ ー ズ に 対 応 す る 「 が ん 専 門 医 療 人 材 （ が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ） 」 養 成 プ ラ ン
「 未 来 が ん 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 プ ラ ン 」

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 一 般 市 民 公 開 講 座

開 会 挨 拶 ： 1 3 ： 3 0 ～ 1 3 ： 4 0 三 浦 総 一 郎 講 演 ： 1 3 ： 4 0 ～ 1 5 ： 3 0

1 3 ： 4 0 ～ 1 4 ： 0 5 矢 野 和 美 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 看 護 学 分 野 講 師

「 が ん の 緩 和 医 療 に お け る 人 生 会 議 と は 」

1 4 ： 0 5 ～ 1 4 ： 3 0 佐 藤 温 弘 前 大 学 大 学 院 医 学 研 究 科 腫 瘍 内 科 学 講 座 教 授

「 M e d i c a l  O n c o l o g i s t か ら の 提 言 」

（ 休 憩 ）

1 4 ： 4 0 ～ 1 5 ： 0 5 熊 谷 靖 代 野 村 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン が ん 看 護 専 門 看 護 師

「 看 護 で 支 え る A C P （ 在 宅 看 護 の 立 場 か ら ） 」

1 5 ： 0 5 ～ 1 5 ： 3 0 保 坂 隆 保 坂 サ イ コ オ ン コ ロ ジ ー ・ ク リ ニ ッ ク 院 長

聖 路 加 国 際 病 院 診 療 教 育 ア ド バ イ ザ ー

「 緩 和 ケ ア を 受 け る 家 族 の 揺 れ る 気 持 ち に 寄 り 添 う
（ 精 神 科 医 の 立 場 か ら ） 」

総 合 討 論 ： 1 5 ： 3 0 ～ 1 6 ： 1 5 （ ア ン サ ー パ ッ ド を つ か っ て ）

総 括 ： 1 6 ： 1 5 ～ 1 6 ： 3 0 樋 口 肇 国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 臨 床 腫 瘍 学 主 任 教 授

座
長

【 プ ロ グ ラ ム 】 亀 口 憲 治 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 臨 床 心 理 学 専 攻 主 任 教 授

矢 野 和 美 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 看 護 学 分 野 講 師

参 加
無 料

日 時 ： 令 和 元 年 １ ２ 月 ８ 日 (日 ) 1 3 ： 3 0 ～ 1 6 ： 3 0 （ 開 場 1 3 ： 0 0 ）

会 場 ： 国 際 医 療 福 祉 大 学 東 京 赤 坂 キ ャ ン パ ス ３ Ｆ ３ ０ ２ ／ ３ ０ ３ 教 室
〒 1 0 7 - 8 4 0 2 東 京 都 港 区 赤 坂 4 丁 目 1 - 2 6

対 象 : 一 般 市 民 、 医 療 関 係 者 、 学 校 関 係 者 、 学 生 ・ 大 学 院 生
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St a g e Ⅰ St a g e Ⅱ St a g e Ⅲ St a g e Ⅳ

5 年 相 対 生 存 率 ( %) 9 7. 3 6 5. 7 4 7. 2 7. 3
5 年 相 対 生 存 率 ( %)

htt ps:// g a nj o h o.j p/ p u bli c/ c a n c er/st o m a c h/tr e at m e nt _ o pti o n. ht ml

全 国 が ん 成 人 病 セ ン タ ー 協 議 会 の 生 存 率 共 同 調 査 （ 年 ）

が ん は 病 期 ス テ ー ジ に よ っ て 生 命 予 後 が 異 な り ま す

胃 が ん の 病 期 別 生 存 率
手 術

放 射 線

薬 物 療 法

局 所 治 療 が 主 体 全 身 治 療 が 主 体

手 術

放 射 線

薬 物 療 法

が ん 治 療 の ３ 本 柱 は ・ ・ ・

0 2 0 4 0 6 0

大 腸

食 道

胃

肝 臓

胆 道

膵 臓

肺

乳 腺

卵 巣

前 立 腺

htt p:// w w w. g u n m a -c c.j p/s ar u ki h a n/s ei z o nrit u/

全 が ん 共 加 盟 施 設 デ ー タ

ス テ ー ジ ４ の 胃 が ん の 生 命 予 後 は 良 く な い

St a g e Ⅳ の 年 相 対 生 存 率

オ ン コ ロ ジ ス ト （ O n c ol o gi st ） は ど ん な 医 者 ？

◼ 腫 瘍 内 科 医 （ M e di c al O n c ol o gi s t ）

◼ 腫 瘍 外 科 医

◼ 腫 瘍 小 児 科 医

◼ 腫 瘍 放 射 線 科 医

◼ ・ ・ ・

弘 前 大 学 大 学 院 医 学 研 究 科 腫 瘍 内 科 学 講 座

佐 藤 温

未 来 が ん 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 プ ラ ン
国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 一 般 市 民 公 開 講 座

年 月 日 （ 国 際 医 療 福 祉 大 学 赤 坂 ）

多 職 種 連 携 で 挑 む が ん の 緩 和 ケ ア ： 人 生 会 議
ア ド バ ン ス ･ ケ ア ･ プ ラ ン ニ ン グ ： を 考 え る

か ら の 提 言
意 思 決 定 を 支 援 す る

各 種 悪 性 腫 瘍 に 対 す る が ん 薬 物 療 法 の 有 効 性

◼ 治 癒 が 期 待 で き る （ 高 感 受 性 ） が ん

急 性 骨 髄 性 白 血 病 ， 急 性 リ ン パ 性 白 血 病 ， リ ン パ 腫 ，
非 リ ン パ 腫 中 ･ 悪 性 度 ， 胚 細 胞 腫 ， 絨 毛 癌

◼ 明 ら か に 延 命 が 期 待 で き る が ん

卵 巣 癌 ， 小 細 胞 肺 癌 ， 非 小 細 胞 肺 癌 ， 乳 癌 、 大 腸 癌 、 胃 癌 ，
膀 胱 癌 ， 非 リ ン パ 腫 低 悪 性 度 ， 多 発 性 骨 髄 腫 ， 慢 性
リ ン パ 性 白 血 病

◼ 症 状 の 緩 和 、 延 命 が 期 待 で き る

骨 肉 腫 ， 軟 部 腫 瘍 ， 頭 頚 部 癌 ， 前 立 腺 癌 ， 食 道 癌 ， 膵 癌 ， 肝 癌 ，
胆 道 癌 、 子 宮 癌 ， 甲 状 腺 癌 ， 脳 腫 瘍

が ん 診 療 レ ジ デ ン ト マ ニ ュ ア ル 第 7 版 一 部 改 変 .
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1 9 9 8 年 、 A S C O は が ん 患 者 に 対 す る ケ ア の 責 任 は 診 断 時 か ら
病 気 の 全 過 程 に 渡 っ て オ ン コ ロ ジ ス ト に あ る と 提 唱 し た 。

適 切 な 抗 が ん 治 療 と は 、 終 末 期 ま で の 全 て の 経 過 に お け る 症 状
管 理 や 心 理 的 サ ポ ー ト を 含 む も の で あ る 。

A m eri c a n S o ci et y of Cli ni c al O n c ol o g y. C a n c er 
c ar e d uri n g t h e l a st p h as e of lif e.

J Cli n O n c ol . 1 9 9 8; 1 6( 5): 1 9 8 6-1 9 9 6. 

オ ン コ ロ ジ ス ト の 役 割 と 責 任
（ 米 国 臨 床 腫 瘍 学 会 ： A S C O ）

終 末 期

が ん に 目 を 向 け た 治 療
苦 痛 に 目 を 向 け た 治 療発 症

診 断

前 癌 状 態 再 発 ， 進 行

「 が ん 治 療 」 と は ど の よ う な も の な の か ？

手 術

放 射 線 治 療

薬 物 治 療

緩 和 医 療

支 持 医 療

包 括 的 が ん 医 療

最 善 の 治 療 効 果 を 得 る た め に は ･ ･ ･

- 切 除 不 能 ・ 進 行 固 形 癌 の 場 合 -

⚫ 延 命 効 果

⚫ Q Ｏ L の 維 持 向 上

日 本 人 で の 進 行 ・ 再 発 胃 癌 化 学 療 法 の 生 存 期 間 中 央 値

月1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 4 1 51 2 1 3 1 6 1 7 1 8

S PI RI T S 試 験 S -1 

S PI RI T S 試 験 S P 療 法

5 -F U J C O G 9 2 0 5試 験

F P 療 法J C O G 9 2 0 5試 験

S -1 J C O G 9 9 1 2試 験

T o G A 試 験 T -m a b + X P 療 法

全 生 存 期 間

B S C 

抗 が ん 剤 治 療 は 進 歩 し て き て い る

が ん 治 療 の 目 的 は …

- 切 除 不 能 ・ 進 行 固 形 癌 の 場 合 -

⚫ 延 命

⚫ Q Ｏ L の 維 持 向 上

「 治 ら な い 」 状 況 で あ る こ と が 前 提 で の 治 療

最 善 の 治 療 効 果 を 得 る た め に は ･ ･ ･

- 切 除 不 能 ・ 進 行 固 形 癌 の 場 合 -

⚫ 延 命

⚫ Q Ｏ L の 維 持 向 上
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死生

「 人 の 一 生 」 に お け る が ん 医 療 の 関 わ り は …

が ん 医 療

膨 大 な 医 療 情 報 膨 大 な 人 生 経 験

医 療 者 と 患 者 の 視 点 は 異 な る

真 実 を み つ け る 作 業 が 必 要

視 点 の 異 な る 医 療 者 と 患 者 の 溝 を 埋 め る に は ･ ･ ･

デ ー タ は 運 命 で は あ り ま せ ん

医 療 情 報 ≠ 真 実

「 Ｑ Ｏ Ｌ 」 っ て 何 ？

ク ォ リ テ ィ ・ オ ブ ・ ラ イ フ

• 「 生 活 の 質 」 「 生 命 の 質 」 等 と 訳 さ れ ま す

• 物 質 的 な だ け で な く ， 精 神 的 ， 社 会 的 活 動 を
含 め た 生 活 全 体 の 豊 か さ ， 自 分 ら し い 生 活

• 医 療 に お け る 「 の 向 上 」 は ， 生 き が い や
幸 福 感 を 高 め よ う と い う 意 味 に も つ な が る

真 実 は ど こ に あ る の か ？

視 点 の 異 な る 医 療 者 と 患 者 の 溝 を 埋 め る に は ･ ･ ･
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「 真 実 」 と は 何 か ･ ･ ･

真 実 と は ， 医 療 者 の も つ 科 学 的 な 情 報

で あ る と 同 時 に ， 患 者 の 抱 え る 価 値 観

人 生 観 で も あ る 。

患 者 さ ん に 求 め ら れ る も の は 何 ？

患 者 さ ん の 意 思 で す

意 志 ≠ 意 思

が ん 医 療 に お け る 意 思 決 定

自 己 決 定 ≠ 意 思 決 定

柳 原 清 子 （ 2 0 1 3 ） ： 家 族 看 護 ， v ol. 1 1 N o. 0 2

d e cisi o n m a ki n gs el h -d et er mi n ati o n

意 思 は 自 分 で 決 め な い と い け な い の か ･ ･ ･

膨 大 な 医 療 情 報 膨 大 な 人 生 経 験

「 真 実 」 は 医 療 者 と 患 者 の 「 対 話 」 か ら 生 ま れ ま す

そ し て ， ･ ･ ･ 「 真 実 」 か ら 「 意 思 」 が 生 ま れ ま す

膨 大 な 医 療 情 報 膨 大 な 人 生 経 験

真 実 は 医 療 情 報 と 人 生 物 語 り と の 中 か ら 生 ま れ て く る
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が ん 患 者 の 意 思 決 定

患 者 家 族 は ， 意 思 決 定 を 行 っ た 後 も ず っ と 迷 い 続 け る

意 思 決 定 を 支 援 す る た め に ･ ･ ･

対 話 が 大 切 で す

意 思 決 定 支 援 は
ケ ア の 根 幹 で す

治 療 だ け の 人 生 に な っ て は な ら な い

生 き る 目 的 全 て が 治 療 に な ら な い よ う に す る こ と の 大 切 さ

ア ド バ ン ス ・ ケ ア ・ プ ラ ン ニ ン グ （ ） と は

将 来 の 意 思 決 定 能 力 の 低 下 に 備 え て 、 今 後 の 治 療 ・ 療
養 に つ い て 患 者 ・ 家 族 と あ ら か じ め 話 し 合 う プ ロ セ ス

⚫ 現 在 の 気 が か り
⚫ 患 者 の 価 値 観 や 目 標
⚫ 現 在 の 病 状 や 今 後 の 見 通 し
⚫ 治 療 や 療 養 に 関 す る 選 択 肢

Adva nce Care Pla n ni ng: A G ui de for Healt h a n d S ocial Care Staff.  Nati o nal E n d of  Life Care Progra m me , We b site. Availa ble at: 
htt p:// w w w.e n d oflifecarefora d ults. n hs. uk/assets/ d o wnl oa ds/ p u bs_ A dva nce_ Care_ Pla n ni ng_g ui de. p df . Accesse d A ug ust 9, 2010
神 戸 大 学 大 学 院 医 学 研 究 科 内 科 系 講 座 先 端 緩 和 医 療 学 分 野 木 澤 義 之 （ 訳）

終 末 期

が ん に 目 を 向 け た 治 療

苦 痛 に 目 を 向 け た 治 療発 症

診 断

前 癌 状 態 再 発 ， 進 行

外 科 手 術

放 射 線 治 療

薬 物 療 法

緩 和 ケ ア

医 療 の 全 経 過 に お い て 意 思 決 定 が 行 わ れ ま す

か ら の 提 言
意 思 決 定 を 支 援 す る

が ん 治 療 に お け る は ，

意 思 決 定 の 延 長 線 上 に あ る も の ，

今 ， 「 い の ち 」 と 向 き 合 う 社 会 が 要 求 さ れ て い る
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親 の 人 生 会 議 （ A C P) を 開 い て み よ う と 思
い ま す か
A. 開 い て み た い と 思 い ま す

B. 実 施 す る つ も り は な い

C. わ か ら な い ／ 親 は 既 に い な
い

上 の Ａ ～ Ｃ を 選 ん だ 理 由 を お 隣 の 人
と 話 し 合 っ て み て く だ さ い

あ な た は 、 自 分 の 人 生 会 議 （ A C P ） を 開
い て み た い と 思 い ま す か

A. 開 い て み た い と 思 い ま す

B. 実 施 す る つ も り は な い

C. わ か ら な い

上 の Ａ ～ Ｃ を 選 ん だ 理 由 を 、 お 隣 の
人 と 話 し 合 っ て み て く だ さ い

こ ん な 支 援 が あ れ ば 人 生 会 議 （ A C P) を 行
い や す い と 思 う の は ど れ で す か
A. 医 師 、 看 護 師 、 カ ウ ン セ

ラ ー な ど の 専 門 家 の 支 援

B. 経 験 者 の 支 援

C. 参 考 書 や パ ン フ レ ッ ト

D. 映 像 や Y o u T u b e な ど の 具 体 的
な 情 報

E. A C P の 実 施 を 取 り 扱 っ た テ レ
ビ や 映 画 等

F. イ メ ー ジ が つ か な い

G. そ の 他

講 演 会 へ の ご 参 加 の 皆 様 も
ご 一 緒 に 考 え て み ま し ょ う

ア ン サ ー パ ッ ド
を 使 っ て

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 看 護 学 分 野 責 任 者 教 授 荒 木 田 美 香 子

講 演 前
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親 の 人 生 会 議 （ A C P) を 開 い て み よ う と 思
い ま す か
A. 開 い て み た い と 思 い ま す

B. 実 施 す る つ も り は な い

C. わ か ら な い ／ 親 は 既 に い な
い

上 の Ａ ～ Ｃ を 選 ん だ 理 由 を お 隣 の 人
と 話 し 合 っ て み て く だ さ い

あ な た は 、 自 分 の 人 生 会 議 （ A C P ） を 開
い て み た い と 思 い ま す か

A. 開 い て み た い と 思 い ま す

B. 実 施 す る つ も り は な い

C. わ か ら な い

上 の Ａ ～ Ｃ を 選 ん だ 理 由 を 、 お 隣 の
人 と 話 し 合 っ て み て く だ さ い

こ ん な 支 援 が あ れ ば 人 生 会 議 （ A C P) を 行
い や す い と 思 う の は ど れ で す か
A. 医 師 、 看 護 師 、 カ ウ ン セ

ラ ー な ど の 専 門 家 の 支 援

B. 経 験 者 の 支 援

C. 参 考 書 や パ ン フ レ ッ ト

D. 映 像 や Y o u T u b e な ど の 具 体 的
な 情 報

E. A C P の 実 施 を 取 り 扱 っ た テ レ
ビ や 映 画 等

F. イ メ ー ジ が つ か な い

G. そ の 他

講 演 会 へ の ご 参 加 の 皆 様 も
ご 一 緒 に 考 え て み ま し ょ う

ア ン サ ー パ ッ ド
を 使 っ て

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 看 護 学 分 野 責 任 者 教 授 荒 木 田 美 香 子

講 演 後

― 1 3 3 ―



日 　 時 ： 2 0 1 9 年 1 2 月 8 日 　 １ 3 ： 3 0 ～ １ 6 ： 3 0 　

テ ー マ ： 多 職 種 連 携 で 挑 む が ん の 緩 和 ケ ア ： 人 生 会 議 （ ｱ ﾄ゙ ﾊ゙ ﾝ ｽ ･ ｹ ｱ ﾌ゚ ﾗ ﾆ ﾝ ｸ゙ ： A C P ） を 考 え る

■ 参 加 　 8 2 名

■ ア ン ケ ー ト 回 答 状 況 　 提 出 ： 6 0 名 　 提 出 率 ： 7 3. 2 ％ 

■ ア ン ケ ー ト 結 果 集 計

① 区 分 １ 　 一 般 参 加 4 0 6 6. 7 %

２ 　 国 際 医 療 福 祉 大 学 グ ル ー プ

教 職 員 ・ 院 生 ・ 学 部 生 2 0 3 3. 3 %

合 計 6 0 1 0 0. 0 %

② 性 別 １ 　 男 1 7 2 8. 3 %

２ 　 女 4 2 7 0. 0 %

３ 　 無 回 答 1

合 計 6 0 1 0 0. 0 %

③ 年 齢 １ 　 １ ０ 代 0 0. 0 %

２ 　 ２ ０ 代 6 1 0. 0 %

３ 　 ３ ０ 代 6 1 0. 0 %

４ 　 ４ ０ 代 1 2 2 0. 0 %

５ 　 ５ ０ 代 1 7 2 8. 3 %

６ 　 ６ ０ 代 1 0 1 6. 7 %

７ 　 ７ ０ 代 以 上 8 1 3. 3 %

８ 　 無 回 答 1 1. 7 %

合 計 6 0 1 0 0. 0 %

④ 職 業 １ 　 院 生 （ 博 士 課 程 ） 8 1 2. 3 %

　 （ 複 数 可 ） ２ 　 院 生 （ 修 士 課 程 ） 1 2 1 8. 5 %

３ 　 学 部 生 1 1. 5 %

４ 　 教 員 2 3. 1 %

５ 　 医 師 2 3. 1 %

６ 　 看 護 師 7 1 0. 8 %

７ 　 薬 剤 師 3 4. 6 %

８ 　 診 療 放 射 線 技 師 1 1. 5 %

９ 　 な し 1 3 2 0. 0 %

1 0 　 そ の 他 1 6 2 4. 6 %

会 社 員 × 3 （ 会 社 員 、 定 年 後 雇 用 継 続 社 員 、 会 社 役 員 ）

自 営 業 × 2

元 教 員 × 1

鍼 灸 師 × 1

福 祉 法 人 理 事 長 × 1

中 国 語 の 医 療 通 訳 × 1

公 務 員 × 1

主 婦 × 2 （ 内 元 看 護 師 × 1 ）

産 業 カ ウ ン セ ラ ー 　 × 1

メ デ ィ カ ル コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー × 1

医 療 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 　 × 1

具 体 的 回 答 無 し × 1

合 計 6 5 1 0 0. 0 %

2 0 1 9 年 度 　 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 　 一 般 市 民 公 開 講 座 　 　 ア ン ケ ー ト 結 果 集 計

場 　 所 ： 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 　 東 京 赤 坂 キ ャ ン パ ス 　 3 階 　 3 0 2 / 3 0 3 教 室
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⑤ 所 属 （ 任 意 ） 本 大 学 院 生 （ 修 士 課 程 ） × 5

本 大 学 院 生 （ 博 士 課 程 ） × 3

駒 込 病 院 緩 和 ケ ア 病 棟 ボ ラ ン テ ィ ア × 1

Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 関 東 病 院 　 看 護 部 　 腫 瘍 内 科 外 来 　 × 1

日 本 ブ ル ー ベ リ ー 協 会 日 本 食 生 活 学 会 　 × 1

陽 だ ま り 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 　 × 1

済 生 会 三 田 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 　 × 1

⑥ 本 日 の 一 般 市 民 公 開 講 座 に 参 加 し た き っ か け は 何 で す か 。 （ 複 数 可 ）

１ 　 本 学 大 学 院 の ホ ー ム ペ ー ジ を 見 て 3 3. 8 %

2 　 大 学 院 の フ ェ イ ス ブ ッ ク ・ ツ イ ッ タ ー を 見 て 1 1. 3 %

3 　 公 共 施 設( 図 書 館 ・ 区 役 所 等) の 案 内 を 見 て 2 2. 5 %

4 　 新 聞 広 告 を 見 て( 読 売 新 聞) 1 0 1 2. 5 %

5 　 新 聞 広 告 を 見 て( 朝 日 新 聞) 9 1 1. 1 %

6 　 本 学 関 連 病 院 の 案 内 を 見 て 2 2. 5 %

7 　 乃 木 坂 ス ク ー ル の 案 内 を 見 て 0 0. 0 %

8 　 同 窓 会 （ マ ロ ニ エ 会 ） の 案 内 を 見 て 0 0. 0 %

9 　 家 族 ・ 知 人 に 聞 い て 7 8. 8 %

1 0 　 指 導 教 員 ・ 上 司 に 聞 い て 1 1. 3 %

1 1 　 学 内 掲 示 を 見 て 0 0. 0 %

1 2 　 大 学 院 用 ｗ ｅ ｂ 掲 示 板 を 見 て 3 3. 8 %

1 3 　 本 学 が ん プ ロ か ら の メ ー ル を 見 て 2 3 2 8. 8 %

1 4 　 テ ー マ が よ か っ た か ら 1 0 1 2. 5 %

1 5 　 講 師 が よ か っ た か ら 5 6. 3 %

1 6 　 そ の 他 （ 具 体 的 に ） 4 5. 0 %

・ 前 回 講 座 参 加 時 に い た だ い た 案 内 を 見 て 　 × 1

・ 講 師 の ブ ロ グ 発 信 に よ り 　 × 1

・ 保 坂 先 生 の ブ ロ グ を 見 て 　 × 1

・ 送 付 さ れ た 案 内 を 見 て 　 × 1

合 計 8 0 1 0 0. 0 %

⑦ 本 日 の 一 般 市 民 公 開 講 座 の 内 容 に つ い て 、 ご 理 解 い た だ け ま し た か 。

１ 　 よ く 理 解 で き た 3 7 6 1. 7 %

２ 　 理 解 で き た 2 3 3 8. 3 %

３ 　 ど ち ら と も い え な い 0 0. 0 %

４ 　 理 解 で き な か っ た 0 0. 0 %

合 計 6 0 1 0 0. 0 %

⑧ 本 日 の 一 般 市 民 公 開 講 座 に 満 足 い た だ け ま し た か 。

１ 　 と て も 満 足 3 3 5 5. 0 %

２ 　 満 足 2 2 3 6. 7 %

３ 　 ふ つ う 3 5. 0 %

４ 　 不 満 0 0. 0 %

５ 　 ２ と ３ の 間 1 1. 7 %

６ 　 無 回 答 1 1. 7 %

合 計 6 0 1 0 0. 0 %
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⑨ 本 日 の 一 般 市 民 公 開 講 座 に 対 す る ご 意 見 、 ご 感 想 を ご 自 由 に お 書 き く だ さ い 。

　 　 　 　 ◆ 一 般 参 加

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　 　 　 　 ◆ 国 際 医 療 福 祉 大 学 グ ル ー プ

・

・ 1 1 月 に 実 父 が 他 界 し た の で 、 こ れ か ら の 母 親 の C ar e に 活 か し た い と 思 い ま す 。

・ と て も 勉 強 に な り ま し た 。

・ 知 ら な い 情 報 だ っ た の で 、 大 変 勉 強 に な り ま し た 。

・

・

・ ボ タ ン が 新 鮮 で し た 。

・

い き な り A C P に つ い て ア ン サ ー パ ッ ド に つ い て の Q ＆ A が あ り ま し た が 、 今 日 具 体 的 に 聞 い て み た い
な と 思 っ た の に び っ く り し ま し た 。 よ く 分 か り ま せ ん 。 そ の 後 の 話 は 全 体 的 に 分 か り や す か っ た で す 。
あ り が と う ご ざ い ま す 。

弘 前 大 学 佐 藤 先 生 の お 話 が と て も 心 に ひ び き 、 今 後 の 活 動 に 活 か し て い き た い と 思 い ま す 。

人 生 会 議 に つ い て メ デ ィ ア に 取 り 上 げ ら れ 、 と て も タ イ ム リ ー で 先 生 方 の お 話 は と て も 為 に な り ま し
た 。

８ 月 に 乳 が ん が 分 か り 、 手 術 を し 、 今 だ 今 後 の 不 安 が 残 っ て い ま す が 、 少 し 落 ち 着 い て 考 え ら れ そ
う で す 。 佐 藤 先 生 の お 話 を も っ と 聞 き た い で す 。

い ろ い ろ と 勉 強 に な り ま し た 。

大 変 参 考 に な り ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 人 生 会 議 と い る よ り 命 に つ い て 考 え る と い う 言 葉
が 印 象 に 残 り ま し た 。

活 字 が 小 さ す ぎ て 読 み に く か っ た 箇 所 が あ り ま し た 。 「 人 生 会 議 」 の 方 が 私 は し っ く り き ま す 。 普 段
か ら 家 族 と 何 気 な い 会 話 を 機 に 意 志 を 聞 い て い き た い と 思 い ま し た

有 意 義 な 講 演 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

貴 重 な 講 演 を あ り が と う ご ざ い ま し た 。 自 分 も 祖 母 の 死 を 機 に 母 に 聞 い た こ と が あ り ま す が 、 話 題 を
そ ら さ れ ま し た 。 医 療 者 と そ う で な い 人 で は 死 の 話 題 （ 佐 藤 温 先 生 の コ メ ン ト を 伺 い 、 「 命 」 の 話 と し
て し っ か り 伝 え た い と 思 い ま し た 。 ） へ の ハ ー ド ル も 違 う よ う に 思 い ま す 。

が ん ゲ ノ ム 医 療 、 患 免 疫 療 法 に つ い て 最 近 の 知 見 を 知 る こ と が 出 来 て 良 か っ た 。

特 に 佐 藤 先 生 と 保 坂 先 生 の お 話 は わ か り や す か っ た 。

そ れ ぞ れ の 専 門 分 野 の 立 場 よ り お 話 を い た だ き 、 と て も 興 味 深 く 聞 く こ と が 出 来 た 。 職 場 で も こ れ に
つ い て 関 わ ら な け れ ば な ら ず 、 参 考 に し て 自 分 な り に 関 わ り た い 。

医 療 者 側 か ら だ け で な く 、 患 者 ・ 患 者 家 族 と な っ た 時 の 話 も 聞 け て 良 か っ た で す 。 と て も 勉 強 に な り
ま し た 。

人 生 会 議 の 具 体 的 な 内 容 を も う 少 し 教 え て ほ し か っ た で す 。 オ ン コ ロ ジ ス ト の 2 名 の 先 生 方 の 緩 和
ケ ア や 患 者 へ の 向 き 合 い 方 が 大 変 勉 強 に な り ま し た 。

A C P に つ い て は 、 親 ・ 自 分 の 立 場 の 違 い で 考 え が 変 化 し て し ま い ま す 。 揺 れ る 患 者 に 寄 り 添 う こ と
が 大 切 と 思 い ま す 。

・

Dr. 保 坂 の ご 講 演 に 関 連 し て 最 近 い ず れ も ９ ０ 台 の 知 人 と 叔 母 が 他 界 し ま し た 。 臨 終 の 少 し 前 に 二
人 と も 家 族 に 「 あ り が と う 」 と 告 げ た と 聞 き 、 こ の 意 味 の 重 さ を 改 め て 噛 み し め て お り ま す 。

本 日 は 大 変 良 い チ ャ ン ス を 賜 り 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ぜ ひ 活 動 し て ま い り ま す 。 （ 生 涯 学 習 に て
４ ０ 年 こ の 件 に つ い て 伝 え て い ま す 。[ 健 康 づ く り リ ー ダ ー] ）

課 題 を 多 角 的 に と ら え る こ と が 出 来 た 。 多 職 種 の パ ネ ラ ー の 話 題 提 供 が 新 鮮 だ っ た 。 全 体 と し て 深
い 愛 に 包 ま れ た 時 間 で あ っ た 。 来 て よ か っ た 。

特 に 精 神 科 医 の 保 坂 先 生 の 講 義 は と て も 興 味 深 く 、 と て も 良 か っ た 。

パ ラ メ デ ィ カ ル の 分 野 と メ デ ィ カ ル の 融 合 は も っ と 考 え ら れ て よ い と 思 う 。

お 正 月 に 家 族 と 話 し 合 い し ま す 。

医 療 者 側 か ら だ け で な く 、 患 者 さ ん 側 の 思 い に も っ と 心 を 寄 せ た い と 感 じ ま し た 。 腫 瘍 内 科 と 緩 和 ケ
ア 化 の 境 は あ る の で し ょ う か … と 考 え る こ と が あ り ま す 。

偶 然 ラ ッ キ ー に も 1 0 月 妻 が 肺 尖 が ん 4 期 が 見 つ か り 、 入 院 。 1 1 / 1 2 よ り 投 薬 治 療 を 加 療 中 に す ば ら
し い 講 義 を 受 け ら れ 、 感 謝 ！

４ つ の 職 種 の 方 か ら そ れ ぞ れ の 立 場 の 話 を 聞 くj 事 が 出 来 、 興 味 深 か っ た 。

勉 強 に な り ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま す 。
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⑩ ご 来 場 い た だ い た ご 本 人 お よ び ご 家 族 、 ご 友 人 に つ い て お 伺 い い た し ま す 。 （ 複 数 可 ）

　 　 　 　 が ん 治 療 に つ い て

１ 　 闘 病 中 の 方 が い る

１ 　 ご 自 身 8

２ 　 ご 家 族 9

３ 　 ご 友 人 1 0

合 計 2 7

２ 　 闘 病 経 験 の あ る 方 が い る

１ 　 ご 自 身 6

２ 　 ご 家 族 1 6

３ 　 ご 友 人 9

合 計 3 1

３ 　 が ん で 亡 く な ら れ た 方 が い る

１ 　 ご 家 族 2 0

２ 　 ご 友 人 1 1

３ 　 ご 友 人 の 子 ど も 1

合 計 3 2

４ 　 特 に 該 当 し な い 1 5

５ 　 無 回 答 3

⑪ 本 学 が ん プ ロ の 講 演 は 何 回 目 の ご 参 加 で す か 。

１ 　 は じ め て 3 1 5 1. 7 %

２ 　 ２ 回 目 1 6 2 6. 7 %

３ 　 ３ 回 目 以 上 1 0 1 6. 7 %

４ 　 無 回 答 3 5. 0 %

合 計 6 0 1 0 0. 0 %

１ 　 次 回 以 降 の 案 内 状 希 望 者 2 4

２ 　 無 回 答 3 6

合 計 6 0

以 上

⑫ 本 学 が ん プ ロ の 開 催 案 内 を 今 後 希 望 さ れ る 方 は 、 ご 案 内 の 送 付 先 を ご 記 入 く だ さ い 。 （ 一 般 参 加 者 の み ）
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Ⅲ - ５ . が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成  

の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ プ  
     

令 和 ２ 年 １ 月 １ ９ 日  
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銀 座 線 ・ 丸 ノ 内 線 「 赤 坂 見 附 駅 」 Ａ 出 入 口 よ り 徒 歩 3 分

精 神 腫 瘍 科 ・ サ イ コ オ ン コ ロ ジ ス ト に 学 ぶ 、

が ん に 伴 う 心 の ケ ア

【 お 申 込 み ・ お 問 合 せ 先 】
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5 0 ％ の 笑 顔
～ 希 少 が ん と 生 き る ～

浜 田 勲

耳 下 腺 腺 様 嚢 胞 が ん 体 験 者
じ か せ ん せ ん よ う の う ほ う

今 日 、 お 話 し し た い こ と

１ ） 「 自 己 紹 介 」 ～ 罹 患 し た が ん に つ い て ～

２ ） 「 が ん 」 を 受 け 入 れ る ま で の 気 持 ち

３ ） 希 少 が ん 「 腺 様 嚢 胞 が ん 」 に 特 化 し た 患 者 会

「 」 を 起 ち 上 げ た 理 由 と 活 動 を 通 じ て

４ ） 「 支 え 」 に つ い て 思 う こ と

「 自 己 紹 介 」

～ 罹 患 し た が ん に つ い て ～
手 術 の 一 週 間 前 に 愛 犬 と 撮 影

名 前

出 身 東 京 都

浜 田 勲 （ は ま だ い さ お ）

歳 （ 年 月 ）が ん 罹 患 年 齢

年 齢 歳

治 療 手 術 ＋ 放 射 線 治 療

罹 患 し た が ん 耳 下 腺 ・ 腺 様 嚢 胞 が ん ス テ ー ジ Ⅳ a ／ 頭 頸 部 が ん

顎 関 節 、 頬 骨 、 顎 骨 、 顔 面 神 経 を 切 除

現 在 年 夏 に 肺 へ の 多 発 転 移 が 発 覚

決 定 的 な 治 療 法 が 無 い た め 無 治 療 経 過 観 察 を 続 け て い る

耳 下 腺 腺 様 嚢 胞 が ん

腺 様 嚢 胞 が ん の 特 徴 ❶ 進 行 速 度 は 比 較 的 遅 い

❷ 周 囲 組 織 へ の 浸 潤 傾 向 が 強 い

❸ 肺 や 骨 に 転 移 し や す い

❹ 一 般 的 に 抗 が ん 剤 が 効 き に く い …※ 希 少 が ん に 分 類 さ れ て い る

は 顔 の

各 種 部 位 に

発 症 す る

● 耳 下 腺 は 耳 の 直 ぐ 下 に あ る

● 耳 下 腺 の 中 を 顔 面 神 経 が 走 っ て い る

＜ 希 少 が ん の 定 義 ＞
新 規 に 診 断 さ れ る 症 例 の
数 が 万 人 あ た り

年 間 例 未 満 の が ん

「 が ん 」 を 受 け 入 れ る ま で の 気 持 ち

5 0 ％ の 笑 顔
～ 希 少 が ん と 生 き る ～

浜 田 勲

耳 下 腺 腺 様 嚢 胞 が ん 体 験 者
じ か せ ん せ ん よ う の う ほ う

今 日 、 お 話 し し た い こ と

１ ） 「 自 己 紹 介 」 ～ 罹 患 し た が ん に つ い て ～

２ ） 「 が ん 」 を 受 け 入 れ る ま で の 気 持 ち

３ ） 希 少 が ん 「 腺 様 嚢 胞 が ん 」 に 特 化 し た 患 者 会

「 」 を 起 ち 上 げ た 理 由 と 活 動 を 通 じ て

４ ） 「 支 え 」 に つ い て 思 う こ と

「 自 己 紹 介 」

～ 罹 患 し た が ん に つ い て ～
手 術 の 一 週 間 前 に 愛 犬 と 撮 影

名 前

出 身 東 京 都

浜 田 勲 （ は ま だ い さ お ）

歳 （ 年 月 ）が ん 罹 患 年 齢

年 齢 歳

治 療 手 術 ＋ 放 射 線 治 療

罹 患 し た が ん 耳 下 腺 ・ 腺 様 嚢 胞 が ん ス テ ー ジ Ⅳ a ／ 頭 頸 部 が ん

顎 関 節 、 頬 骨 、 顎 骨 、 顔 面 神 経 を 切 除

現 在 年 夏 に 肺 へ の 多 発 転 移 が 発 覚

決 定 的 な 治 療 法 が 無 い た め 無 治 療 経 過 観 察 を 続 け て い る

耳 下 腺 腺 様 嚢 胞 が ん

腺 様 嚢 胞 が ん の 特 徴 ❶ 進 行 速 度 は 比 較 的 遅 い

❷ 周 囲 組 織 へ の 浸 潤 傾 向 が 強 い

❸ 肺 や 骨 に 転 移 し や す い

❹ 一 般 的 に 抗 が ん 剤 が 効 き に く い …※ 希 少 が ん に 分 類 さ れ て い る

は 顔 の

各 種 部 位 に

発 症 す る

● 耳 下 腺 は 耳 の 直 ぐ 下 に あ る

● 耳 下 腺 の 中 を 顔 面 神 経 が 走 っ て い る

＜ 希 少 が ん の 定 義 ＞
新 規 に 診 断 さ れ る 症 例 の
数 が 万 人 あ た り

年 間 例 未 満 の が ん

「 が ん 」 を 受 け 入 れ る ま で の 気 持 ち

5 0 ％ の 笑 顔
～ 希 少 が ん と 生 き る ～

浜 田 勲

耳 下 腺 腺 様 嚢 胞 が ん 体 験 者
じ か せ ん せ ん よ う の う ほ う

今 日 、 お 話 し し た い こ と

１ ） 「 自 己 紹 介 」 ～ 罹 患 し た が ん に つ い て ～

２ ） 「 が ん 」 を 受 け 入 れ る ま で の 気 持 ち

３ ） 希 少 が ん 「 腺 様 嚢 胞 が ん 」 に 特 化 し た 患 者 会

「 」 を 起 ち 上 げ た 理 由 と 活 動 を 通 じ て

４ ） 「 支 え 」 に つ い て 思 う こ と

「 自 己 紹 介 」

～ 罹 患 し た が ん に つ い て ～
手 術 の 一 週 間 前 に 愛 犬 と 撮 影

名 前

出 身 東 京 都

浜 田 勲 （ は ま だ い さ お ）

歳 （ 年 月 ）が ん 罹 患 年 齢

年 齢 歳

治 療 手 術 ＋ 放 射 線 治 療

罹 患 し た が ん 耳 下 腺 ・ 腺 様 嚢 胞 が ん ス テ ー ジ Ⅳ a ／ 頭 頸 部 が ん

顎 関 節 、 頬 骨 、 顎 骨 、 顔 面 神 経 を 切 除

現 在 年 夏 に 肺 へ の 多 発 転 移 が 発 覚

決 定 的 な 治 療 法 が 無 い た め 無 治 療 経 過 観 察 を 続 け て い る

耳 下 腺 腺 様 嚢 胞 が ん

腺 様 嚢 胞 が ん の 特 徴 ❶ 進 行 速 度 は 比 較 的 遅 い

❷ 周 囲 組 織 へ の 浸 潤 傾 向 が 強 い

❸ 肺 や 骨 に 転 移 し や す い

❹ 一 般 的 に 抗 が ん 剤 が 効 き に く い …※ 希 少 が ん に 分 類 さ れ て い る

は 顔 の

各 種 部 位 に

発 症 す る

● 耳 下 腺 は 耳 の 直 ぐ 下 に あ る

● 耳 下 腺 の 中 を 顔 面 神 経 が 走 っ て い る

＜ 希 少 が ん の 定 義 ＞
新 規 に 診 断 さ れ る 症 例 の
数 が 万 人 あ た り

年 間 例 未 満 の が ん

「 が ん 」 を 受 け 入 れ る ま で の 気 持 ち

5 0 ％ の 笑 顔
～ 希 少 が ん と 生 き る ～

浜 田 勲

耳 下 腺 腺 様 嚢 胞 が ん 体 験 者
じ か せ ん せ ん よ う の う ほ う

今 日 、 お 話 し し た い こ と

１ ） 「 自 己 紹 介 」 ～ 罹 患 し た が ん に つ い て ～

２ ） 「 が ん 」 を 受 け 入 れ る ま で の 気 持 ち

３ ） 希 少 が ん 「 腺 様 嚢 胞 が ん 」 に 特 化 し た 患 者 会

「 」 を 起 ち 上 げ た 理 由 と 活 動 を 通 じ て

４ ） 「 支 え 」 に つ い て 思 う こ と

「 自 己 紹 介 」

～ 罹 患 し た が ん に つ い て ～
手 術 の 一 週 間 前 に 愛 犬 と 撮 影

名 前

出 身 東 京 都

浜 田 勲 （ は ま だ い さ お ）

歳 （ 年 月 ）が ん 罹 患 年 齢

年 齢 歳

治 療 手 術 ＋ 放 射 線 治 療

罹 患 し た が ん 耳 下 腺 ・ 腺 様 嚢 胞 が ん ス テ ー ジ Ⅳ a ／ 頭 頸 部 が ん

顎 関 節 、 頬 骨 、 顎 骨 、 顔 面 神 経 を 切 除

現 在 年 夏 に 肺 へ の 多 発 転 移 が 発 覚

決 定 的 な 治 療 法 が 無 い た め 無 治 療 経 過 観 察 を 続 け て い る

耳 下 腺 腺 様 嚢 胞 が ん

腺 様 嚢 胞 が ん の 特 徴 ❶ 進 行 速 度 は 比 較 的 遅 い

❷ 周 囲 組 織 へ の 浸 潤 傾 向 が 強 い

❸ 肺 や 骨 に 転 移 し や す い

❹ 一 般 的 に 抗 が ん 剤 が 効 き に く い …※ 希 少 が ん に 分 類 さ れ て い る

は 顔 の

各 種 部 位 に

発 症 す る

● 耳 下 腺 は 耳 の 直 ぐ 下 に あ る

● 耳 下 腺 の 中 を 顔 面 神 経 が 走 っ て い る

＜ 希 少 が ん の 定 義 ＞
新 規 に 診 断 さ れ る 症 例 の
数 が 万 人 あ た り

年 間 例 未 満 の が ん

「 が ん 」 を 受 け 入 れ る ま で の 気 持 ち

5 0 ％ の 笑 顔
～ 希 少 が ん と 生 き る ～

浜 田 勲

耳 下 腺 腺 様 嚢 胞 が ん 体 験 者
じ か せ ん せ ん よ う の う ほ う

今 日 、 お 話 し し た い こ と

１ ） 「 自 己 紹 介 」 ～ 罹 患 し た が ん に つ い て ～

２ ） 「 が ん 」 を 受 け 入 れ る ま で の 気 持 ち

３ ） 希 少 が ん 「 腺 様 嚢 胞 が ん 」 に 特 化 し た 患 者 会

「 」 を 起 ち 上 げ た 理 由 と 活 動 を 通 じ て

４ ） 「 支 え 」 に つ い て 思 う こ と

「 自 己 紹 介 」

～ 罹 患 し た が ん に つ い て ～
手 術 の 一 週 間 前 に 愛 犬 と 撮 影

名 前

出 身 東 京 都

浜 田 勲 （ は ま だ い さ お ）

歳 （ 年 月 ）が ん 罹 患 年 齢

年 齢 歳

治 療 手 術 ＋ 放 射 線 治 療

罹 患 し た が ん 耳 下 腺 ・ 腺 様 嚢 胞 が ん ス テ ー ジ Ⅳ a ／ 頭 頸 部 が ん

顎 関 節 、 頬 骨 、 顎 骨 、 顔 面 神 経 を 切 除

現 在 年 夏 に 肺 へ の 多 発 転 移 が 発 覚

決 定 的 な 治 療 法 が 無 い た め 無 治 療 経 過 観 察 を 続 け て い る

耳 下 腺 腺 様 嚢 胞 が ん

腺 様 嚢 胞 が ん の 特 徴 ❶ 進 行 速 度 は 比 較 的 遅 い

❷ 周 囲 組 織 へ の 浸 潤 傾 向 が 強 い

❸ 肺 や 骨 に 転 移 し や す い

❹ 一 般 的 に 抗 が ん 剤 が 効 き に く い …※ 希 少 が ん に 分 類 さ れ て い る

は 顔 の

各 種 部 位 に

発 症 す る

● 耳 下 腺 は 耳 の 直 ぐ 下 に あ る

● 耳 下 腺 の 中 を 顔 面 神 経 が 走 っ て い る

＜ 希 少 が ん の 定 義 ＞
新 規 に 診 断 さ れ る 症 例 の
数 が 万 人 あ た り

年 間 例 未 満 の が ん

「 が ん 」 を 受 け 入 れ る ま で の 気 持 ち

5 0 ％ の 笑 顔
～ 希 少 が ん と 生 き る ～

浜 田 勲

耳 下 腺 腺 様 嚢 胞 が ん 体 験 者
じ か せ ん せ ん よ う の う ほ う

今 日 、 お 話 し し た い こ と

１ ） 「 自 己 紹 介 」 ～ 罹 患 し た が ん に つ い て ～

２ ） 「 が ん 」 を 受 け 入 れ る ま で の 気 持 ち

３ ） 希 少 が ん 「 腺 様 嚢 胞 が ん 」 に 特 化 し た 患 者 会

「 」 を 起 ち 上 げ た 理 由 と 活 動 を 通 じ て

４ ） 「 支 え 」 に つ い て 思 う こ と

「 自 己 紹 介 」

～ 罹 患 し た が ん に つ い て ～
手 術 の 一 週 間 前 に 愛 犬 と 撮 影

名 前

出 身 東 京 都

浜 田 勲 （ は ま だ い さ お ）

歳 （ 年 月 ）が ん 罹 患 年 齢

年 齢 歳

治 療 手 術 ＋ 放 射 線 治 療

罹 患 し た が ん 耳 下 腺 ・ 腺 様 嚢 胞 が ん ス テ ー ジ Ⅳ a ／ 頭 頸 部 が ん

顎 関 節 、 頬 骨 、 顎 骨 、 顔 面 神 経 を 切 除

現 在 年 夏 に 肺 へ の 多 発 転 移 が 発 覚

決 定 的 な 治 療 法 が 無 い た め 無 治 療 経 過 観 察 を 続 け て い る

耳 下 腺 腺 様 嚢 胞 が ん

腺 様 嚢 胞 が ん の 特 徴 ❶ 進 行 速 度 は 比 較 的 遅 い

❷ 周 囲 組 織 へ の 浸 潤 傾 向 が 強 い

❸ 肺 や 骨 に 転 移 し や す い

❹ 一 般 的 に 抗 が ん 剤 が 効 き に く い …※ 希 少 が ん に 分 類 さ れ て い る

は 顔 の

各 種 部 位 に

発 症 す る

● 耳 下 腺 は 耳 の 直 ぐ 下 に あ る

● 耳 下 腺 の 中 を 顔 面 神 経 が 走 っ て い る

＜ 希 少 が ん の 定 義 ＞
新 規 に 診 断 さ れ る 症 例 の
数 が 万 人 あ た り

年 間 例 未 満 の が ん

「 が ん 」 を 受 け 入 れ る ま で の 気 持 ち

― 1 4 7 ―



が ん ＝ 死
恐 怖 の 方 程 式

こ の 先 の 人 生 に 何 が 待 っ て い る の か

そ れ と も こ の 先 の 人 生 は 無 い の か

ま さ か 、 こ の タ イ ミ ン グ で

「 が ん 」 に な る と は 思 っ て い な か っ た

恐 怖 の 方 程 式 を 解 く カ ギ

「 き っ と 死 ぬ ん だ 」

と い う あ き ら め

＜ 絶 望 ＞
が ん 医 療 に 対 す る 知 識 が な い こ と が マ イ ナ ス に 作 用

主 治 医 に 言 わ れ た 言 葉 ＝ 恐 怖 の 方 程 式 を 解 く カ ギ

一 般 的 に 「 が ん ＝ 死 」 は あ た り ま え の 考 え 方

こ の 言 葉 に 救 わ れ 、 主 治 医 に 対 す る 信 頼 が 生 ま れ た

主 治 医 が あ き ら め て い な い の に

患 者 本 人 が あ き ら る ワ ケ に は い か な い
根 治 を 目 指 し ま す

一 緒 に 頑 張 り ま し ょ う

＜ 希 望 ＞ ● 医 療 者 の 一 言 は 患 者 に と っ て と て も 大 き い

● 告 知 直 後 の 患 者 と 医 療 者 の 関 係 は 大 切

生 き る た め に 手 術 を 選 択

手 術 に よ っ て 生 じ る つ の 大 き な 不 安

● 顎 関 節 切 除 に よ る 食 事 の 問 題

噛 み 合 わ せ が 悪 く な る た め

固 形 物 は 食 べ ら れ な く な る

● 外 見 （ ア ピ ア ラ ン ス ） の 変 化

顔 面 神 経 を 切 除 す る た め

表 情 が 作 れ な く な る

頭 頸 部 に 発 症 し た が ん は 圧 倒 的 な の 低 下 を 引 き 起 こ す

不 安 ば か り … で も 、 生 き て い た い

手 術 前 、 手 術 後 … 、 そ の 心 の 変 化

● 様 々 な 不 安 と 葛 藤 が 直 前 ま で 心 を 悩 ま す

怖 い 、 ご 飯 が 食 べ ら れ な く な る 、 ど ん な 顔 に な っ て し ま う の だ ろ う …

が ん の

受 け 入 れ

＜ 手 術 前 （ 入 院 前 ） ＞

＜ 手 術 後 （ 退 院 後 ） ＞

● 食 事 に 関 し て は 「 食 べ 方 の 工 夫 」 で 克 服 で き た

た だ し 、 食 べ に く い も の は あ る …

● ア ピ ア ラ ン ス は 気 に な る が 、 仕 方 が な い …

特 殊 な リ ハ ビ リ を 実 践 …

「 時 間 と 経 験 」 が 少 し ず つ 心 を 前 向 き に …

が ん を 受 け 入 れ て 生 き る こ と

が ん を 受 け 入 れ る こ と に よ っ て 心 は が ん よ り 優 位 な 立 場 で い ら れ る

治 療 の 先 に あ る

人 生 を 覚 悟

自 分 の が ん を

理 解 す る こ と

（ 知 識 を 得 る こ と ）

が ん を 「 受 け 入 れ ら れ る か 、 受 け 入 れ ら れ な い か 」 こ の 差 は 大 き い

が ん を 受 け 入 れ る た め に 必 要 な こ と

希 少 が ん 「 腺 様 嚢 胞 が ん 」 に 特 化 し た 患 者 会

「 」 を

起 ち 上 げ た 理 由 と 活 動 を 通 じ て
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希 少 が ん 「 腺 様 嚢 胞 が ん 」 に 特 化 し た 患 者 会

「 」 を

起 ち 上 げ た 理 由 と 活 動 を 通 じ て

が ん ＝ 死
恐 怖 の 方 程 式

こ の 先 の 人 生 に 何 が 待 っ て い る の か

そ れ と も こ の 先 の 人 生 は 無 い の か

ま さ か 、 こ の タ イ ミ ン グ で

「 が ん 」 に な る と は 思 っ て い な か っ た

恐 怖 の 方 程 式 を 解 く カ ギ

「 き っ と 死 ぬ ん だ 」

と い う あ き ら め

＜ 絶 望 ＞
が ん 医 療 に 対 す る 知 識 が な い こ と が マ イ ナ ス に 作 用

主 治 医 に 言 わ れ た 言 葉 ＝ 恐 怖 の 方 程 式 を 解 く カ ギ

一 般 的 に 「 が ん ＝ 死 」 は あ た り ま え の 考 え 方

こ の 言 葉 に 救 わ れ 、 主 治 医 に 対 す る 信 頼 が 生 ま れ た

主 治 医 が あ き ら め て い な い の に

患 者 本 人 が あ き ら る ワ ケ に は い か な い
根 治 を 目 指 し ま す

一 緒 に 頑 張 り ま し ょ う

＜ 希 望 ＞ ● 医 療 者 の 一 言 は 患 者 に と っ て と て も 大 き い

● 告 知 直 後 の 患 者 と 医 療 者 の 関 係 は 大 切

生 き る た め に 手 術 を 選 択

手 術 に よ っ て 生 じ る つ の 大 き な 不 安

● 顎 関 節 切 除 に よ る 食 事 の 問 題

噛 み 合 わ せ が 悪 く な る た め

固 形 物 は 食 べ ら れ な く な る

● 外 見 （ ア ピ ア ラ ン ス ） の 変 化

顔 面 神 経 を 切 除 す る た め

表 情 が 作 れ な く な る

頭 頸 部 に 発 症 し た が ん は 圧 倒 的 な の 低 下 を 引 き 起 こ す

不 安 ば か り … で も 、 生 き て い た い
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希 少 が ん と 生 き る

症 例 が 少 な い → サ ン プ ル が 少 な い → エ ビ デ ン ス が 構 築 さ れ な い

少 な い 患 者 の た め だ け に 病 気 の 研 究 や 新 薬 の 開 発 は 進 ま な い → 治 療 計 画 が 見 え な い

治 療 が 出 来 な い 状 態 が 患 者 の 心 を 苦 し め 追 い 詰 め る

希 少 が ん の 特 性 が 「 心 」 に 影 響 を 及 ぼ す

仲 間 と 出 会 い 繋 が り た い … 、 仲 間 同 士 を 繋 げ た い …

同 じ 思 い で 悩 む 仲 間 が い る こ と を 自 分 の ブ ロ グ を 通 じ て 知 っ た …

を 起 ち 上 げ た 理 由

自 分 と 同 じ 希 少 が ん に 悩 む 仲 間 と 一 緒 に 生 き る た め

こ の 思 い が 「 」 の 誕 生 に 繋 が っ た

● 同 じ 境 遇 （ 同 じ が ん ） の 仲 間 が い る こ と が 喜 び に な る

● 仲 間 が 体 験 し た 治 療 の 情 報 が 未 来 へ の 期 待 に 繋 が る

● ひ と り じ ゃ な い 、 仲 間 が い る こ と に 最 大 の 安 心 を 感 じ る

● 自 分 も 同 じ 境 遇 の 仲 間 の た め に な り た い と 思 う よ う に な る

患 者 会 の チ カ ラ

の 活 動 を 通 じ て

● ホ ー ム ペ ー ジ で 「 体 験 記 」 を し て い ま す

● 仲 間 と 交 流 で き る 場 所 「 」 を 開 催 し て い ま す

● 頭 頸 部 が ん 関 連 の セ ミ ナ ー や が ん イ ベ ン ト に 参 加 し て い ま す

気 持 ち が 通 じ 合 え る 仲 間 た ち と 過 ご す 時 間 は 正 に 魔 法 の 時 間 で す

最 大 の 課 題 は

「 の 存 続 」

情 報 交 換

生 き る 活 力

孤 独 か ら の

脱 却

「 支 え 」 に つ い て 思 う こ と

「 支 え 」 て も ら う

支 え ら れ て い る 自 分 が い ま す

妻

（ 家 族 ）

主 治 医

（ 医 療 者 ）

仲 間

（ 応 援 者 ）

支 え て く れ る 人 ＝ 理 解 者 ／ 寄 り 添 っ て く れ る 人

そ し て 、 自 分 も 誰 か の 支 え で あ る と 思 い た い

最 期 ま で 「 誰 か の 支 え 」 で あ り た い

そ う 思 っ て い ま す

「 支 え 」 で あ り た い

誰 か の 「 支 え 」 で あ る こ と が

自 分 の 「 支 え 」 だ と 感 じ て い ま す
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● ひ と り じ ゃ な い 、 仲 間 が い る こ と に 最 大 の 安 心 を 感 じ る

● 自 分 も 同 じ 境 遇 の 仲 間 の た め に な り た い と 思 う よ う に な る

患 者 会 の チ カ ラ

の 活 動 を 通 じ て

● ホ ー ム ペ ー ジ で 「 体 験 記 」 を し て い ま す

● 仲 間 と 交 流 で き る 場 所 「 」 を 開 催 し て い ま す
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生 き る 活 力

孤 独 か ら の
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「 希 少 が ん 」 が 、

人 間 ら し く 生 き る こ と

支 え 合 い な が ら 生 き る こ と を

教 え て く れ た … そ ん な 気 が し て い ま す

ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た
「 希 少 が ん 」 が 、
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ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た
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2 0 2 0 年 1 月 1 9 日  

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院   

が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ プ  

が ん 治 療 中 に 生 じ る 心 の 問 題 へ の 対 応 法 に つ い て  

大 西 秀 樹  

埼 玉 医 科 大 学 国 際 医 療 セ ン タ ー  精 神 腫 瘍 科  

＃  が ん 患 者 さ ん に 精 神 科 診 断 が つ く 割 合 は 5 0 ％ 近 い 。  

 

 

＃  「 悪 い 知 ら せ 」  

 

  

治 療 中 が ん 患 者 で の 精 神 医 学 的 有 病 率
（ D er o g ati s et al, J A M A, 1 9 8 3 ）

な し （ 5 3 % ）
適 応 障 害
（ 3 2 % ）

う
つ
病

（ 6 ％ ）

器 質 性 精 神 障 害 （ 4 % ）

不 安 障 害 （ 2 % ）

パ ー ソ ナ リ テ ィ ー 障 害 、
ア ル コ ー ル 関 連 （ 3 % ）

不 安 ･ 抑 う つ
の 時 期
（ 1 週 ～ 2 週 ）

適 応 の 時 期
（ 2 週 以 後 ）

時 間 経 過

通 常 レ ベ ル

“ 悪 い 知 ら せ ” の 後 に た ど る 経 過 ( M a s si e & H oll a n d, 1 9 8 9; H or o wit z, 1 9 7 3)

2 週

衝 撃 の 時 期
（ 直 後 ～ 1 週 ）

悪 い 知 ら せ （ b a d n e w s ） (B u c k m a n , 1 9 9 2)

高

日
常
生
活
へ
の
適
応
度

低

正 常 反 応

適 応 障 害

う つ 病
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2  
 

＃  心 の 問 題 の 治 療  

 

 

＃  心 的 外 傷 後 成 長  

①  危 機 的 な 出 来 事 や 困 難 な 経 験 と の  

②  精 神 的 な も が き ･ 闘 い の 結 果 生 じ る 、  

③  ポ ジ テ ィ ブ な 心 理 的 変 容 の 体 験     

 

 

＃  家 族 は 心 身 の ス ト レ ス が 大 き く 、 「 第 2 の 患 者 」 と 呼 ば れ て い る 。  

 

 

 

治 療

 薬 物 療 法

副 作 用 に 注 意

精 神 療 法 併 用

 精 神 療 法

患 者 さ ん の 話 を 聴 き 、

問 題 点 を 理 解 し 、

解 決 法 を 共 に 考 え る 。

 転 倒 ･ 骨 折 ( T a mi y a, Pl o s O n e 2 0 1 5)

 せ ん 妄 ( M e a g h er,  B M J  2 0 0 1)

 常 用 量 依 存 (Ri c k el s , J A M A 1 9 8 3)

【 看 病 で 家 族 に 生 じ る 問 題 】

 精 神 面

 身 体 面

 社 会 面

抑 う つ : 1 0 ～ 5 0 %
（ Br a u n et al J Cli n O n c ol. 2 0 0 7 O ct 2 0; 2 5( 3 0): 4 8 2 9 -3 4 ）

不 眠 、 心 疾 患 、 医 療 費 増 加

失 業 、 貯 蓄 減 少
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＃  遺 族 が 受 け る ス ト レ ス  

 

＃  遺 族 へ の 援 助  

 

 

＃  有 害 援 助 と 有 用 援 助  

 

日 常 生 活 に お け る ス ト レ ス （ H ol m e s & R a h e , 1 9 6 7)

死 別 が 最 大

順 位 出 来 事

１ 配 偶 者 の 死

２ 離 婚

３ 夫 婦 の 別 居

４ 刑 務 所 な ど へ の 勾 留

５ 近 親 者 の 死

６ 自 分 の け が や 病 気

７ 結 婚

８ 解 雇

９ 夫 婦 の 和 解

１ ０ 退 職 や 引 退

寿 命 だ っ た の よ

・ ・ ・ ・ ・

気 付 か な
か っ た の ？

元 気 そ う ね

大 変 で し た ね

い つ ま で も
悲 し ま な い で

で も 、 こ れ で

周 囲 か ら の 言 葉 か け

つ ら い 6 7 % 
I s hi d a et al. . J P ai n S y m pt o m M a n a g e. 
2 0 1 8 A pr; 5 5( 4): 1 0 6 1 -1 0 6 7

ど の 言 葉 が
役 に 立 た な い ?

【 有 害 援 助 】

ア ド バ イ ス を す る 。

回 復 を 鼓 舞 す る 。

陽 気 に 振 舞 う 。

不 遜 な 態 度 を と る 。

過 小 評 価

私 は あ な た が 分 か る

【 有 用 援 助 】

同 じ 境 遇 の 人 と 接 す る

感 情 を 吐 き 出 す 機 会 を

持 つ

誠 実 な 関 心 を 示 す

そ ば に い る 。
（ L e h m a n et al. 1 9 8 6)

静動
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が ん に 伴 う 心 の ケ ア は 必 要 か ？

と て も 必 要 。

少 し 必 要 。

あ ま り 必 要 な い 。

必 要 な い 。

分 か ら な い 。

2 0 2 0/ 1/ 1 9 が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ
プ

が ん に 伴 う 心 の ケ ア を 知 っ て い ま し た
か ？

以 前 か ら 、 知 っ て い た 。

今 回 、 初 め て 知 っ た 。

分 か ら な い 。

2 0 2 0/ 1/ 1 9 が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ
プ

が ん に 伴 う 心 の ケ ア を 受 け て み た い か ？

自 ら 受 け た い 。 勧 め た い 。

主 治 医 の 勧 め が あ れ ば 、 受 け
た い 。

勧 め た い 。

受 け た く な い 。 勧 め た く な い 。

必 要 な い 。

分 か ら な い 。

2 0 2 0/ 1/ 1 9
が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ

プ

ご 参 加 の 皆 様
参 加 を お 願 い し ま す 。

2 0 2 0/ 1/ 1 9 が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ プ

該 当 す る 数 字 を
押 し て く だ さ い 。

ア ン サ ー パ ッ ド を 使 っ て み ま し ょ う
講 演 前

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 看 護 学 分 野 佐 藤 真 由 美

2 0 2 0/ 1/ 1 9 が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ プ
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と て も 必 要 。

少 し 必 要 。

あ ま り 必 要 な い 。

必 要 な い 。

分 か ら な い 。

2 0 2 0/ 1/ 1 9 が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ
プ

が ん に 伴 う 心 の ケ ア に つ い て の 知 識 ？

以 上 理 解 で き た 。

く ら い は 理 解 で き た 。

く ら い は 理 解 で き た 。

あ ま り 理 解 で き な か っ た 。

全 く 理 解 で き な か っ た 。

2 0 2 0/ 1/ 1 9 が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ
プ

が ん に 伴 う 心 の ケ ア を 受 け て み た い か ？

自 ら 受 け た い 。 勧 め た い 。

主 治 医 の 勧 め が あ れ ば 、 受 け た い 。

勧 め た い 。

受 け た く な い 。 勧 め た く な い 。

必 要 な い 。

分 か ら な い 。

2 0 2 0/ 1/ 1 9
が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ

プ

ご 参 加 の 皆 様
参 加 を お 願 い し ま す 。

2 0 2 0/ 1/ 1 9 が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ プ

該 当 す る 数 字 を
押 し て く だ さ い 。

ア ン サ ー パ ッ ド を 使 っ て み ま し ょ う
講 演 後

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 看 護 学 分 野 佐 藤 真 由 美

2 0 2 0/ 1/ 1 9 が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ プ
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日 　 時 ： 2 0 2 0 年 1 月 1 9 日 　 １ 3 ： 3 0 ～ １ 6 ： 4 5

テ ー マ ： 精 神 腫 瘍 ・ サ イ コ オ ン コ ロ ジ ス ト に 学 ぶ 、 が ん に 伴 う 心 の ケ ア

■ 参 加 　 9 4 名

■ ア ン ケ ー ト 回 答 状 況 　 提 出 ： 7 3 名 　 提 出 率 ： 7 7. 7 ％ 

■ ア ン ケ ー ト 結 果 集 計

① 区 分 １ 　 一 般 参 加 4 8 6 5. 8 %

２ 　 国 際 医 療 福 祉 大 学 グ ル ー プ

教 職 員 ・ 院 生 ・ 学 部 生 2 5 3 4. 2 %

合 計 7 3 1 0 0. 0 %

② 性 別 １ 　 男 2 8 3 8. 4 %

２ 　 女 4 4 6 0. 3 %

３ 　 無 回 答 1

合 計 7 3 1 0 0. 0 %

③ 年 齢 １ 　 １ ０ 代 0 0. 0 %

２ 　 ２ ０ 代 8 1 1. 0 %

３ 　 ３ ０ 代 1 3 1 7. 8 %

４ 　 ４ ０ 代 1 9 2 6. 0 %

５ 　 ５ ０ 代 1 6 2 1. 9 %

６ 　 ６ ０ 代 1 0 1 3. 7 %

７ 　 ７ ０ 代 以 上 7 9. 6 %

合 計 7 3 1 0 0. 0 %

④ 職 業 １ 　 院 生 （ 博 士 課 程 ） 4 4. 9 %

　 （ 複 数 可 ） ２ 　 院 生 （ 修 士 課 程 ） 1 8 2 2. 0 %

３ 　 学 部 生 1 1. 2 %

４ 　 教 員 2 2. 4 %

５ 　 医 師 0 0. 0 %

６ 　 看 護 師 1 2 1 4. 6 %

７ 　 薬 剤 師 4 4. 9 %

８ 　 診 療 放 射 線 技 師 3 3. 7 %

９ 　 な し 1 2 1 4. 6 %

１ ０ 　 そ の 他 2 6 3 1. 7 %

会 社 員 × 7 名 （ 内 S M C 医 事 課 職 員 × 1 、 広 報 × 1 、 医 療 記 者 × 1 、 私 企 業 × 1 ）

不 動 産 業 × 1 、 製 業 メ ー カ ー × 1 、 具 体 的 記 載 な し × 1 ）

言 語 聴 覚 士 × 1

産 業 保 健 師 × 1

ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー × 1

器 の 小 売 店 業 × 1

遺 伝 カ ウ ン セ ラ ー × 1

主 婦 × 1

自 営 業 × 1

年 金 生 活 者 × 1

メ デ ィ カ ル コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー × 1

公 務 員 × 1

ケ ア マ ネ ー ジ ャ ー × 1

介 護 職 × 1

臨 床 心 理 士 ＆ 公 認 心 理 師 × 1

公 認 心 理 師 × 1

日 本 ブ ル ー ベ リ ー 協 会 ・ 日 本 食 生 活 学 会 × 1

具 体 的 回 答 無 し × 4

１ １ 　 無 回 答 1

合 計 8 2 1 0 0. 0 %

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 　 が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ プ 　 ア ン ケ ー ト 結 果 集 計

場 　 所 ： 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 　 東 京 赤 坂 キ ャ ン パ ス 　 3 階 　 多 目 的 ホ ー ル
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⑤ 所 属 （ 任 意 ） 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 　 保 健 医 療 学 専 攻 　 遺 伝 カ ウ ン セ リ ン グ 分 野× 1

生 命 薬 科 学 専 攻 × 1

医 療 福 祉 経 営 専 攻 　

             医 療 経 営 管 理 分 野 （ h - M B A コ ー ス ） が ん プ ロ 履 修 生 × 1

　 　 　 　 　 医 療 経 営 管 理 分 野 × 2

医 療 福 祉 経 営 専 攻 × 1 　

医 療 福 祉 経 営 専 攻 　 診 療 情 報 ア ナ リ ス ト 養 成 分 野 × 1

臨 床 心 理 学 専 攻 × 1

保 健 医 療 学 専 攻 　 言 語 聴 覚 分 野 × 1

医 学 研 究 科 × 1

　 医 療 福 祉 学 研 究 科 　 看 護 学 分 野 × 1

専 攻 、 分 野 記 載 無 し × 1

国 際 医 療 福 祉 大 学 　 心 理 学 科 × 1

本 大 学 院 生 （ 博 士 課 程 ） × 1

静 岡 が ん セ ン タ ー × 2

日 本 医 科 大 学 千 葉 北 総 病 院 × 1

国 際 医 療 福 祉 大 学 　 塩 谷 病 院 × 1

三 田 病 院 × 1

上 尾 中 央 総 合 病 院 　 放 射 線 技 術 科 × 1

が ん 哲 学 外 来 花 一 輪 カ フ ェ （ ス タ ッ フ ） × 1

松 沢 あ ん し ん す こ や か セ ン タ ー （ 世 田 谷 区 委 託 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー × 1

本 学 大 学 院 保 健 医 療 学 専 攻 　 言 語 聴 覚 分 野 × 1

シ ン バ イ オ 製 薬 × 1

日 経 メ デ ィ カ ル 開 発 × 1

無 回 答 × 1

⑥ 本 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ に 参 加 し た き っ か け は 何 で す か 。 （ 複 数 可 ）

１ 　 本 学 大 学 院 の ホ ー ム ペ ー ジ を 見 て 1 1 1 0. 2 %

２ 　 大 学 院 の フ ェ イ ス ブ ッ ク ・ ツ イ ッ タ ー を 見 て 2 1. 9 %

３ 　 公 共 施 設( 図 書 館 ・ 区 役 所 等) の 案 内 を 見 て 2 1. 9 %

４ 　 新 聞 広 告 を 見 て( 読 売 新 聞) 4 3. 7 %

5 　 新 聞 広 告 を 見 て( 朝 日 新 聞) 1 0 9. 3 %

6 　 本 学 関 連 病 院 の 案 内 を 見 て 4 3. 7 %

7 　 乃 木 坂 ス ク ー ル の 案 内 を 見 て 0 0. 0 %

8 　 同 窓 会 （ マ ロ ニ エ 会 ） の 案 内 を 見 て 1 0. 9 %

9 　 家 族 ・ 知 人 に 聞 い て 1 1 1 0. 2 %

１ ０ 　 指 導 教 員 ・ 上 司 に 聞 い て 3 2. 8 %

１ １ 　 学 内 掲 示 を 見 て 4 3. 7 %

１ ２ 　 大 学 院 用 ｗ ｅ ｂ 掲 示 板 を 見 て 3 2. 8 %

１ ３ 　 本 学 が ん プ ロ か ら の メ ー ル を 見 て 2 7 2 5. 0 %

１ ４ 　 郵 便 局 で チ ラ シ を 見 て 0 0. 0 %

１ ５ 　 テ ー マ が よ か っ た か ら 1 1 1 0. 2 %

１ ６ 　 講 師 が よ か っ た か ら 2 1. 9 %

１ ７ 　 そ の 他( 具 他 的 に) 1 2 1 1. 1 %

が ん プ ロ の 会 議 　 × 1

家 族 の が ん 治 療 や 痛 み の 緩 和 に 役 立 て ら れ る か 興 味 が あ っ た か ら 　 × 1

以 前 に 講 座 に 参 加 し て チ ラ シ を も ら っ た 　 × 1

希 少 が ん の 友 達 の 精 神 的 支 え に な り た い と 思 い ま し た 　 × 1

紹 介 　 × 1

大 学 院 心 理 相 談 室 か ら の 連 絡 　 × 1

が ん サ バ イ バ ー の 方 か ら の 情 報 で 知 っ た 　 × 1

T E A M 　 A C C 　 浜 田 　 勲 さ ん の ブ ロ グ を 見 て 　 × 1

ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ の た め 、 再 度 大 西 先 生 の ご 講 演 を 拝 聴 し た か っ た の で 　 × 1

案 内 が 送 ら れ て き た の で 　 × 1

ダ イ レ ク ト メ ー ル( 郵 送) 同 封 の チ ラ シ を 見 て 　 × 1

前 回 の ワ ー ク シ ョ ッ プ で 見 て 　 × 1

１ ８ 無 回 答 1 0. 9 %

合 計 1 0 8
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⑦ 本 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 内 容 に つ い て 、 ご 理 解 い た だ け ま し た か 。

１ 　 よ く 理 解 で き た 5 4 7 4. 0 %

２ 　 理 解 で き た 1 7 2 3. 3 %

３ 　 ど ち ら と も い え な い 0 0. 0 %

４ 　 理 解 で き な か っ た 0 0. 0 %

５ 　 無 回 答 2 2. 7 %

合 計 7 3 1 0 0. 0 %

⑧ 本 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ に 満 足 い た だ け ま し た か 。

１ 　 と て も 満 足 5 4 7 4. 0 %

２ 　 満 足 1 6 2 1. 9 %

３ 　 ふ つ う 2 2. 7 %

４ 　 不 満 0 0. 0 %

５ 　 無 回 答 1 1. 4 %

合 計 7 3 1 0 0. 0 %

⑨ 本 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ に 対 す る ご 意 見 、 ご 感 想 を ご 自 由 に お 書 き く だ さ い 。

　 　 　 　 ◆ 一 般 参 加

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　 　 　 　 ◆ 国 際 医 療 福 祉 大 学 グ ル ー プ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

現 在 の 自 身 の 健 康 体 を あ り が た い と 思 わ ず に い ら れ ま せ ん 。

心 の ケ ア を 担 当 す る 者 と し て 参 考 に な っ た （ 臨 床 心 理 士 ）

患 者 さ ん ご 本 人 の 講 演 を 聞 け た の は 得 が た い 経 験 で し た 。 「 誰 か の 支 え に な る こ と が 自 ら の 支 え
に な る 」 と は 本 当 に そ の 通 り で 、 病 と は 奪 う ば か り で は な い の だ と 思 い ま す 。

現 場 の 医 師 の 対 応 、 声 に 驚 き を 感 じ た

5 年 前 に が ん で 亡 く な っ た 父 が 終 末 期 に 「 誰 か の 助 け が 欲 し い 」 と 言 っ て い た の は 、 こ う い っ た 心 の
ケ ア で あ っ た の か と 思 い 至 っ た 。 全 て の 病 院 に 精 神 腫 瘍 科 と の つ な が り を 希 望 し た い 。

そ れ ぞ れ 立 場 の 異 な る 方 か ら の 講 演 で し た が 、 い ず れ も 考 え さ せ ら れ る こ と が 多 く 、 自 分 と 向 き 合
う 大 変 良 い 機 械 と な り ま し た 。 （ メ デ ィ カ ル コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー ）

子 育 て 支 援 は や や 全 体 テ ー マ か ら 外 し て い る よ う な 気 が し た 。

グ リ ー フ ケ ア に つ い て も 知 り た い で す 。 特 に 親 が が ん で 亡 く な っ て し ま っ た 子 ど も た ち へ の 対 応 。 Dr
大 西 の 症 例 紹 介 は 参 考 に な り ま す 。

が ん 患 者 が 治 療 に 前 向 き に 取 り 組 む た め に は 医 師 を 含 め 、 周 り の 人 の 影 響 が 大 き い と 改 め て 感
じ た 。

患 者 さ ん 当 事 者 と 共 に 行 う の が 大 変 良 い の で 今 後 も 是 非 続 け て 頂 け た ら

患 者 さ ん が ん サ バ イ バ ー の 方 の 声 も 聞 け て 参 考 に な り ま し た 。

様 々 な 立 場 か ら み な さ ん わ か り や す い プ レ ゼ ン で 勉 強 に な り ま し た 。

浜 田 さ ん の 体 験 は 心 に 響 い た 。 応 援 し て い ま す 。 心 の ケ ア は 手 術 な ど の 治 療 と 平 行 し て 行 う の が
大 事 で あ り 、 そ れ を サ ポ ー ト す る 分 野 が あ る こ と は 心 強 く 、 広 く 一 般 的 に 知 る べ き だ と 思 っ た 。

大 西 先 生 の 話 は す さ ま じ く 感 動 。 が ん 患 者 の 子 ど も に 対 す る 影 響 、 ケ ア の 必 要 性 を 良 く 理 解 で き
た 。

心 の こ も っ た 素 敵 な 講 義 で し た 。

希 少 が ん の 患 者 さ ん の ” が ん を 受 け 入 れ る こ と は ど う い う こ と か ” 聞 く こ と が で き て 参 考 に な っ た 。

私 自 身 、 精 神 腫 瘍 科 の 治 療 を 受 け て い ま す 。 担 当 す る 医 師 側 の 気 持 ち 、 患 者 と 向 き あ い に つ い て
も っ と 深 く 知 り た か っ た 。

医 療 従 事 者 で は な い 私 に と っ て も 大 変 理 解 し や す い 内 容 で し た 。

「 精 神 症 状 は 苦 痛 で あ る ｣ と い う 大 西 先 生 の 講 演 は 、 「 人 間 の 尊 厳 」 に ど う 気 付 い て い け ば よ い の
か 、 そ れ は 常 々 学 ん で い く こ と だ と 教 え ら れ た 。

基 調 講 演 が と て も よ く 臨 床 に 活 か し た い

浜 田 さ ん の お 話 に 感 動 い た し ま し た 。

患 者 側 か ら の 話 が 聞 け て 、 医 療 従 事 者 に は 大 変 役 立 つ 内 容 だ っ た

実 働 し て い る サ イ コ オ ン コ ロ ジ ス ト の 先 生 方 の 話 を 聞 く こ と が で き て 、 臨 床 現 場 へ の 応 用 と 今 後 の
課 題 を 含 め て 考 え る こ と が で き た 。
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⑩ ご 来 場 い た だ い た ご 本 人 お よ び ご 家 族 、 ご 友 人 に つ い て お 伺 い い た し ま す 。 （ 複 数 可 ）

　 　 　 　 が ん 治 療 に つ い て

１ 　 闘 病 中 の 方 が い る

１ 　 ご 自 身 7

２ 　 ご 家 族 1 2

３ 　 ご 友 人 1 0

合 計 2 9

２ 　 闘 病 経 験 の あ る 方 が い る

１ 　 ご 自 身 7

２ 　 ご 家 族 1 2

３ 　 ご 友 人 9

合 計 2 8

３ 　 が ん で 亡 く な ら れ た 方 が い る

１ 　 ご 家 族 2 9

２ 　 ご 友 人 1 6

合 計 4 5

４ 　 特 に 該 当 し な い 1 0

５ 　 無 回 答 6

⑪ 本 学 が ん プ ロ の 講 演 は 何 回 目 の ご 参 加 で す か 。

１ 　 は じ め て 2 9 3 9. 7 %

２ 　 ２ 回 目 2 4 3 2. 9 %

３ 　 ３ 回 目 以 上 1 1 1 5. 1 %

４ 　 無 回 答 9 1 2. 3 %

合 計 7 3 1 0 0. 0 %

１ 　 次 回 以 降 の 案 内 状 希 望 者 3 5

２ 　 無 回 答 3 8

合 計 7 3

以 上

⑫ 本 学 が ん プ ロ の 開 催 案 内 を 今 後 希 望 さ れ る 方 は 、 ご 案 内 の 送 付 先 を ご 記 入 く だ さ い 。 （ 一 般 参 加 者 の み ）
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Ⅲ - ６ . 映 像 教 材 の 開 発      
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文 部 科 学 省 多 様 な 新 ニ ー ズ に 対 応 す る 「 が ん 専 門 医 療 人 材 （ が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ） 」 養 成 プ ラ ン

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 　 映 像 教 材 開 発 一 覧 （ 2 0 1 9 0 3 3 1 現 在 ）

臨 床 腫 瘍 学

1 腫 瘍 生 物 学 樋 口 肇 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 消 化 器 セ ン タ ー 消 化 器 化 学 療 法 部 長
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 臨 床 腫 瘍 学 主 任 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

2 が ん 遺 伝 子 の 解 析 学 高 橋 克 仁 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 肉 腫 セ ン タ ー 長
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 病 院 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

3 遺 伝 性 腫 瘍 高 橋 克 仁 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 肉 腫 セ ン タ ー 長
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 病 院 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

4 遺 伝 性 腫 瘍 に 対 す る カ ウ ン セ リ ン グ 四 元 淳 子 先 生 お 茶 の 水 女 子 大 学 大 学 院 遺 伝 カ ウ ン セ リ ン グ コ ー ス 2 0 1 7 年 度 収 録

5 が ん の 分 子 病 理 学 福 澤 龍 二 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 病 理 部
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

6 が ん 薬 物 療 法 総 論 中 世 古 知 昭 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 血 液 内 科
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 血 液 内 科 学 主 任 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

7 有 害 事 象 と 支 持 療 法 石 黒 洋 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 病 院  腫 瘍 内 科
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

8 臨 床 試 験 石 黒 洋 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 病 院  腫 瘍 内 科
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

9 肺 が ん 治 療 の 最 前 線 林 和 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 呼 吸 器 外 科 部 長 医 療 相 談 ・ 緩 和 ケ ア セ
ン タ ー ・ が ん 相 談 支 援 セ ン タ ー 長 / 国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 准 教 授

2 0 1 8 年 度 収 録

1 0 乳 が ん 治 療 の 最 前 線 山 下 浩 二 先 生
山 王 病 院 乳 腺 外 科 部 長
国 際 医 療 福 祉 大 学 病 院 教 授

2 0 1 8 年 度 収 録

1 1 上 部 消 化 管 治 療 の 最 前 線 池 田 佳 史 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 副 院 長 消 化 器 セ ン タ ー 長
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

1 2 下 部 消 化 管 治 療 の 最 前 線 似 鳥 修 弘 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 消 化 器 セ ン タ ー
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 准 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

1 3 内 視 鏡 診 断 、 治 療 の 最 前 線 片 岡 幹 統 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 消 化 器 セ ン タ ー
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 准 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

1 4 肝 臓 が ん 治 療 の 最 前 線 首 村 智 久 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 消 化 器 セ ン タ ー
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 病 院 准 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

1 5 胆 道 癌 、 膵 癌 樋 口 肇 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 消 化 器 セ ン タ ー 消 化 器 化 学 療 法 部 長
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 臨 床 腫 瘍 学 主 任 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

1 6 骨 髄 腫 、 白 血 病 中 世 古 知 昭 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 血 液 内 科
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 血 液 内 科 学 主 任 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

1 7 悪 性 リ ン パ 腫 小 林 幸 夫 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 血 液 内 科
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

1 8 高 齢 化 時 代 に お け る が ん 予 防 北 島 政 樹 先 生 国 際 医 療 福 祉 大 学 副 理 事 長 名 誉 学 長 2 0 1 7 年 度 収 録

1 9 医 療 ・ 研 究 倫 理 に つ い て 赤 居 正 美 先 生 　 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 副 大 学 院 長 教 授 2 0 1 7 年 度 収 録

2 0 臨 床 腫 瘍 学 に 必 要 な 統 計 学 ① 稲 垣 誠 一 先 生 国 際 医 療 福 祉 大 学 成 田 キ ャ ン パ ス 総 合 教 育 セ ン タ ー 教 授 2 0 1 7 年 度 収 録

2 1 臨 床 腫 瘍 学 に 必 要 な 統 計 学 ② 稲 垣 誠 一 先 生 国 際 医 療 福 祉 大 学 成 田 キ ャ ン パ ス 総 合 教 育 セ ン タ ー 教 授 2 0 1 7 年 度 収 録

2 2 臨 床 腫 瘍 学 に 必 要 な 統 計 学 ③ 稲 垣 誠 一 先 生 国 際 医 療 福 祉 大 学 成 田 キ ャ ン パ ス 総 合 教 育 セ ン タ ー 教 授 2 0 1 8 年 度 収 録

2 3 臨 床 腫 瘍 学 に 必 要 な 統 計 学 ④ 稲 垣 誠 一 先 生 国 際 医 療 福 祉 大 学 成 田 キ ャ ン パ ス 総 合 教 育 セ ン タ ー 教 授 2 0 1 8 年 度 収 録

2 4 緩 和 ケ ア 森 雅 紀 先 生 聖 隷 三 方 原 病 院 2 0 1 7 年 度 収 録

2 5 子 宮 癌 ・ 卵 巣 癌  進 伸 幸 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 婦 人 科 部 長
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

2 6 放 射 線 治 療 総 論 　 最 新 の ト ピ ッ ク 戸 矢 和 仁 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 放 射 線 科
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 教 授

2 0 1 8 年 度 収 録

2 7 泌 尿 器 癌 大 東 貴 志 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 泌 尿 器 科 部 長
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

2 8
が ん 診 療 に お け る 医 療 安 全 対 策
～ 化 学 療 法 と 医 療 安 全 ～

石 田 亜 紀 先 生 国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 医 療 安 全 対 策 室 室 長 代 理 2 0 1 7 年 度 収 録

2 9 脳 腫 瘍 河 島 雅 到 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 三 田 病 院 脳 神 経 外 科 部 長
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 脳 神 経 外 科 学 主 任 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

3 0 小 児 が ん 石 田 也 寸 志 先 生 愛 媛 県 立 中 央 病 院 小 児 医 療 セ ン タ ー 長 患 者 支 援 室 長 2 0 1 7 年 度 収 録

3 1 医 療 情 報 シ ス テ ム の 概 要 内 藏 啓 幸 先 生 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 放 射 線 ・ 情 報 科 学 分 野 責 任 者 教 授 2 0 1 8 年 度 収 録

3 2
医 療 情 報 の 利 活 用
〜 医 療 情 報 が 担 う 治 療 戦 略 ～

松 山 江 里 先 生 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 放 射 線 ・ 情 報 科 学 分 野 准 教 授 2 0 1 8 年 度 収 録

3 3 健 診 に 必 要 な ゲ ノ ム 医 療 の 知 識( 入 門 編) 辻 省 次 　 先 生 国 際 医 療 福 祉 大 学 ゲ ノ ム 医 学 研 究 所 長 2 0 1 9 年 度 収 録

3 4 2 0 1 9 年 度 　 乳 が ん 検 診 の 実 情 と 今 後 菊 池 潔 　 先 生
山 王 病 院 　 副 院 長
国 際 医 療 福 祉 大 学 臨 床 医 学 研 究 セ ン タ ー 教 授

2 0 1 9 年 度 収 録

3 5 2 0 1 9 年 度 　 が ん 検 診 概 論( が ん 予 防 医 学) 森 下 鉄 夫 　 先 生
山 王 メ デ ィ カ ル セ ン タ ー 院 長 、 国 際 医 療 福 祉 大 学 臨 床 研 究 医 学 研 究
セ ン タ ー 教 授

2 0 1 9 年 度 収 録

3 6
2 0 1 9 年 度 　 我 が 国 の が ん 政 策 （ 対 策 ） － 現 況
と 展 望

埴 岡 　 健 一 　 先 生 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 医 療 福 祉 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 分 野 教 授 2 0 1 9 年 度 収 録

1
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臨 床 心 理 学 概 論

1 個 人 、 家 族 、 そ し て 集 団 を つ な ぐ 臨 床 心 理 学 亀 口 憲 治 先 生 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 臨 床 心 理 学 専 攻 主 任 教 授 2 0 1 7 年 度 収 録

が ん 診 療 の 基 礎 知 識

1 が ん の 基 礎 知 識 冨 田 裕 彦 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 市 川 病 院 病 理 ・ 検 査 部 長
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

多 職 種 協 働 市 民 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム

1 2 0 1 7 年 度 収 録

2 2 0 1 8 年 度 収 録

3 2 0 1 9 年 度 収 録

が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ プ

1 2 0 1 7 年 度 収 録

2 2 0 1 8 年 度 収 録

3 2 0 1 9 年 度 収 録

一 般 市 民 公 開 講 座

1 2 0 1 8 年 度 収 録

2 2 0 1 9 年 度 収 録

構 成 ８ 大 学 合 同 シ ン ポ ジ ウ ム

1 2 0 1 9 年 度 収 録

「 多 職 種 連 携 で 挑 む が ん の 緩 和 ケ ア ： 人 生 会 議 （ ア ド バ ン ス ・ ケ ア ・ プ ラ ン ニ ン グ ： A C P ） を 考 え る 」
（ 開 催 ： 令 和 元 年 １ ２ 月 ８ 日 （ 日 ） 1 3 ： 3 0 ～ 1 6 ： 3 0 ）

「 ゲ ノ ム 医 療 － 最 先 端 の 取 り 組 み （ 臨 床 へ の 応 用 ） 」
（ 開 催 ： 令 和 元 年 ７ 月 ２ ６ 日 （ 金 ） 1 5 ： 3 0 ～ 1 7 ： 2 0 ）

「 ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た が ん 診 療 ～ が ん 患 者 ケ ア に 多 職 種 で ど う 向 き 合 う か ～ 」
（ 開 催 ： 平 成 2 9 年 1 0 月 2 2 日 （ 日 ） 1 4 ： 0 0 ～ 1 6 ： 5 0 ）

「 ゲ ノ ム 情 報 は が ん 治 療 に ど の よ う に 役 立 つ の か ？ 」
（ 開 催 ： 平 成 2 9 年 1 2 月 1 0 日 （ 日 ） 1 3 ： 0 0 ～ 1 6 ： 0 5 ）

「 多 職 種 協 働 で 取 り 組 む こ れ か ら の が ん 診 療 ： 乳 が ん ・ 小 児 が ん を 中 心 に 」
（ 開 催 ： 平 成 3 0 年 8 月 5 日 （ 日 ） 1 3 ： 0 0 ～ 1 5 ： 4 0 ）

「 が ん 治 療 と 生 活 ～ 両 立 へ の 支 援 に 向 け て ～ 」
（ 開 催 ： 平 成 3 0 年 1 0 月 2 1 日 （ 日 ） 1 3 ： 0 0 ～ 1 6 ： 3 0 ）

「 精 神 腫 瘍 科 ・ サ イ コ オ ン コ ロ ジ ス ト に 学 ぶ 、 が ん に 伴 う 心 の ケ ア 」
（ 開 催 ： 令 和 ２ 年 １ 月 １ ９ 日 （ 日 ） 1 3 ： 3 0 ～ 1 6 ： 4 5 ）

「 が ん ゲ ノ ム 医 療 ～ 治 療 へ の 展 開 ～ 」
（ 開 催 ： 令 和 元 年 ９ 月 ８ 日 （ 日 ） 1 3 ： 3 0 ～ 1 6 ： 3 0 ）

「 が ん 薬 物 療 法 ・ 放 射 線 治 療 　 最 新 の 展 望 」
（ 開 催 ： 平 成 3 0 年 1 2 月 9 日 （ 日 ） 1 3 ： 0 0 ～ 1 6 ： 5 5 ）
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臨 床 心 理 学 概 論

1 個 人 、 家 族 、 そ し て 集 団 を つ な ぐ 臨 床 心 理 学 亀 口 憲 治 先 生 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 臨 床 心 理 学 専 攻 主 任 教 授 2 0 1 7 年 度 収 録

が ん 診 療 の 基 礎 知 識

1 が ん の 基 礎 知 識 冨 田 裕 彦 先 生
国 際 医 療 福 祉 大 学 市 川 病 院 病 理 ・ 検 査 部 長
国 際 医 療 福 祉 大 学 医 学 部 教 授

2 0 1 7 年 度 収 録

多 職 種 協 働 市 民 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム

1 2 0 1 7 年 度 収 録

2 2 0 1 8 年 度 収 録

3 2 0 1 9 年 度 収 録

が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 の た め の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ プ

1 2 0 1 7 年 度 収 録

2 2 0 1 8 年 度 収 録

3 2 0 1 9 年 度 収 録

一 般 市 民 公 開 講 座

1 2 0 1 8 年 度 収 録

2 2 0 1 9 年 度 収 録

構 成 ８ 大 学 合 同 シ ン ポ ジ ウ ム

1 2 0 1 9 年 度 収 録

「 多 職 種 連 携 で 挑 む が ん の 緩 和 ケ ア ： 人 生 会 議 （ ア ド バ ン ス ・ ケ ア ・ プ ラ ン ニ ン グ ： A C P ） を 考 え る 」
（ 開 催 ： 令 和 元 年 １ ２ 月 ８ 日 （ 日 ） 1 3 ： 3 0 ～ 1 6 ： 3 0 ）

「 ゲ ノ ム 医 療 － 最 先 端 の 取 り 組 み （ 臨 床 へ の 応 用 ） 」
（ 開 催 ： 令 和 元 年 ７ 月 ２ ６ 日 （ 金 ） 1 5 ： 3 0 ～ 1 7 ： 2 0 ）

「 ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た が ん 診 療 ～ が ん 患 者 ケ ア に 多 職 種 で ど う 向 き 合 う か ～ 」
（ 開 催 ： 平 成 2 9 年 1 0 月 2 2 日 （ 日 ） 1 4 ： 0 0 ～ 1 6 ： 5 0 ）

「 ゲ ノ ム 情 報 は が ん 治 療 に ど の よ う に 役 立 つ の か ？ 」
（ 開 催 ： 平 成 2 9 年 1 2 月 1 0 日 （ 日 ） 1 3 ： 0 0 ～ 1 6 ： 0 5 ）

「 多 職 種 協 働 で 取 り 組 む こ れ か ら の が ん 診 療 ： 乳 が ん ・ 小 児 が ん を 中 心 に 」
（ 開 催 ： 平 成 3 0 年 8 月 5 日 （ 日 ） 1 3 ： 0 0 ～ 1 5 ： 4 0 ）

「 が ん 治 療 と 生 活 ～ 両 立 へ の 支 援 に 向 け て ～ 」
（ 開 催 ： 平 成 3 0 年 1 0 月 2 1 日 （ 日 ） 1 3 ： 0 0 ～ 1 6 ： 3 0 ）

「 精 神 腫 瘍 科 ・ サ イ コ オ ン コ ロ ジ ス ト に 学 ぶ 、 が ん に 伴 う 心 の ケ ア 」
（ 開 催 ： 令 和 ２ 年 １ 月 １ ９ 日 （ 日 ） 1 3 ： 3 0 ～ 1 6 ： 4 5 ）

「 が ん ゲ ノ ム 医 療 ～ 治 療 へ の 展 開 ～ 」
（ 開 催 ： 令 和 元 年 ９ 月 ８ 日 （ 日 ） 1 3 ： 3 0 ～ 1 6 ： 3 0 ）

「 が ん 薬 物 療 法 ・ 放 射 線 治 療 　 最 新 の 展 望 」
（ 開 催 ： 平 成 3 0 年 1 2 月 9 日 （ 日 ） 1 3 ： 0 0 ～ 1 6 ： 5 5 ）

2
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◎ 議 題

１ ． 開 会 の 挨 拶 及 び 自 己 紹 介 ( 4 分)

2 ． 未 来 が ん 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 プ ラ ン に 関 す る 説 明

・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ( 三 宅 教 授 ) 資 料 ( 3 0 分)

・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン に 関 す る 質 疑 応 答 ( 1 0 分)

～ 未 来 が ん プ ロ 教 員 中 座 、 外 部 評 価 委 員 に よ る 協 議 ～ ( 3 0 分)

3 ． 外 部 評 価 委 員 と 未 来 が ん プ ロ 教 員 に よ る 意 見 交 換 ( 3 0 分)

4 ． 外 部 評 価 委 員 講 評 ( 1 5 分)

5 ． 閉 会 の 挨 拶 ( 1 分)

( 終 了 予 定)

「 未 来 が ん 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 プ ラ ン 」 外 部 評 価 委 員 会 次 第

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日 　 時  ： 2 0 1 9 年 1 2 月 2 5 日 （ 水 ） 1 8 時 0 0 分 ～
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 場 　 所  ：  M & D タ ワ ー 会 議 室 （ M & D タ ワ ー 1 7 階 ）

目 安 ﾀ ｲ ﾑ ｽ ｹ ｼ゙ ｭ ｰ ﾙ

1 / 1 ペ ー ジ
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Ⅴ .広 報 ・ 学 生 募 集  
 

1.  が ん プ ロ ホ ー ム ペ ー ジ  

2.  が ん プ ロ パ ン フ レ ッ ト
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【 教 育 プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ス の 概 要 】

ラ イ フ ス テ ー ジ に 対 応 し た
が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル
多 職 種 協 働 人 材 育 成 コ ー ス

♦ 養 成 す る 人 材 像 ：
多 職 種 協 働 に よ る 機 能 的 な チ ー ム を 作 り 、 ラ イ フ ス テ ー ジ に 対 応 し た が ん 治 療
に あ た り 、 患 者 支 援 、 家 族 、 支 援 者 支 援 、 グ リ ー フ ・ ケ ア 、 タ ー ミ ナ ル ケ ア ま
で の 広 範 な 対 応 が で き る 専 門 医 療 職

♦ 対 象 ： 修 士 課 程 ・ 博 士 課 程 （ 薬 剤 師 、 看 護 師 、 診 療 放 射 線 技 師 、 診 療 情 報 管
理 士 、 臨 床 心 理 士 、 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 医 師 な ど ）

ゲ ノ ム 解 析 医 療 ・ 希 少 が ん 診 療 に 精 通 し た
医 療 者 育 成 コ ー ス （ イ ン テ ン シ ブ ）

♦ 養 成 す る 人 材 像 ：
ゲ ノ ム 解 析 技 術 に 精 通 し 、 遺 伝 子 異 常 に 基 づ く 希 少 が ん 診 療 ・ ケ ア に あ た る こ
と が 出 来 る 専 門 的 医 療 者 を 養 成

♦ 対 象 ： 博 士 課 程 （ 薬 剤 師 、 看 護 師 、 診 療 放 射 線 技 師 、 医 師 、 臨 床 検 査 技 師 な ど ）
（ 一 部 修 士 課 程 含 む ）

国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院

平 成 2 9 年 度 文 部 科 学 省 「 多 様 な 新 ニ ー ズ に 対 応 す る
「 が ん 専 門 医 療 人 材 （ が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ） 」 養 成 プ ラ ン 」 採 択

未 来 が ん 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 プ ラ ン

平 成 年 度 開 講
大 学 院
履 修 生
募 集

ゲ ノ ム 解 析 医 療 ・ 希 少 が ん 診 療 に 精 通 し た
医 療 者 育 成 コ ー ス （ イ ン テ ン シ ブ ）

ラ イ フ ス テ ー ジ に 対 応 し た
が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル
多 職 種 協 働 人 材 育 成 コ ー ス

２ つ の が ん プ ロ コ ー ス は 、
大 学 院 入 学 後 、 選 択 制 に よ り
コ ー ス を 履 修 い た だ き ま す 。

【 お 問 い 合 わ せ 先 】
国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 が ん プ ロ 事 務 局
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開 催 記 録  
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「 が ん 専 門 医 療 人 材 (が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル )養 成 プ ラ ン 」  

事 業 推 進 委 員 会  
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令 和 元 年 度  

 

多 様 な 新 ニ ー ズ に 対 応 す る 「 が ん 専 門 医 療 人 材 (が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル )養 成 プ ラ ン  

事 業 推 進 委 員 会  開 催 記 録  

 

 

第 1 回  令 和 元 年 ６ 月 ４ 日 （ 火 ）  1 8 ： 1 0 ～ 1 9 ： 3 0  

東 京 赤 坂 キ ャ ン パ ス 3 0 1 教 室 、 大 田 原 キ ャ ン パ ス E 1 0 1 教 室           

小 田 原 キ ャ ン パ ス 5 0 2 ・ 3 教 室 、 成 田 キ ャ ン パ ス E 教 室            （ 出 席 2 4 名 ）  

 

 

第 2 回  令 和 元 年 ８ 月 ６ 日 （ 火 ）  1 8 ： 1 0 ～ 1 9 ： 3 0  

東 京 赤 坂 キ ャ ン パ ス ７ ０ １ 教 室 、 大 田 原 キ ャ ン パ ス A 教 室           

小 田 原 キ ャ ン パ ス B 教 室 、 成 田 キ ャ ン パ ス A 教 室               （ 出 席 2 4 名 ）  

 

 

第 3 回  令 和 元 年 1 1 月 1 2 日 （ 火 ）  1 8 ： 1 0 ～ 1 9 ： 3 0  

東 京 赤 坂 キ ャ ン パ ス ７ ０ １ 教 室 、 大 田 原 キ ャ ン パ ス E 教 室           

小 田 原 キ ャ ン パ ス B 教 室 、 成 田 キ ャ ン パ ス E 教 室   熱 海 A 教 室     （ 出 席 1 6 名 ）  

 

 

第 4 回  令 和 ２ 年 ２ 月 2 5 日 （ 火 ）  1 8 ： 1 0 ～ 1 9 ： 3 0  

東 京 赤 坂 キ ャ ン パ ス ７ ０ １ 教 室 、 大 田 原 キ ャ ン パ ス Ａ 教 室 、 小 田 原 キ ャ ン パ ス A 教 室  

熱 海 キ ャ ン パ ス A 教 室 、 成 田 キ ャ ン パ ス Ａ 教 室                 （ 出 席 1 4 名 ）  
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委 員 名 簿  
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令 和 元 年 度 文 部 科 学 省 「 多 様 な 新 ニ ー ズ に 対 応 す る  

「 が ん 専 門 医 療 人 材 （ が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ） 」 養 成 プ ラ ン 」 採 択  

‐ 未 来 が ん 医 療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 プ ラ ン ‐  

 

令 和 元 年 度  活 動 報 告 書  

 

発 行 国 際 医 療 福 祉 大 学 大 学 院  

が ん 専 門 医 療 人 材 （ が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ）  養 成 プ ラ ン  事 務 局  

東 京 赤 坂 キ ャ ン パ ス  

〒 1 0 7 -8 4 0 2 東 京 都 港 区 赤 坂 4 -1 -2 6  

T el.  0 3 -5 5 7 4 -3 9 0 0 F A X.  0 3 -5 5 7 4 -3 9 0 1  

 

発 行 日 令 和 ２ 年 （ 2 0 2 0 年 ） 3 月  




